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A 警告 

破損した電源コードを使用しないでくださし、。感電•义災の原因となります。 

電源コードを取り扱う際は、次の点をずってください。 

. 電源コードを加工しない。 

. 無理に曲げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

. 電源コードの上に重いものを載せない。 

. 発熱器具の近くに配線しない。 

電源コードが破損したら、修理センターにご相談ください。 
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電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、义災の原因となります。 

家庭用電源コンセント校流 1 00V) から電源を直接取ってください。 

班 

電源プフグを取り扱う際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、义災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

/斗 

本体や付属のバッてリパック類を义中に入れたり、加熱しないでください。 

破裂などで义傷の原因となります。 

A 

バッてリパックの端子をシヨートさせないでくださし、。 

义傷の原因となります。 

省 

付属の AC アダプタやバッてリパックのか解や改造をしないでください。 

义傷や、化学物質による被害の原因となります。 

% 


小さなお子様の手の届く場所にバッてリパックをな管しないでください。なめた 
りすると义傷や、化学物質による被害の原因となります。 

造 

バッテリパックは、指定されているじ(外の充電方まで充電しないでください。 

発熱、発义や液漏れによる被害の原因となります。 




























































A 警告 

電源コンセントに電源プラグを接続、あるいはバッテリパックを装着したまま本 
製品を分解しないでくださし、。感電ゃ义傷の原因となります。 


雷が鳴りだしたら、電源プラグをさわらないでください。 

感電の原因となります。 

因 

小さなお子様の手の届くところに、マウスボールやフレームを取り外したまま放 
置しないでください。 

口に入れたりすると窒息する危険があります。 

(マウス付属モデル） 

遠 

マウスボールは、絶がにおげないでください。 

マウスボールの芯には鋼巧が入つていますので、人に当たるとけがをする危険が 
あります。 

(マウス付属モデル） 

ぶ 


ワイヤレス LAN に関する警告 

本機にはワイヤレス LAN 機能う S 搭載されています。次の内容をよく理解してから本機をご使用ください。 


言告 

航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか、電波を停止 
しくださし、。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。また、自動的に電源が 
入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源を切ってください。 


医療機関の屋内では次のことを守ってください。 

-手術室、集中治療室 OCU ) 、冠状動脈疾患監視室 ( CCU ) には、本機を持ち込まな 
いでください。 

-病棟内では、本機の電源を切るか、電波を停止してくださし、。 

. ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか、 
電波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所ををめている場合は、その 
医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源を 
切るか、電ぶを停止してくださし、。 




































A 警告 

植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装 
着部から本製品を 22 cml ^ ソ上離して使用してください。 

電波により植込み型ん、臓ぺースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与 
える場合があります。 

<— > 


1 

自宅療養など医療機関ソ外で、植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み型除細動 
器を使用する場合には、電波の影響について個別に医用電気機器メーカなどにご 
確認ください。 

<— > 


1 


A 注意 

小さなお子様の手の届くところには設置、イ呆管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた巧など）に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 

感電•义災の危険があります。 

戀 

本製品の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、义災の危険があります。 

設置する際は、次の点をずってください。 

.押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

.じゅうたんや布団の上には設置しない。 

. 毛をやテーブルクロスのような布をかけない。 


■ 

1 も 
1 

/ 

/ 

/ 

/ 

f 

f 

/ 

y 


連イ木や旅行等で長期間ご使用にならないときは、安全のため化ずコンピュータ本 
体からバッテリパックをおき、電源プラグをコンセントからおいてください。 



■ 

II 

f 

1 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指 7]^ されているじ(外の配線をしないでく 
だ さし、。 

配線を誤ると、义災の危険があります。 

tfjn 
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A 注意 


本製品を移動させる場合は、電源を切り、電源プフグをコンセントから巧き、すべ 
ての配線をかしたことを確認してから行ってください。 

山 

FAX モ t " ムを々の回線に接続しないでください。発熱し义災の原因となります。 

-構内交換機 (PBX) 

. 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-に DN が応公衆電話のデジタル側ジャック 

由 

バッてリパックは、を下させるなどの強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、义傷や化学物質による被害の原因となります。 

心 

AC アダプタやバ ッ了リパ ックは、本製品じ(外には使用しないでください。 

义傷•义災の危険があります。 

の 

今 

AC アダプタの温度の局い部分に、長時間直接触れないでください。 

低温义傷の原因になります。 

合 

AC アダプタを毛布や布団で覆わないでください。 

义傷•义災の危険があります。 


破損した AC アダプタやバッてリパックを使用しないでください。 

义傷•义災の危険があります。 

心 

へッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に音 
量を調節してくださし、。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量により聴覚障害の原因と 
なります。 

11111 nnoiDvi 

雨 

長時間あるいは不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、牆銷炎などの危険があります。 























































/ i \ 注意 

メモリの増設•父換は本製品の内部が局温になっているときには行わないでくだ 
さし、。义傷の危険があります。作業は電源を切って10ノ刀ソ上待ち、内部が十分冷め 
てから行ってください。 



液晶て V スプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめたり、触っ 
たりしないでください。 

义傷や化学物質による被害の原因となります。 

万一、液体が皮膚に付着したり、目に入った場合は流水で十分に洗い、医師に相談 
してくださし、。 

A 


ひざの上で長時間使用しないでくだい。本体底面が熱くなり、低温义傷の原因とな 
ります。 





















• 使い始めるまでの準備 

コンピュータの接続方法、電源の入れ方、切り方やセツトアツプについて説明します。 


参コンピュータの基本操作 

キーボードやタツチパツドの使い方など、コンピュータの基本的な操作方法について説明し 
ます。 


参システムの拡張 

メモリの増設方法やコンピュータに接続できる装置について説明します。 


• 目 IOS の設定 

コンピュータの基本状態を管理しているプログラム「 BIOS 」 の設定を変更する方法について 
説明します。 


参ソフトウエアの再インストール 

ソフトウエアを再インストールする手順について説明します。 


参こんなときは 

困ったときの確認事項やが処方法などについて説明します。 



参付録 


お手入れ方法、仕様などについて説明します。 
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マニュアル中の表記につしに 


本書では次のような記号を使用しています。 


安全に関ずる記号 

A 

警告 

A 

ま意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷 
を負う可能性が想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能 
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を 
示しています。 


一般情報に関ずる記号 

制限 



が 

12 


fctrl 1 


fctrl J + r Z ) 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

説明文が次ページに続くことを示します。 

参照ページを示します。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

[ 1 で囲んだマークはキーボ~ド上のキーを表します。 

厂;は Enter キーを表します。また、はのことです。この 
ように必要な部分のみを記載しているため、実際のキートップの表示 
とは異なる場合があります。 

+の前のキーを押したまま+の後のキーを押します。 

この例では、を押したままを押します。 

























名称の表記 


本書ではコンピュータに関連する製品の名称を次のように略して表記します。 


HDD 

FD 

FDD 


ハードディスクドライブ 
フロッピーディスク 
フロッピーディスクドライブ 


オペレーティングシステムに関する記述 


本書ではオペレーテイングシステムの名称を次のように略して表記します。 


Windows 2000 
Windows XP 

MS-DOS 


Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 
Microsoft ® Windows ⑤ XP Professional 
Microsoft ® Windows ⑤ XP Home Edition 
Microsoft ® MS - DOS ® Operating system 


Windows の画面表示に関ずる記載方法 (Windows 2000) 

本書では、 Windows 画面に表示される各箇所の名称を次のように記載します。 



デスクトップ 
Windows が起動して、 
デイスプレイに表示さ 
れる画面。 


タブ 


ボタン 


アイコン タスクバ_ 

起動中のアプリケーシヨンが表示さ 
れたり、画面の設定、音量の設定が 
できるアイコンが表示されるバー。 

ボタンは、 [] で囲んで記載します。 

例ぶ ストり： [スタート]、! 及 ] : [0K] 


アイコン 

デスクトツプやタスクバー上に 
並んでいる小さなイラスト。 
機能などをイラストで表示して 
います。 
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Windows の画面操作に関する記載方法 

本書では、 Windows 画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

記載例 ：[スタート]-「設定」 -「コン トロー ルパネル」をクリックします0 

実際の操作：の [スタート] をクリックします。 

@表示されたメニューから「設定」をクリックします。 

③横に表示されるサブメニューから 「コントロールパネル」 をクリックします。 


③ 





























Windows の画面表示に関ずる記載方法 (Windows XP ) 

本書では、 Windows XP 画面に表示される各箇所の名称を次のように記載します。 

※マニュアル中で採用している画面は、主に Windows 2000のものです。 Windows XP で表示される画面 
とデザインが異なりますが、基本的な機能は同じです。 



タス クバー 

起動中のアプリケーシヨンが表示さ 
れたり、画面の設定、音量の設定が 
できるアイコンが表示されるバー。 


ボタンは [] で囲んで記載します。 


デスクトップ 
Windows が起動して、 
デイスプレイに表示さ 
れる画面。 

タブ 


ボタン 


アイコン 

デスクトツプ上に並んでい 
る小さなイラスト。 

機能などをイラストで表示 
しています。 


I:[スタート]、 r 


1：[ OK ] 


Windows の画面操作に関する記載方法 

本書では、 Windows 画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

記載例 ：[スタート]-「すべてのプログラム」-「 Internet Explorer」 をクリックします0 

実際の操作：の [スタート] をクリックします。 

@表示されたメニューから 「すべてのプログラム」 をクリックします。 

③横に表示されるサブメニューから 「Internet Explorer」 をクリックします0 

























■ 製品保護上の注意 

^使用•保管時の注意 


コンピュータは精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ずずって、本製品を 
正しく取り扱ってください。 



温度が高すぎる所や、低すぎる所に 
は置かないでください。また、急激な 
温度変化も避けてください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は10む〜35むです。 



不安定な所には設置しないでくださ 

い 0 

落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、コンピュータが壊れ、故障する 
ことがあります。 



直身ホ日光の当たる所や、発熱器具(暖 
房器具や調理用器具など）の近くな 
ど、高温•多湿となる所には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になります。 


国 


LCD 画面の表面を先のとがったもの 
で引っかいたり、無理な力を加えた 
りしないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 





テレビやラジオ、磁石など、磁界を発生す 
るものの近くに置かないでください。コ 
ンピュータの誤動作が生じたり、 FD など 
のデータが破壊されることがあります。 
逆に、コンピュータの影響でテレビやラ 
ジオに雑音が入ることもあります。 



本製品の汚れを取るときは、ベンジ 
ン、シンナーなどの溶剤を使わない 
でください。変色や変形の可能性が 
あります。柔らかいホに中性洗剤を 
滴らない程度に染み込ませて、軽く 
拭き取ってください。 



電源コードが拔けやすい所(コードに足が 
引っかかりやすい所や、コードの長さがぎり 
ぎりの所など)にコンピュータを置かないで 
ください。バッテリパックの状態により、電 
源コードが抜けると、それまでの作業データ 
がメモリ上から消えることがあります。 


« 


遠隔地に輸送するときや保管すると 
きは、裸のままで行わないでくださ 
い。衝撃や振動、 ホコリな どから コン 
ピュータを守るため、専用の栖包箱 
に入れてください。 



湿度が高すぎる所や、低すぎる所に 
は置かないでください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な湿度の目安は20〇/〇〜80%です。 



本製品を長期間使わないときは、 
バッテリパックを本機にセットした 
ままにしないでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの多い所には置かないでくだ 
さレ、0 

故障、誤動作の原因になります。 


健 


本製品の上に重い物を載せたり、力 
バーを強く押え付けないでくださ 

レ、0 

LCD やバックライトが破損したり、 
表示異常となることがあります。 































他の機械の振動が伝わる所など、振 
動しがちな場所には置かないでくだ 
さい。故障、誤動作の原因になりま 
す。 


因 


本製品を落としたり、ぶつけるなど、 
シヨックを与えないでください。持 
ち運ぶときは、バッグに入れるなど 
してショックから守るようにしてく 
ださい。 


^1一一 t - AC アダプタはコードを持って抜き 

1 差ししないでください。 

コードの断線や接触不良の原因とな 
■ ります。 

((§=) 



コンピュータ•バッテリパック は一 
般ゴミとして廃棄しないでくださ 
い。廃棄するときは、お住まいの市区 
町がの条例または規則に従って、適 
切に処分してください。 


健 


AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破壊しないでください。 


^グ广 J 本製品のカバー（液晶ディスプレイ） 

/> C ^/ を開けた状態で、カバー部分を持っ 
i J て移動しないでください。 


呈 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）を挟んだまま、カバー（液晶 
デイスプレイ）を閉じないでくださ 

い 0 


^ USB FDD (オプション) 


オプションの USB FDD を使用するときは、次の注意事項を必ずずって、正しく取り扱ってください。 



落としたり、衝撃を与えないでくだ 
さレ、。 

故障、誤動作の原因になります。 



着脱はプラグ部分を持って行ってく 
ださい。ケーブルを持ってコネクタ 
の着脱を行わないでください。 
ケーブルの断線や接触不良の原因に 
なります。 


逸 


上に物を置かないでください。 
故障、誤動作の原因になります。 


FDD 本体をぶらさげた状態で保持す 
ることは避けてください。 

ケ-ブルの酸や接触祁の原因に 
A なります。 



表面を上にして水平に置いて使用し 
てください。裏返しや傾けて使うと 
エラー 発生の原因になります。 

















































記録メディア 


な下のような取り扱いをすると、次の記録メディアに登録されたデータが破壊されるおそれがあります。 
記録メディアの種類は、次のとおりです。 

参 FD 03 

参 CD - ROM • CD - R * CD - RW * DVD - ROM など Qg ] 

記録メディアの種類を指定していない場合は、すべての記録メディアに該当します。 


孩 


直身寸日光が当たる所、発熱器具の近 



くなど、高温•多湿となる場所には置 

乂- 

み W # 

りり 

KUUUIO 

かないでください。 


S ザを 

隣 Jol 

家 


レ J 


アクセス LED が点灯中は、記録メ 
ディアを取り出したり、コンピュー 
夕の電源を押したり、リセットをし 
ないでください。 


- 三 -上に物を載せないでください。 

圆 


使用後は、コンピュータにセットし 
たままにしたり、裸のまま放置した 
りしないでください。 

専用のケースに入れて保管してくだ 
さレ、。 





ゴミやホコリの多いところでは使用 
しないでください。また、そのような 
場所に記録メディアを保管しないで 
ください。 


- rrx ^クリップではさむ、折り曲げるなど、 

Ujj 無理な力をかけないでください。 


の 


アクセスカバーを開けたり、磁性面 
に触れたりしないでください。1331 


境ん 

磁性面にホコリや水を付けないでく 


ださい。 シンナーやアルコール など 


の溶剤類を近づけないでください。 

■ ■ 


の 


心 




テレビやラジオ、磁石など、磁界を発 
生するものに近づけないでくださ 

ぃ。の 



何度も読み書きした FD は使わない 



—— W V —— V 
--• ■ ■ -クク ■ 

でください。 



9夕--タタタ1-1 

磨耗した FD を使うと、読み書きでエ 

( (oTLX 

■ 

ラーが 生じることがあります。133 

側 


信号面(文字などが印刷されていな 
い面）に触れないでください。 H 3 
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レコ ードや レンズ 用のクリーナーな 

八 

^DDDD 

どは使わないでください。 



クリーニングするときは、 CD 専用ク 

/ f ^\ 


リーナーを使ってください。 H 3 



信号面(文字などが印刷されていな 
い面）に文字などを書きをまないで 
ください。 H 3 



CD - ROM ドライブのデータ読み取 



りレンズをクリーニングする CD は 


(®) 

使わないでください。 H 3 

Cm 

クリーナ CD 




レコードのように回転させて拭かな 
いでください。 CD - 民 0 M は、内側か 


ら外側に向かって拭いてください。 




^マウス（オプション) 


オプションのマウスを使用するときは、次の注意事項を必ずずって、正しく取り扱ってください。 



落としたり、ぶつけたりして強い衝 
撃を与えないでください。 



マウスボールを素手で触らないでく 
ださい。 


I I 平らな場所で使用してください。で 

こぼこのある場所ではマウスボール 
の回転が不規則になり、マウスの動 
きがコンピュ-夕に正確に伝わりま 
せん。 


t 持ち運びはマウス本体を持ってくだ 

— 1 ^ さい。ケーブルを持って運ばないで 

しーリ ください。 

(A 



ゴミや ホコリ の多いところでは、使 
用や保管しないでください。マウス 
ボールにホコリ やゴミが付いたまま 
使用すると、誤動作や故障の原因に 
なります。 
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使い始めるまでの準備 

コンピュータの接続方法、電源の入れ方、切 
り方やセットアップについて説明します。 



I ご使用の前に 

コンピュータを使い始めるまでの手順 


購入後に初めて使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


まず、捆包品に不足や不良びないかを確認します。 

が 『個包品の確認』 


正し<安全にお使いいただ<ための情報を確認します。必ずお読 
み < ださい。 

が 表紙裏面 


正し < 取り扱っていただ < ための情報を確認します。必ずお読み 
<ださい。 

夕 ^ P. 18 r 製品保護上のま意」 


本機を使用する前に必要な情報を確認します。 

が P.24 に使用の前に」 


本機の各部の名称と働さを確認します。 

が P.29 r 各部の名称と働き」 


各機器の接続を行い、本機を使用可能な状態にします。 

な P.34 「八ードウエアをセツトアップしましよラ」 


電源を入れ、 Windows を初めて起動したときに実行される 
Windows のセットアップを行います。 

p.41 「電源の入れ方と Windows のセットアップ」 


Windows を終了し、本機の電源を切ります。 

が P.52 「電源の切り方」 
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^ ご使用前の確認事項 


本機の次の場所には、製品情報が記載されたラベルが貼られています。本機を 
ご使用の前に、ラベルろ 《 貝もられていることを確認してください。また、ラベル 
は絶対にはがさないでください。 

♦ お問い合わせ情報ラベル 

お問い合わせ情報ラベルには、型番や製造番号などが記載されています。 
弊社へサポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これ 
らの番号が必要です。 

製品のサポート•サービスについては、『サポート•サービスのご案内』をご 
覧ください。 

• COA ラべ J レ 

「 COA ラベル (Windows Certificate of Authenticity ラベル）」は、正規の 
Windows 商品を購入されたことを証明するラベルです。万一 COA ラベル 
を紛失された場合、再発巧はできません。絶対にはがさないでください。 



COA ラベル 

お問い合わせ 
情報ラベル 


nnnnnnnnnn 
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^ 本機の特長 


メモリ容量 

Micro SDRAM を装着して、最 
大5 12MB まで増設が可能です。 

CPU 性能 

モバイルインテル Celeron LV プロ 
セツサを搭載しています。 


表示装置 

12.1 型 TFT XGA 液晶ディスプレイ 
を搭載しています。夕 M 寸けデイスプ 
レイにも接続できます。 


ネットワーク機能 

•100 Base-TX 対応の LAN コネ 

クタを装備しています。 

• IEEE 802.1 lb に対応したワイ 
ヤレス LAN 機能を搭載して 
います。 



電源 

AC アダプタ、またはバッテ 
リパックを使用します。 


PC カードスロット 

PC Card Standard 準拠 CardBus 対 

応の PC カードスロットを装備し 
ています。 


CF カードスロット 

コンパクトフラッシュ （CF) 
カード用のスロットを装備 
しています。 


ポインティングデバイス 

スクロー ル 機能に対応したタッ 
チパッドを搭載しています。 


そのほか 

-モデム機能を搭載しています。 

• USB2.0 機能を搭載しています。 

• 圧 EE1394 機能を搭載しています。 


オペレーテイングシステム 
Windows 2000、または Windows XP 

をインストール済みです。 
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添付されているソフトウエア 


本機に標準で添付されているソフトウ卫アは、次のとおりです。購入時のシステム構成によってはこ 
のほかにも添付されているソフトウエアがあります。 

本機では、 Windows やデノ くイスドライバを再インストールするためのリカバリイメージろ 《 、 HDD に登 
録されています。 


表中記号の見方 


:購入時には、 HDD にインストールされています。 


:購入時には、インストールされていません。必要に応じてインストールしてくださし、。 


リカバリイメージに登録されているソフトウエア 


'フトウエア 


Windows 2000 

インストールモデル 


Windows XP 

インストールモデル 


> Windows 

Windows は、最新のものがインストールされています。 


インテル 830 MG チップセット用ドライバ 

メインボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 


>ディスプレイドライバ 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバです。 


>サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 


♦ FAX モデムドライバ 

FAX モデム機能を使用するためのドライバです。 


♦ タッチパッドドライバ 

タツチパッドを使用するためのデバイスドライバです。 


I ネットワークドライバ 

ネットワーク機能(有線 LAN ) を使用するためのドライバです。 


ワイヤレス LAN ドライバ 

ワイヤレス LAN 機能を使用するためのドライバです。 


I ワイヤレス LAN 設定ューティリティ 

ワイヤレス LAN に関する各種設定を行うためのユーテイリテイ 
です。 




>ブロー ドバンドチェン ジャー 

ネッ トワークの設定を、接続先にあわせて切り替えるための 
ユーテイ リ テイです。 


^ WindowsXP 力 s 標準で機能を持っています。 


nnnnnnnnnn 
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^ リカバリイメージに登録されているソフトウェア 


ソフトウェア 

Windows 2000 

インストールモデル 

Windows XP 

インストールモデル 

参 Norton AntiVims 2003 

最新マクロウイルスに対応し、ウイルス駆除もできる高機能な 

ウイルス対策プログラムです。 

己 

曰 

参 Adobe Acrobat Reader 

様々なアプリケーションソフトで作成した書類をそのまま再現 

する PDF ファイルの表示や印刷ができるソフトウ卫アです。 

白 

a 

参 Bootable CD Creator ^ 

リカバリイメージを CD - 民にコピーしてリカバリ CD を作成する 

ためのユーテイリテイです。 




《 Bootable CD Creator でリカバリ CD を作成するには、オプシヨンの薄型ドライブが必要です。 


^専用の CD び添付されているソフトウエア※ 


ソフトウェア 

Windows 2000 

インストールモデル 

Windows XP 

インストールモデル 

参 Symphomovie(Symphomovie インストールモデル） 

ビデオ編集のためのソフトウェアです。 

CD 名： r Symphomovie CD - ROM 」 



♦マウスウェア（ホイール 付き USB マウス 添付 モデル） 

マウスのより細かい設定を行うためのユーティリティです。 

CD 名： 「マウスドライバ CD 」 

曰 

曰 


《購入時のシステム構成によっては、上記な外の CD- 民 OM が添付されている場合があります。 
なお、本機で CD からインストールを行うには、オプションの薄型ドライブが必要です。 
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I 各部の名称と働を 

^前面 



® 電源スイッチ6 

本機の電源の入/切を行います。また、スタンバ 
イや休止状態からの復帰にも使用できます。 

②ワイヤレス LAN アンテナ 

ワイヤレス LAN で通信を行うためのアンテナで 
す。 

⑤ LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示します。 

④ LCD ュニット 

LCD 画面を含めた画面部分の総称です。 


© キ ーボー ド 

文字の入力やアプリケーションの操作などを行い 
ます。 

® タッチパッド 

指を軽く乗せて操作することにより、画面上のポ 
インタを操作します。 

® LCD ラッチ 

LCD ユニットを開くときにスライドします。 

® クリックボタン 

マウスの左右ボタンに相当します。 













ステータス LED 



①電源 LED ® 

電源状態を示します。 


緑点灯 

通常モード 

緑点滅 

スタンバイモード 

消灯 

電源切断時または休止状態 


感 バッテリ充電 LED ¢3 

バッテリの充電状態を示します。 
と^ p .64 r バッテリの充電」 


③ ワイヤレス LAN LED け T 》) 


緑点灯 

アンテナが有効 

消灯 

アンテナが無効 


④アクセス LED M 

HDD アクセス中に緑をに点灯します。 


感 Num Lock l_ED 圆 

NumLock キーの設定状態を表示します。緑をに 
点灯しているときは、数値キーモードに設定され 
ています。 

⑥ Caps Lock l_ED 回 

Caps Lock キーの設定状態を表示します。緑をに 
点灯しているときは、度^キーを押さずにアル 
ファべットの大文字を入力することができます。 

③ Scroll Lock l_ED ifl 

Scroll Lock キーの設定状態を表示します。 


制限 


アクセス LED が点灯しているときに電源を切つたり、コンピユータをリ 
セットしないでくださし、。データが破壊されるおそれがあります。 




















^ ち側面 



の® 




のへッドフォン出カコネクタ〇 

へッ ド フォン や アン プ内蔵 ス ピーカなどを接続し 
ます。 

@マイク乂カコネクタ声 

マイクを接続します。 

③ セキュリティロックスロット爲 

市販の盗難防止用ケーブル（ワイヤー）を接続し 
ます（ケンジントン社製セキュリティロックにザ 
応しています）。 


⑥ USB 2.0 コネクター吉* 

USB 対*応機器を接続します。 


⑥モデムコネクタ凸 

電話回線を接続します。 

@ LAN コネクタ "A 

ネットワークを接続します。 


©通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を逃したり、冷や 
したりします。 

























^ 左側面 



① AC アダプタコネクタ= 

付属の AC アダプタを接続します。 

感 IEEE 1394 コネクタ撒4 

圧邸1394機器を接続します (4 ピン）。 

③ VGA コネクタ EXT 

添付の専用 VGA ケーブルを使用して夕 M 寸けデイ 
スプレイ（アナログタイプ）を接続します。 


® CF 力ードスロットぶ己 

CompactFlash Standard 規格準拠の CF 力ードを 
セットして使用します。 

⑥ PC 力ードス□ット回 

PC Card Standard 規格準拠の PC 力ードをセッ 
卜して使用します。 

® PC 力ードイジェクトボタン 

PC カードを取り出すときに押します。 
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^ 底面 


の 



み 


のバッテリパック ⑤ CF 力ードイジエクトボタン 

バッテリパックが装着されています。 CF カードを取り出すときに押します。 

(3600 mAh バッテリパックをお使いの場合、形状 

は異なります。） ® 内蔵スピーカ（モノラル） 

警告音や音声などを鳴らします。 

® リセ ットホール 

コンピュータのリセットを行います。 


□□□□□□□□□□ 
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A - ドウ I アをセットアップしましょう 

本機を、基本的なシステム構成でセットアップする手順を説明します。プリン 
夕などの周辺機器を接続する場合は Windows のセットアップ終了後に周辺 
機器のマニュアルを参照して接続とセツトアップを行ってください。 



設置における注意 

A 

を意 


♦ 本機の底面は熱くなるため、ひざの上に置いて長時間使用しないでくだ 
さし、。熱による低温义傷の危険があります。 

♦不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた巧など）に置かないでくださ 
し、。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

♦ 本製品の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱が 
こもり、义災の危険があります。設置の際は次の点をずってください。 

. 押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅうたんやを団の上には設置しない。 

. 毛をやテーブルクロスのようなホをかけない。 


各種コードやバッテリパック装着時のま意 


金 


♦ ぬれた手で電源プラグをおき差ししないでくださし、。感電の原因となり 
ます。 

♦電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、义災の原因とな 
ります。家庭用電源コンセント皮流 100V) から電源を直接取ってくだ 
さし、。 

♦電源プラグを取り扱う際は、次の点をずってください。取り扱いを誤る 
と、义災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 










金 


♦各種 コー ド （ケーブル） は、 マニュアルで 指示されているじ(外の配線をし 
ないでください。配線を誤ると、义災の危険があります。 


設置する 


本機を設置場所(机などの丈夫で水平な台の上)に置さ 

Ov 5^ 〇 

右側の通風すしをふさがないようにしてください。 



通風孔 


バッテリパックを装着する 


ここでは1800 mAh バッテリパックを使って説明しています。 
%00 mAh バッテリパックをお使いの場合は、形状が異なりますう 《 、 
手順は同様です。 

バッテリパックを装着します D 

〇コンピユータの底面部を上にして置きます。 

0バッテリパックの右側のレバーを、ロック解除イ立置 （ 5) まで矢 
印の方向へスライドさせます。 



nnnnnnnnnn 
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© バッテリパックの左右の切り夕きをコンピュータの突起に合わ 
せて差し込みます。 



〇「カチッ」と音がするまで、バッテリパックを矢印の方向に押し 
込みます。 



バッテリパックの右側のレバーを矢印の方向へスライドさせ 
て、ロックイ立置 （ fl ) で固定します。 



本機は バッテリパック だけで使用できます。ただし、出荷時に バッ 
テリパック は満充電状態ではありません。 バッテリパック だけで使 
用する場合は、使用前に充電が必要です。 

p .58「 AC アダプタ/バッテリパックを使う」 













ットワークに接続をずる 


ワイヤレス LAN 機能を使用してネットワークに接続する場合は、 
ネットワークケーブルを接続する必要はありません。 

0 ネットワーク機能(有線 LAN ) を使用する場含は、市販 
のネツトワークケーブルにコアを装着しまず。 

〇コンピユータに接続する側のコネクタにできるだけ近い位置に 
添付のコア（ネットワークケーブル用）を取り付けます。 

コアにネットワークケーブルを通します。 

(コアは、コンピュータから 電波が漏れる のを 防ぐた めの 部品で 
す。） 

©「カチッ」と音がするようにコアを閉じます。 





ネットワークケーブルを LAN コネクタに接続します。 

ネットワークの詳細は、ネットワーク管理者に確認してください。 

〇 LAN コネクタのカバーを開けます。 


ネットワークケーブルを外した場合は、必ずカバーをもとどお 
りに閉じておいてください。 





© ネットワークケーブルを LAN コネクタにカチッと音がするまで差 



FAX モデム機能を使用する場台は、電話回線への接続 
口を行います。 


〇モデムコネクタの カバーを 開けます。 

モジュラコードを外した場合は、必ずカバーをもとどおりに閑 
じておいてください。 
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©付属のモジュラコードをモデムコネクタにカチッと音がするま 
で差し込みます。 



©モジュラコードのもう一端を電話回線に差し込みます。 


AC アダプタを接続ずる 


本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使 
用します。 

0 AC アダプタをコンピュータと家庭用電源コンセント 
に接続しまず。 

〇 AC アダプタのプラグ部を本体左側面の AC アダプタコネクタ （==) 
に接続します。 

©電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 





AC アダプタを接続して使うときも、必ずバッテリパック 


をセットした状態で使ってくださし、。 

制限 



nnnnnnnnnn 
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LCD ユニットを開ける 


本機は LCD ユニットを開くとキーが入力できる状態までせり上が 
るポップアップ式のキーボードを搭載しています。 LCD ユニットを 
90度な上開くと、キーボードが完全にポップアップし、キーが入力 
できる状態になります。 




キーボードが完全にポップアップしていない状態でキー 


を押すと、故障の原因になります。 

制限 



B LCD ユニットを開さます。 

OLCD ラッチを左側へスライドさせます。 

© LCD ラッチをスライドさせた状態で、 LCD ュニットを 1 cm ほど 
開きます。 

©キーボー ド側を押さえながら 、 LCD ュニッ トをゆっくりと開きま 
す。 

キーボード側を押さえながら開かないと、本体が持ち上がって 
しまいます。 



© LCD ユニットは、必ず90度な上開いてから見やすい角度に調整 
してください。 


90。 



これでハードウエアのセットアップは終了です。 
















I 電源の人れちと Windows のセットアップ 

本章では、電源の入れ方と購入後に初めて電源を入れたときに行う Windows 
のセットアップについて説明します。 

^ Windows を使用できるようになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。次ページからの手順に従って作業を行ってく 
ださい。 



nnnnnnnnnn 
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^ 電源を入れる前に 


Windows のセットアップ 

「 Windows セットアップ」は、コンピュータが届いてから、初めて電源を入れ 
たときにユーザー情報などを設定するプログラムです。画面に表示される 
メッセージに従って簡単に行うことができます。 

タッチパッドの使い方 

Windows のセットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップ 
で必要なタツチパッドの基本操作は、次のとおりです。 


♦ ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かす 
と、 Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをしま 
す。 


ポインタ パッド面 



♦ ボタンをクリックする 

〇指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

©左クリックボタンを、1回「カチッ」と押して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

ボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行され 
ます。 



















































^ 電源の入れ方と Windows の起動 


本機の電源の入れ方は次のとおりです。 


2 


電源スイッチを押して、本機の電源を入れます。電源 LED び点：打します。 

電源を入れたときに電源 LED が点灯しない場合は、 AC アダプタゃバッ 
テリパックが正しく接続されているか確認し、正しく接続し直してくだ 
さレ、 0 



画面に 「EPSON D 旧 ECT 」 と表示され、しば！5くすると Windows び起 
動します。 

続いて Windows のセットアップを行います。 

参 Windows 2000 インストールモデル 

P.44 r Windows 2000 のセットアップ」 

♦ Windows XP インストールモデル 

P.46 「Windows XP のセットアップ」 

次の調節をして画面を見やすくします。 

♦ 角度 LCD パネルを前後に動かします。 

参画面の明るさ [ Fn )+[ F7l(fA^) ：明るくなります。 


2 


r Fn 1+[ F6 1 ( 序罚 ） ：暗くなります。 




















^ Windows のセツトアップ 


Windows 2000のセットアップ 

Windows 2000インストールモデルのセツトアップは、次の手順で行います。 


電源を入れた後、しば！5くすると自動的に 「Windows 2000セットアッ 
プ」び実行されます。セットアップ作業の流れは、次のとおりです。画面の 
指示に従って実行してください。 


Windows 2000セットアップウイザードの開始 k 



ライセンス契約 


I 画面に表示された契約内容に同意するかしないかを設定します。 
I 《「同意しない」を選択すると Windows のセツトアツプが中止さ 
y れます。 

ソフトウ王アの個人用設定 1 


ユーザー情報として名前と組織名を管理者の指示に従って入力 
します。 

※名前を入力後を押すと組織名の欄にポインタが移動し 
^ ^ます。 

」ンヒュータ名と Administrator のパスワート k 

I 「コンピュータ名」、 「 Administrator のパスワード」を管理者の指示 
▼ に従って入力します。 

日付と時刻の設定 I 

I 「日付と時刻」で現在の日時を設定し、「タイムゾーン」で地域を指 
▼ 定します。 

Windows 2000セツトノフップ ウイ ザードの完 f j 


Windows が正常にインストールされました。[再起動する]をク 
リックするとコンピュータが再起動します。 



























2 Windows 2000び再起動し、パスワードを入力すると、次の画面び表示 
されます。これで 「Windows 2000セツトアップ」は終了です。 



続けて P .48 「セットアップ終了後の作業」に移ります。 


nnnnnnnnnn 
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Windows XP のセットアップ 

Windows XP インストールモデルのセットアップは、次の手順で行います。 

1 電源を入れた後、しば！5くすると自動的に 「Windows XP セットアップ」 

び実行されます。セットアップ作業の流れは、次のとおりです。画面の指 
示に従って実行してください。 

Microsoft Windows へようこそ | 


^セツトアップを続行するには、[次へ]をクリックします。 



画面に表示された契約内容に同意するかしないかを設定します。 
《「同意しません」を選択すると Windows のセツトアツプが中止 
されます。 



「このコンピュータの名前」を入力します。このコンピュータを 
ネットワークに接続して使用する場合は、ネットワーク管理者の 
^ ^指示に従って入力してください。 



I Windows XP Professional をお使いの場合は、パスワードを管理 
T 者の指示に従って入力します。 



I ここでは登録を行いませんので、 r いいえ、今回はユーザー登録し 
T ません」を選択します。 

コンピュータを 使用す るユーザーの 指を I 


因 I 


苗 


このコンピュータを使用するユーザーの名前(最大5ユーザー）を 
入力します。少なくともユーザー名を1つ入力してください。 




インストールの完了 


Windows XP が正常にインストールされました。[完了]をクリッ 
クするとコンピュータが自動的に再起動します。 


2 


Windows XP び再起動すると、 Windows のデスクトップび表示されま 
す。これで 「Windows XP セツトアップ」は終了です。 



セットアップの際にユーザー名を2つな上入力した場合は、 Windows XP 
の再起動後に「ようこそ」画面が表示されます。ユーザー名をクリックす 
ると上記の画面が表示されます。 

続けて P.48 「セットアツプ終了後の作業」に移ります。 



ユーザー登録とライセンス認証（アクテイべーシヨン）について 


参セットアップ中にスキップした、ユーザー登録を行う場合は、[スタート] 
-「ファイル名を指定して実行」-「民 EGWIZ □/ 民」（□はスペース）を実 
行し、ウィザード画面の指示に従ってください。ユーザー登録は、 
Microsoft 社から Windows に関するサポートを受けるためのものではあ 
りません。本機のサポートは弊社で行っています。 

♦ 弊社より提供された Windows XP (購入時にコンピュータにインストール 
されているもの、および r リカバリイメージ」や「リカバ'リ CD」 から再イン 
ストールを行ったもの）は、ライセンス認証を行う必要はありません。 






^ セットアップ終了後の作業 


Windows のセツトアップが終了したら、次の作業を行います。 


Norton AntiVirus 2003のインストール 

[Norton AntiVirus 2003」は、コンピュータウィルスを検索し駆除するための 
ソフトウエアです。購入時には 「Norton AntiVirus 2003」がインストールされ 
ていません。 

必ず 「Norton AntiVirus 2003」のインストールを行ってください。 
p.140 「コンピュータウイルスの検索•駆除」 


ネットワークに接続する 

ネットワーク機能(有線 LAN) やワイヤレス LAN 機能を使用する場合は、ネッ 
トワークへの接続を行います。接続を行う際には、ネットワークに関する情報 
が必要です。お使いのネットワーク機器に添付のマニュアルや、ネットワーク 
管理者の指示に従ってください。 

とすコ p.146 「ネットワーク（有線 LAN) を使う」 

P.148 「ワイヤレス LAN (無線 LAN) を使う」 


fk 

制限 

FAX モデムの設定 

FAX モデムを使ってインターネットへ接続する場合は設定を行います。 
P.117 「インターネットに接続するには」 


本機では、ネットワーク機能(有線 LAN) とワイヤレス LAN 機能を同時に使 
用した場合の動作については、イ呆証していません。 
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I Windows 使用時の確認事項 

「セットアップ終了後の作業」が終わると、 Windows を使用できます。ご使用 
の前に次の事項の確認を行ってください。 

Windows の使用方法は、 Windows に添付の『クイックスタートガイド（ファー 
ストステップガイド）』や、 「Windows のヘルプ」をご覧ください。 

^ 2回目降に電源を入れる 


セットアップが終了したコンピュータの電源を入れるときには、次の点に注 
意してください。 

参電源が切れていることを電源ランプで確認してから電源を入れる。 

省電力機能が働き、動作中でも画面の表示が消えていることがあります。 
電源を入れるつもりで切ってしまわないように注意してください。 

な P.134 「省電力機能を使う」 

•電源を入れ直すときは、20秒程度の間隔を開けてから電源を入れる。 

電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させ 
ます。 

参周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源を先に入れる。 

コンピュータよりも先に電源を入れておかないと、コンピュータに認識さ 
れない機器があります。 

音量の調節 


Windows 起動時に音が鳴らない、または大きすぎるといった場合にはキー 
ボード操作で音量を調節します。 

[Fn ]+[ F3 ) (氏亟) ） ：音量が小さくなります。 
r^+r^ (店圆）：音量が大きくなります。 

省電力機能 


本機では、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能 
が働いて画面表示が消えます。この場合、キーボードの操作でもとに戻りま 
す。 

な p.134 「省電力機能を使う」 


nnnnnnnnnn 
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^ デバイスドライバをインストールずるときは 


デバイスドライバをインストールしたり、周辺機器を接続したりするときに 
「Windows CD- 民 OM」 が要求されることがあります。このような場合は、次の 
フォルダ名を指定してください。 


Windows 2000 : C:¥ に 86(1 はアルファベット） 

Windows XP : C:¥WIND0WS¥I386(I はアルファベット） 


これらのフォルダは、デバイスドライバのインストール時に必要なフォルダ 
です。絶対に削除しないでください。 


^ DRIVERS フオルダについて 


C ドライブの「 DRIVERS フォルダ」には、本機のデバイスドライバやユーテイ 
リテイをインストールするためのデータが登録されています。このフォルダ 
は絶対に削除しないでください。 
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^ CD や FD などのメディア使用時は 


本機は、 CD-ROM ドライブなどの薄型ドライブや FDD を搭載していません。 
次のような場合には、本機専用オプションの USB 接続薄型ドライブや USB 
FDD が必要です。 

参 Symphomovie インストールモデルで、アプリケーションの再インストール 

を行う場合 

• Office XP インストールモデルで、アプリケーション使用時に添付の CD の 
内容を参照する場合やアプリケーションの再インストールを行う場合 
♦ 「 Bootable CD Creator」 を使用して、リカバリ CD を作成する場合 
参市販のアプリケーションや周辺機器などに添付されている CD や FD などを 
使用する場合 

参 CD や FD のメディアを使用して、データ交換を行う場合 

^ SBSI の実ネ 5 について (Windows XP のみ） 


「ステップバイステップインタラクテイブ(な降涨 SI) 」を実行すると、 Windows 
XP の使い方の詳細をデスクトップ上で見ることができます。 rSBSI」 の実行 
は、[スタート] -r すべてのプログラム」-「アクセサリ」 -「Microsoft インタ 
ラクテイブトレーニング」一 「Microsoft インタラクテイブトレーニング」をク 
リックします。 
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必ず Windows 2000を終了させてから電源を切ります。 

[スタート]-「シャットダウン」をクリックします。 

「 Windows のシャットダウン」画面で「シャットダウン」を選択し、 [ OK ] 
をクリックします。 

Windows 2000が終了し、自動的にコンピュータの電源が切れます0 

接続している周辺機器の電源を切ります。 



電源の切り方 


本章では、電源の切り方について説明します。 


制限 


♦電源を切ってから、もう一度入れ直す場合には、 HDD などの動作を安をさ 
せるために、20秒程度の間隔を開けてください。 

参アクセス LED 点灯中に電源を切ると、登録されているデータが破壊され 
るおそれがあります。 

♦ 本機は電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり、コン 
セントに接続されていると、コンピユータ内部には微少な電流が流れて 
います。本機の電源を完全に切るには、電源コンセントから電源プラグ 
をおき、バッテリパックを取り外してください。 


Windows 2000 の終了と電源の切り方 


12 3 
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^Windows XP の終了と電源の切り方 


3 


必ず Windows XP を終了させてから電源を切ります。 


Windows XP 終了時の注意 

Windows XP を複数の ユーザーが 使用している場合に、[終了オプション]- 
[電源を切る]を選択して電源を切ろうとすると、「ほかの人がこのコンピュー 
夕にログオンしています。…」と画面に表示されます。この場合は、画面を切り 
替えて、ログオンしているすべての ユーザーの ログオフを 行ってく ださい。 


[スタート] - r 終了オプション」をクリックします。 

r コンピュータの電源を切る」画面で[電源を切る]をクリックします。 

Windows XP が終了し、自動的に電源が切れます。 

接続している周辺機器の電源を切ります。 


□□□□□□□ 
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^ u セット 


コンピュータの電源が入っている状態で、コンピュータを再起動する場合に 
は「リセット」を斤います〇リセットは、次のような場合に行います0 
• 使用しているソフトウ卫アで指示があった場合 

♦ プログラムがハングアップ（キーボードやタッチパッドからの入力を受け 
付けず、何も反応しなくなった状態）した場合 
リセットすると、メモリ上のデータはすべて消失します。 

ハードウ卫アを完全に初期化する場合には、コンピュータの電源を切ってく 
ださい。 

Windows のリセツト方法 

Windows のリセット方法は、次のとおりです 0 

Windows 2000 :[スターり一「シャットダウン」一「再起動」を選が 
Windows XP :[スターり一[終了オプション]-[再起動]をクリック 

リセツトでさないとさは 

プログラム ろシ、 ングアップしてしまい、 リセ ットできなくなってしまった場 
合は、あわてず次のように対姐します。 


〔加1 | + [ Alt 1+ [ Delete 〕 を押してリセツトずる 



コンピュータび U セツトでさないとさは... 


コンピュータの電源スイッチを押ず 



コンピュータの電源び切れないとさは... 


コンピュータの電源スイッチを 5 秒似上押し続ける 



それでち電源び切れないとさは... 


リセットホールで電源を切る 


これでコンピュータの電源び切れます。 
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リセットホールで電源を切る方法 


本体底面にあるリセットホール （ [ reset ] ) に丈夫な先の細いもの(ゼムク 
リップを引きのばしたようなもの)を差し込みます。 

リセットホールはプログラムがハングアップして前ぺージの方までも電 
源が切れないときに使用してください。 
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—夕の基本操作 

夺ーボードやタッチパッドの使い方など、コン 
ピュータの基本的な操作方法について説明しま 
す。 



AC アダプタ/パッテリパックを使う 

本機は AC アダプタまたはバッテリパックを使って使用することができま 
す。 


金 


♦ AC アダプタや、バッテリパックの分解や改造をしないでくださし、。义傷 
や、化学物質による被害の原因となります。 

♦バッテリパックの端子をシヨートさせないでくださし、。义傷の原因とな 
ります。 

♦バッテリパックを义中に入れたり、加熱しないでください。破裂などで 
义傷の原因となります。 

♦小さなお子様の手の届く場所にバッテリパックをな管しないでくださ 
し、。なめたりすると义傷や、化学物質による被害の原因となります。 
♦バッテリパックは、指定されているじ(外の充電方まで充電しないでくだ 
さい。発熱、発义や液漏れによる被害の原因となります。 


会 


♦ 連かや旅行等で長期間ご使用にならないときは安全のため必ずコン 
ピュータ本体からバッテリパックをおき、電源プラグをコンセントから 
おいてください。 

♦ AC アダプタやバッテリパックは本機に(外には使用しないでください。义 
傷•义災の危険があります。 

♦ AC アダプタを毛布や布団で覆わないでくださし、。义傷•义災の危険があ 
ります。 

♦破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。义傷- 
义災の危険があります。 

•ひざの上で長時間使用しないでくださし、。本体底面が熱くなり、低温义 
傷の原因となります。 

♦バッテリパックは落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。破 
裂や液漏れにより、义傷や化学物質による被害の原因となります。 






fk 

制限 


^バッテリパックを使う 


バッテリパック（な降バッテリ）は着脱可能な充電式の電池です。バッテリを 
使用すれば、電源コンセントのなぃ場所や、停電時にも本機を使用することが 
できます。本機では、リチウムイオン （Li-ion) バッテリを使用します。 

本機で利用できるバッテリパックは、1800 mAh バッテリパック、3600 mAh 
バッテリパックの2種類です。 


〈1800 mAh ノくッテリノ\°ック〉 

使用可能時間 


バッテリだけで使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用環境や 
状態などによって変化します。 


使用可能時間 

1800 mAh バッテリ 

3600 mAh バッテリ 

(満充電の場合） 

連続約2.5時間^ 

連続約 5.0 時間* 


* JEITA (電子情報技術産業協会)の測定方法 Verl.O に基づいています, 


バッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省電力機 
能の使用で消費電力を抑えると、使用可能時間を延ばすことができます。 
が p.134 「省電力機能を使う」 



〈3600 mAh / くッテリノ\°ック〉 


♦ AC アダプタを使用するときも、必ずバッテリパックを装着して本機を使 
用してください。 

♦バッテリパックを使用しているときは、電源が入っている状態で AC ア 
ダプタをおき差しすることができますが、動作中はなるべく AC アダプ 
夕をおかないでくださし、。電源が切れている状態でおいてください。 

♦ AC アダプタを頻繁におき差しすることは避けてください。 

♦ AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を 
持ちますが、故障ではありません。 


AC アダプタの接続方法は、 P.39 「ハードウエアをセットアップしましょう」の 
手順6をご覧ください。 


nnnnnnnnnnn 













省電カモードのまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気を 
つけてください。省電カモードに入っているときも電力が消費されていま 
す。 

な P.134 「省電力機能を使う」 

バッテリは本機の電源を切っていても自然放電によって電力が消費され 
ています。長期間使用していない場合は、バッテリが完全放電している可 
能性があります。バッテリだけで本機を使用するときは必ず充電してから 
使用してください。 

バッテリは温度が10〜30むの環境で使用すると使用時間や寿命を延ばす 
ことができます。10むな下の場所に放置していたバッテリは性能が低下し 
ています。10〜30むの温度範囲の場所でしばらく慣らしてから使用するこ 
とをおすすめします。 

バッテリの特性上、残量が正しく表示されず、使用中に急激に残量が減っ 
てしまうことがあります。バッテリが急に終わって困らないようにバッテ 
リ使用後は常に充電をすることをおすすめします。 


^ バッテリ残量の確認 


制限 


バッテリの特性上、残量が正しく表示されないことがあります。 

杯 p.65 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 


本機では残量の確認を次の方法で行うことができます。 


♦ タスクバーの「バッテリ」アイコンの上にマウスポインタをあわせる C 


医軍り7诚 


聞1日:化 

バッテリアイコン 


プロパティ画面を開いて確認する。 

Windows 2000:[スタート]-「設定」一「コントロールパネル」一「電源 
オプション」一「電源メーター」タブ 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマン 
スとメンテナンス」一「電源オプション」一「電源メー 
夕 一」 タブ 
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バッテリ残量び少なくなった 5 


低バッテリの通知 

残量が少なくなると、本機は次のように通知(警告）します。直ちに下記の対処 
を行ってください。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保 
存していない データは すべて失われます。 

♦ バッテリ残量が約10〇/〇*になるとバッテリ低下メッセージが表示されます。 



〈Windows 2000の場合〉 

そのまま放置すると、残量約3〇/〇*でスタンバイモードに入ります。スタン 
バイモード中も電力を消費しています。 

* この設定は、次ぺージの「バツテリアラームの設定」で変更することができます。 

参 シャツ トダウンする直前には、次ページの r バツテリアラームの設定」の内 
容にかかわりなく、バツテリ充電 LED (亡 a) が赤く点滅し、警告音が鳴り 
ます。 

対処方法 

バツテリ残量の低下が通知されたら、直ちに次のいずれかの処置を行ってく 
ださい。 

参 AC アダプタを接続する 

電源を入れたまま AC アダプタを接続します。バツテリ充電 LED (亡 i) が 
点灯します。 

参電源を切る 

作業中のデータを保存して、実行中のソフトウ卫アを終了させたあと、本 
機の電源を切ります。 

交換用のバツテリがある場合も、必ず電源を切ってからバツテリを交換し 
てください。 


制限 


AC ァダプタを接続しない場合は、直ちに作業中のデータをイ呆存してくだ 
さし、。コンピュータがシャットダウンしてしまうと、イ呆存していないデー 
夕はすべて失われます。 












バッテリア ラームの 設定 

バッテリ残量が低下したときの通知方法を次のプロパティ画面から変更でき 
ます。 

Windows 2000 :[スターり一「設定:」一「コントロールパネル」一「電源オプ 
シヨン」一「アラーム」タブ 

Windows XP :[スターり一「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」一「電源オプション」一「アラーム」タブ 



バッテリ低下を通知す 
るバッテリ残量を設定 
します。 


クリックすると「バッ 
テリ低下アラームの動 
作」画面が表示されま 
す。 

バッテリ切れを通知す 
るバッテリ残量を設定 
します。 


クリックすると下記の 
「バッテリ切れのアラ 
-ムの動作」画面が表 
示されます。 



クリックして、警告後のコ 
ンピュータ動作を選択し 
ます。 

と ^ P.134 「省電力機能 
を使う」 


(Windows 2000の画面〉 












































^バッテリの充電 


AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切どちらの状態でも 
自動的に充電が行われます。 

バッテリ充電 LED (亡 a) の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

LED の表示 

充電中 

燈点灯 

満充電 

緑点灯 

充電不可 

燈点滅 


LED が植色に点滅しているときは、バッテリが正しく装着されていない可能 
性があります。本機の電源を切り、いったん AC アダプタとバッテリを取り外 
し、バッテリを装着し直してから、再度 AC アダプタを接続してみてくださ 

い 0 

AC アダプタが接続されていても LED が消灯しているときは、バッテリの温 
度が高くなっています。この場合は、温度が下がると充電が再開されます。 

低バッテリ状態からバッテリの満充電までの時間は、次のとおりです。 


コンピュータの動作状態 

充電時間 

1800 mAh バッテリ 

3600 mAh バッテリ 

電源切断時 

約 2.5 時間 

約3時間 

電源が入っている状態 

約3時間^ 

約4時間* 


* コンピュータの使用状況により差があります。 


バッテリは、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 

温度が10〜30むの環境で充電すると、最も効率のよい充電ができます。 


巧電後の処理 

バッテリが満充電状態になったあと、本機を使用しない場合は安全のために 
AC アダプタを外しておきます。 
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^バッテリ残量び正しく表示されないときは 


バッテリの特性上、充電を繰り返すと、残量が正しく表示されなくなることが 
あります。 

満充電にしてもバッテリ容量がすぐに低下するような場合は、バッテリのリ 
フレッシュを行ってみてください0 

バッテリのリフレッシュ 

バッテリのリフレッシュは、次の手順で行います。 


2 

3 


4 


已 


コンピユータの電源を入れて、 fFTl を押し 、 「BIOS Setup ユーティリ 
ティ」を起動します。 

P .183 「BIOS Setup ユーティリティの起動」 

バッテリが完全放電すると、コンピュータがシャットダウンします。バッ 
テリのリフレッシュは、 「BIOS Setup ユーティリティ」画面を表示した状 
態で行います。 

AC アダプタび接続されている場合は、 AC アダプタを外します。 

C ^+ CzZ ] (画）キーを数回押して、画面の明るさを最大にします。 
バッテリの残量び完全になくなつて電源び切れるまで放置します。 

満充電からバッテリの残量が完全になくなるまでの時間は、通常は次のとお 
りです。 

1800 mAli バッテリパック ：約 1.7 時間 
%00mAh バッテリパック ：約 3.4 時間 

AC アダプタを接続して、満充電になるまで巧電します。 

所要時間は次のとおりです。満充電になると、バッテリ充電 LED が緑色 
に点灯します。 

1800 mAli バッテリパック ：約 2.5 時間 

3600 mAh バッテリパック ：約3時間 

コンピユータの電源を入れて手順1〜4を繰り返し、バッテリパックを放 
電し、満巧電します。 










バッテリの寿命 


バッテリは、消耗品です。バッテリのリフレッシュを行っても、バッテリ容量 
がすぐに低下する場合は、バッテリの寿命が考えられます。新しいバッテリに 
交換してください。 


バッテリを複数使用して長時間使用する場合や、バッテリが寿命に達した場 
合は、バッテリを交換します。 

ここでは、1800 mAh バッテリパックを交換する手順について説明します。 
3600 mAh バッテリパックの場合、形状は異なりますが手順は同様です。 

本機の電源を切ります。 AC アダプタび接続されている場合は外します。 

本機の底面部を上にして置さます。 

バッテリのち側のレバーを、解除位置 （5) まで矢 EP の方向へスライドさ 
せます。 



^バッテリの交換 
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新しいバッテリを取り付けます。 

〇バッテリの切り夕きをコンピュータの突起に合わせて差し込みます。 
©「カチッ」と音がするまで、バッテリを矢印の方向に押し込みます。 



バッテリのち側のレバーを矢 EP の方向へスライドさせて、□ック位置 
( fl ) で固定します。 


















^バッテリ保管上のを意 


♦小さなお子様の手の届く場所にバッテリパックをイ呆管しないでくださ 
し、。なめたりすると义傷や、化学物質による被害の原因となります。 


バッテリの保管はバッテリの端子部が金属類に触れないようにホなどの絶縁 
物に包み、高温•多湿の場所をさけてください。保管したバッテリは、自然放電 
していることがあります。次回使用するときは、必ず充電してから使用してく 
ださい0コンピュータを保管するときは、必ずコンピュータ本体からバッテリ 
を取り外してください。取り付けたままで長期間放置すると、バッテリが液も 
れしたり、バッテリと本体の接点が腐食することがあります。 

使用済みバッテリの取り扱い 


使用済みのリチウムイオン （ Li - ion ) バッテリは、再利用可能な貴重な資源 
です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリサイクル時の注意 

使用済みのバッテリは、バッテリがシヨートしないように、端子部にテープを 
貼るかポリ袋などに入れてリサイクル協力店にある充電式電池回収ボックス 
に入れてください。 

不要なバッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないで 
ください。環境破壊の原因となります。 



A 

警告 
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I タッチパッドを使う 

本機には、マウスと同じ働きをするタッチパッドが装備されています。 

^ タツチノくッドの操作 


タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。 

パッド面は、ポインタを移動させる働きのほう、に、左クリックボタンの働きも 
します。ボタンを押す代わり にパ、ソ ド面を軽くたたくことにより左ボタンに 
割り当てられた処理を行うことができます。 


ポインタの移動 

人差し指をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポ 
インタが移動します。 


ポインタ 



パッド面 



左クリック 右クリック 

ボタン_ボタン 


ノ 
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fk 

制限 


クリック 


ダブルクリック 


参パッド面には指で触れてくださし、。ペンなどで触れると、ポインタの操 
作ができないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

•パ、ソ ド面は、1本の指で操作してくださし、。一度に2本じ(上の指で操作す 
ると、ポインタが正常に動作しません。 

♦手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできない 
ことがあります。 

♦ キーボードを操作しているときにパッド面に手が角をれると、ポインタが 
移動してしまうことがあります。 

♦ 起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場 
合は電源を一度切って入れ直すことにより正常に動作することがあり 
ます。 

参電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が 
上がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を 
一度切って入れ直すことにより正常に動作することがあります。 


クリックは、機能や項目を選択するときによく使われる方法です。 
ポインタを画面上のが象に合わせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリックは、プログラムを起動するときによく使われる方法です。 
ポインタを画面上のが象に合わせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 

左クリックボタンを「カチカチッ」と2回押すのと同じ操作です。 



































ドラッグアンドド□ップ 

ドラッグアンドドロップは、アイコンを移動したり、ウインドウの位置や大き 
さを変えるときなどによく使われる方法です。 

ポインタを画面上のが象に合わせて、ダブルクリックの2回目のクリック時 
に、指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操 
作です。 



スク□ール 

スクロールバーの ある画面を操作しているとき、 パッ ド面で指を動かして画 
面を スクロール することができます。 

上下のスクロールは、パッドの右端に指を触れて前後に動かします。左右のス 
クロールは、パッドの下部に指を触れて左右に動かします。 
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^ タッチパッドユーティリテイを使う 


タツチパツドユーテイリテイで各種設定を行うとタツチパツドがより操作し 
やすくなります。 

タツチパツドユーテイリテイの各種設定を行うには、タスクバーの次のアイ 
コンをダブルクリックします。 


因 

(Windows XP の場合〉 

Windows 2000 の場合 

「マウスのプロパティ」画面の各タブで各種設定を行います。 



タブ 


(Windows 2000の場合〉 

各タブの設定方法については、タッチパッドユーテイリテイのオンラインへ 
ルプをご覧ください。 
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Windows XP の場合 


r マウスのプロパティ」画面の「デバイス設定」タブをクリックして[設定]ボタ 
ンをクリツクすると次の画面が表示されます。 



設定項目を選 
がします。 


各種設定を行 
います。 


設定項目の説 
明を表示しま 
す。 


(Windows XP の場合〉 
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I マウスを使う 

本章では、オプシヨンのホイール付き USB マウスについて説明します。 

オプシヨンのホイール付き USB オプテイカルミニマウスをお使いの場合は、 
ミニマウスに添付のマニュアルをご覧ください。 

マウスを使用する前に、必ず P.18 「製品保護上の注意」の「マウス」をお読みに 
なり、取り扱い上の注意を確認してください。 

^ マウスの接続 


マウスの接続方法は次のとおりです。 



マウス使用時の BIOS 設定 

マウスとタッチパッドは同時に使用できます。マウスのみを使用する場合は、 
「 BIOS Setup ユーテイリテイ」の r Advanced」 メニュー画面-「 Internal Point- 
ingDevice」 でタッチパッド機能を 「Disabled」 （無効）に設定します。夕 、ソチ 
パッドを再び使用する場合は、設定を rEnabled」 (有効）に戻してください。 

p.181「BIOS の設赴 
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^ マウスの操作 


fk 

制限 


♦アプリケーシヨンソフトによっては、ホイールボタンが使用できない場 
合があります。 

♦マウスの操作では省電カモードから復起しません。 



マウスの基本的な操作は、次のとおりです。 

•クリック ： マウスカーソルを画面上のが象に合わせてボ 

タンを1回カチッと押します。 

♦ダブルクリック ： マウスカーソルを画面上の対象に合わせてボ 

タンを2回続けてカチカチッと押します。 

• ドラッグアンドドロップ： マウスカーソルを画面上の対象に合わせて左 

ボタンを押したままの状態でマウスを移動 
し、離します。 

♦スクロール ： ホイールボタンを指先で回転させます。縦ス 

クロール操作を巧うことができます。 
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^ マウスウェアのインス I ル 


制限 


ホイール付 USB マウスにはマウスウェアが添付されています。 

マウスウ卫アを使用すると、マウス操作のより細かい設定を行うことができ 
ます。マウスウェアは、購入時にはインストールされていません。必要に応じ 
てインストールを行ってください。 

•タッチパッドとマウスを同時に使用する場合は、マウスウェアをインス 
卜ールしないで、そのまま使用してくださし、。 

参マウスウェアをインストールすると、タツチパッドユーテイリテイの機 
能の一部が使用できなくなります。 


オプションの薄型ドライブをお使いの場合 

マウスウェアは、「マウスドライバ CD 」 に登録されています。「マウスドラ 
イバ CD 」 からインストールを行います。 


オプションの薄型ドライブがない場合 

本機とマウスを同時購入の場合、本機の D : ¥ MOUSE フォルダには、「マウ 
スドライバ CD 」 と同じ内容が登録されています。このフォルダからマウス 
ウェアのインストールを行います。このフォルダを削除するとマウスウェ 
アのインストールができなくなるので、絶対に削除しないでください。 
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マウスウェアのインストールは、あらかじめタッチパッドドライバを削除し 
てから巧います。 

タッチパッドドライバの削除 

タッチパッドドライバを削除する手順は、次のとおりです。 


2 

3 


[スタート]—「コント□ールパネル」 一 r プ□グラムの追加と削除」をク 
リックします。 

Windows 2000の場合は、[スタート]-「設定」 - 「コントロールパネル」- 
「アプリケーシヨンの追加と削除」をダブルクリックします。 

rSynaptics TouchPad 」 を選択して、[変更と削除]をクリックします。 

Windows 2000の場合は、[変更/削除]をクリックします。 

降は画面の指示に従って、タッチパッドドライバを削除したあと、コン 
ピュータを再起動します。 

コンピュータが再起動すると、タツチパッドドライバの削除は終了です。 


マウスウェアのインストール 

マウスウェアをインストールする手順は、次のとおりです。 


2 

3 


「マウスドライバ CD 」 を薄型ドライブにセットします。 

正しくセットされると自動的に r 設定言語の選択」画面び表示されます。 
[ OK ] をクリックします。 

自動的に「設定言語の選択」画面が表示されない場合は、[スタート]- 
「ファイル名を指定して実行」をクリックし、「名前」に rE :¥ SETUP 」 （薄 
型ドライブが E ドライブの場合）と入力して [ OK ] をクリックします。 

薄型ドライブがない場合 

オプシヨンの薄型ドライブがない場合は、[スタート]-「ファイル名を指 
定して実巧」をクリックし、「名前」に rD :¥ MOUSE ¥ SETUP 」 と入力し 
て [ OK ] をクリックします。 

「インストール巧の選択」と表示された!5、[次へ]をクリックします。 

「プ□グラムフオルダの選択」と表示された!5、[次へ]をクリックします。 



4 rinstallShield Wizard の完了」と表示された5、「はし、今すぐコン 
ピュータを再起動します。」にチェックび付いた状態で院了]をクリック 
します。 

5 Windows び再起動するとマウスび検出されて、次のメッセージび表示 
されます。[はい]をクリックしてマウスの設定を行います。 

「新しいホイールマウスが USB ポート上で検出されました。…」 

これでマウスウェアのインストールは終了です。 


^ 再びタッチパッドを使用ずる場ちは 


マウスウェアをインストール後、タツチパツドを再び使用する場合は、マウス 
ウェアを削除してから、タッチパッドドライバを再インストールしてくださ 


マウスウェアの削除 

マウスウ卫アを削除する手順は、次のとおりです。 


2 

3 


に夕ートト r コント□-ルパネル」 一 r プ□グラムの追加と削除」をク 
リックします。 

Windows 2000の場合は、[スタート]-「設定」 - 「コントロールパネル」- 
「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックします。 

「Mouse Ware …」を選択して、[変更と削除]をクリックします。 

Windows 2000の場合は、[変更/削除]をクリックします。 

画面の指示に従って、マウスドライバを削除したあと、コンピュータを再 
起動します。 

コンピュータが再起動すると、マウスドライバの削除は終了です。 








[スター M - r ファイル名を指定して実行」をクリックします。 

名前に次のとおり入力して、 [0 K ] をクリックします。 

Windows 2000 : C : ¥ DRIVERS ¥ W 2 K ¥ TOUCHPAD¥SETUP 
Windows XP : C : ¥ DRIVERS ¥ WXP ¥ TOUCHPAD¥SETUP 

「ようこそ」画面び表示された！5、[次へ]をクリックします。 

「重要」画面の内容を確認し、[次へ]をクリックします。 

r ファイルコピーの開始」画面の内容を確認し、[次へ]をクリックします。 

ドライバのインス!ルび開始し、しば！5 くすると「セットアップ完了」 
画面び表示されます。 

画面の指示に従って、 Windows を再起動します。 

Windows び再起動した！5、[スタート] - r ファイル名を指定して実行」を 
クリックします。 

名前に次のとおり入力して、 [ OK ] をクリックします。 

Windows 2000 : C :¥ DRIVERS ¥ W 2 K ¥ T 0 UCHPAD¥ALWHEELREG 
Windows XP : C : ¥ DRIVERS ¥ WXP ¥ TOUCHPAD ¥ ALWHEEL.REG 

r •••をレジストリへ追加しますか？」と表示された！5、[はい]をクリック 
します。 

r •••の情報び正しくレジストリに入力されました」と表示された！5、 
[ OK ] をクリックします。 

[スタート]メニューか！ 5 Windows を再起動します。 

Windows が再起動すると、タツチパッドドライバのインストールは完了 
です。 


タッチパッドドライバのインストール 

タッチパッドドライバをインストールする手順は、次のとおりです。 
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m キーボー ドを使う 

本機のキーボードは、日本語タホ応85キーボードです。 

キーの種類と役割 


入カ キー 

85個のキーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 


機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるなど、特別な役割が割り当てら 
れたキーです。機能キーの役割は、ソフトウェアによって異な 
ります。具体的な働きなどに ついては 使用するソフトウエアの 
マニュアルをご覧ください。 


nrti n 呵 阿 网 庶 □ 口 阿励问 圖 回 



H な jl 門が 心、公心、 


U 凶1 

時 \ろ 

II 盖 J 

な甜肝 

山][な k 顯 ’ |纖1 1 

■ 1 1 

1 養!|屋 1 1 

到！^ 

1 困 

1^] 


制御キー 

文字 キー や機能 
キーの 働き を 変 
化させます。単 
独では機能しま 
せん。 


数値キ- Fn キー 

文字 キーの 一部を数値 キーと し 
て使用し、数字•演算子などを 
入力します。臣司+匹亞^ キーを 押 
すと 数値 キーと 文字 キーが 切り 
替わります。 


文字キー 

英数字、記号の入力や 
日本語入カ システムを 
利用して漢字やひらが 
ななどの日本語を入力 


します。 



























































































































^ 文字を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字された文字が入力されま 
す。入カモードによって入力される义字が異なります。 

参直接入カモード ：キートップのアルファベットをそのまま 

入力します。 

♦ 日本語入力-口ーマ字入力： キートップのアルファべットでローマ字 
モード を入力し、漢字やひらがなに変換します。 

-►かな入力 ： キートップのひらがなをそのまま入力し、 

漢字やひらがなに変換します。 

入カモードの切り替え 

直接入カモードと日本語入カモードの切り替えは、次のキー操作で行います。 
朽口 + (半％角） 

日本語入カモードのローマ字入力とかな入力の設定は、日本語入カシステム 
で行います。 

日本語を入力ずるには 


ひらがなや漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使い方 

MS - IME パネルの主要なボタンの名称と働きは次のとおりです。ボタンをク 
リックして各設定を行ったりヘルプを参照します。 

を ぞを ①乂ヵモ ー ド、 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字な 
ど）を選択します。 

@ヘルプ 

日本語入力の方法が詳しく説明されている 
ので参照してください。 

③かなキーロック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 
ボタンが押されていない状態：ローマ字入力 
く Windows XP の場合〉 ボタンが押されている状態 ： かな入力 


」‘ J あ般錢野載な品接」 


<Windows 2000の場合〉 


画^^^ 


MS - IME な外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付 
されているマニュアルをご覧ください。 


















^ 数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

+ ( n ^ を押すと 、 Num Lock LEDg ] が点灯して、文字キーの一部が 
数値キーとして使用できます。 


数値キーモード 



アルフアベット入カモード 

fsi^l + r ^ を押すと 、 Caps Lock LED 侵]が点灯して、アルファべットが 
大义字で入力できます。小义字で入力するには （ Shift ] を押しながら入力しま 
す。 



















































































^ Fn キーと組みちわせて使うキー 


キートップに枠囲みで印字されている機能キーはキーと組み合わせ 
て実行します。 


キーの組み合わせ 

機能 

(Fn 川 F 1) 

國 

ワイヤレス LAN のアンテナの有効/無効を切り替えま 

す。 

P .148 「ワイヤレス LAN (無線 LAN ) を使う」 

(Fn ) + [ F 3 ) 

| Tn ( l >))| 

スピーカ音声のボリュームを小さくします。 

P .49 「音量の調節」 

(Fn )+[ F 4 ) 

I ▲■4))1 

スピーカ音声のボリュームを大きくします。 

p .49 「音量の調節」 

(Fn ) + [ F 51 

图 

外付けディスプレイ （ CRT ) を接続しているときに表 

示装置を切り替えます。キーを押すたびに LCD 、 C 民 T 、 

LCD + CRT に表示が切り替わります。 

な p .106 「表示装置の切り替え方法」 

1 Fn )+[ F 61 

画 

LCD 画面を暗くします。 

^ p .103 「明るさの調整」 

(Fn ]+[ F 71 

画 

LCD 画面を明るくします。 

p .103 「明るさの調整」 

(Fn l + [ F 11] 

固 

LCD 画面の ON / OFF を切り替えます。 

p .104「 LCD 画面表示の OFF 」 

I Fn ) + [ F 12 ) 

面 

省電カモードに移行します。購入時の状態では、スタ 
ンバイモードに移行します。とす p .137 「実行方法」 

(Fn I + [Num Lk ) 

数値キー入カモードに切り替えます。 

P .83 「数値キー入カモード」 

(Fn ) + [ ScrLk ) 

ソフトウ卫アによって機能が異なります。詳しい内容 

は、ご使用のソフトウエアのマニュアルをご覧くださ 

い。 

(Fn ] + ( End ] 

行の最後に移動します。 
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^ そのほかのキー 


Windows キー、アプリケーシヨンキーを使うことにより、 Windows をより効 
率的に使用することができます。 


キー 名 

機能 

(か） 

( Windows キー） 

画面左下の[スタート]をクリックするのと同じ働 

きをします。 

1 B ) 

(アプリケーションキー） 

マウスの右クリックと同じ働きをします。ソフト 

ウェアによっては、機能が異なる場合があります。 


nnnnnnnnnnn 
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I USB FDD を使 5 

(オプション） 

本機にはオプションの USB FDD を接続して使用することができます。 

FDD は、 FD にデータを書きをんだり 、 FD からデータを読み出したりする装置 
です。本機の FDD では、次の FD が使用できます。 

• 3.5 M 2 HD : 1.44 MB の記憶容量のメディアとして使用できます。 

♦ 3.5 型 2 DD : 720 KB の記憶容量のメディアとして使用できます。 


fk 

制限 


FD は消耗品です。読み書きを繰り返すと、磁性面が摩耗して読み取りエ 
ラーや書き込みエラーが発生する原因になります。このような場合には新 
しい FD と交換してくださし、。 


USB FDD は、必要なときだけ接続して使うことができます。また、 BIOS の設 
定を変更すると、 FD から起動することもできます。 

P .194「 Boot メニュー画面」 

USB FDD を使う前に、必ず P . 18「製品保護上の注意」の rUSB FDD 」 をお読み 
になり、取り扱い上の注意を確認してください。 


^ FDD の接続 


接続 


FDD の USB コネクタの向きを合わせて、本機ち側面の USB (一吉0コネ 
クタに差し込みます。 

USB コネクタは2個あり、どちらにも接続できます。 

接続は、本機の電源が入った状態でも行うことができます。 
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2 認識されると、タスクバーに次のアイコンび表示されます。 

咳聲 

〈Windows 2000) (Windows XP) 

取り外し 

USB FDD の取り外しは、次の方法で行ぃます。 

Windows 2000の場合 

1 タスクノ（一に表示されている次のアイコンをダブルクリックします。 

辰 

2 USB FDD を選択して、[停止]をクリックします。 

3 「八ードウエアデノ くイスの停止」画面び表示された！5、 [ OK ] をクリックし 
ます。 

4 「•-は安全に取り外すことびできます。」と表示された!5、 [ OK ] をクリッ 
クして、 FDD の USB コネクタを抜きます。 

Windows XP の場合 

1 タスクバーに表示されている次のアイコンをクリックします。 

しみ 

2 「USB Floppy -ドライブをミ全に取り外します」を選択しクリックしま 
す。 


3 


「ノ、ードウエアの取り外し」画面び表示された！ 5、 FDD の USB コネクタを 
巧きます。 




^ FD のセットと取り出し 


制限 


♦ アクセスランプ点灯中に FD を取り出したり、コンピユータをリセットし 
ないでください。 

♦コンピュータの電源を切る場合やコンピュータをリセットする場合は、 
必ず FD を取り出してください。 


セツト方法 



取り出し方法 










^ FD のフオ—マット 


フォーマットとは、データを書き込むための領域を作成することで、初期化と 
もいいます。新しい FD を使用する場合や、登録されているデータをすべて消 
去する場合にフォーマットします。メディアの種類にあったフォーマットを 
巧わないと、データの読み書き エラーが 発生します0 


制限 


参 FD をフォーマットすると、登録されているデータはすべて消失します。 
フォーマットする前に、重要なデータが登録されていないことを確認し 
てください。 

♦ Windows XP では 720 KB の FD をフオーマツトできません。 


フオーマツト方ホ 


Windows のフォーマツトユーテイリテイを使つた FD のフォーマツトは、次 
の方法で行います。 


制限 


Windows 2000では Windows のフォーマットユーテイリテイを起動した 
まま、未フォーマット FD を2枚じ(上連続してフォーマットできません。未 
フォーマット FD を2枚じ(上連続してフォーマットする場合は、 FD を入れ 
替えて下記手順3〜6を繰り返してくださし、。 


2 

3 

4 


FDD に FD をセットします。 

「マイコンピユータ」をダブルクリックします 。 (Windows XP では、[ス 
夕ート] 一 r マイコンピユータ」をクリックします。） 

「3.5インチ FD 」 をちクリックし r フオーマット」をクリックします。 

フオーマットの種類などを設定して欄始]をクリックします。 r 警告」び 
表示された場合は [ OK ] をクリックします。 
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已 


6 


r フォーマットび完了しました」と表示された! 5、[0 K ] をクリックしま 
す。 

続けて別の FD をフォーマットする場合は、 FD を入れかえて手順4〜5を 
くり返します。 

[閉じる]をクリックし、フオーマツトユーティリティを閉じます。 


^データのバックアップ 


大切なデータは別の FD に登録して予備を作成(バックアップ）しておきます。 
万ーデータを消失してしまった場合でも、予備のデイスクからデータを複写 
して使用できるので安んです。 

► ライトプ□テクト(書き込み禁止） 


ライトプロテクトは、データを書きをめなくすることです。ライトプロテクト 
をした FD には、データの書きをみ、削除、フォーマットができません。重要な 
データを登録した FD は、ライトプロテクトをしておくと安んです。 


• 窓び開いているとラ 
イトプ□テクト状態 
です。 

♦ 窓び閉じていると 
データを書き込むこ 
とびでさます。 



ライトプロテクトタブ 
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I HDD ( A - ドディスクドラパ)を使う 

HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。一般的には、 FD の 
ように交換して使用することはできません。 


♦誤った操作で重要なデータを破壊しないように次の点にを意してくだ 

さし、。 

- HDD を分解しないでくださし、。 

- HDD アクセスランプ点灯中に、電源を切ったり、リセットしないでく 
ださし、。アクセスランプ点灯中は、コンピュータが HDD にかしてデー 
夕の読み書きを巧っています。この処理を中断すると、 HDD 内部の 
データが破壊されるおそれがあります。 

♦ HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 

♦本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が破壊され 
るおそれがあります。ショックを与えないようにを意してくださし、。ま 
た、持ち運ぶときは專用バッグに入れるなどして、ショックからずるよ 
うにしてくださし、。 


^データのバックアップ 


HDD 内に重要なデータを作成したら、別のメディアに予備を作成(バック 
アップ）しておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータが消 
失してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最低限に抑え 
ることができます。 


fk 

制限 
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^ 購入時の HDD 領域について 


本機は、 HDD を1基搭載しています。購入時の HDD の領域は、次のように設定 
されています。 


C ドライブ 

10 GB 

NTFS ( Windows がインストールされています） 

D ドライブ 

残りの領域 

NTFS 

リカバリ 

ィメー ジ 

約 2 GB * 

Windows を再インストールするためのリカバ 

リイメー ジが登録されています oWindows 上で 

は、この領域は表示されません。 


* リカバリイメージの容量は、システム構成により異なります。 


Windows の再インストールを実行すると、 C ドライブは購入時の状態に戻り 
ます。アプリケー シヨ ンで作成したデータや消去したくないデータなどは D 
ドライブに登録することをおすすめします。 


fk 

制限 


参 C ドライブの領域を変更することはできません。 

参リカバリイメージが登録されている領域は、 Windows 上から削除するこ 
とはできません。ただし、次のような場合には、 HDD からのリカバリを 
実行できなくなることがありますのでごを意くださし、。 

. 別の OS をインストールした場合 

- HDD のブート領域の情報を変更できるような巿販のアプリケーション 
を使用して、ブート領域を書き換えた場合 
. MS - DOS の 「 FD に KD / MBR 」 （□はスぺース）コマンドを実行した場合 
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I 薄型ドライブを使う (オプション) 

オプションの USB 接続の CD - 民/民 W ドライブやコンボドライブを使用する 
と、 CD - ROM 、 CD - 民や DVD - ROM などのメディアを使用できます。ドライブ 
の接続方法や使用方法などは、ドライブに添付のマニュアルをご覧ください。 

リカバリ CD 作成について 

本機では、オプションの薄型ドライブを使用して、 HDD のリカバリイメージ 
を CD - 民にコピーして、リカバリ CD を一度だけ作成することができます。リ 
カバリ CD は Windows を再インストールするために使用します。 

本機では、通常 HDD のリカバリイメー ジを使用して約15分で Windows の再 
インストールを行うことができます。リカバリ CD を使用してリカバリを実 
行すると約1時間かかるため、リカバリ CD は必要に応じて作成してくださ 

い。 

P .208 「リカバリ CD の作成」 

なお、リカバリ CD を作成する前に、 HDD のリカバリイメージからリカバリを 
実行すると、リカバリ CD を作成することができなくなりますので、ご注意く 
ださい。 
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PC 力ードを使弓 


本機の左側面には、 CardBus 対応の PC カードスロットが装備されています。 
本機では 、: PC Card Standard に準拠した Typell の PC カードを装着することが 
できます。 



制限 


♦ PC 力ードによっては、専用のデバイスドライバがか要です。詳しくは 、 PC 
力ードに添付のマニュアルをご覧ください。 

♦ FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用途中に、電源の供 
給が停止されると、不具合が発生する可能性があります。これらの力一 

ドを使用するとき は、省電力機能を無効に してく ださい。 

が p .134 「省電力機能を使う」 

♦ PC 力ードスロットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、 
回線の呼び出し音が鳴りません。これは、 CardBus の仕様によるもので 
故障ではありません。 












^ PC カードのセットと取り外し 


制限 


> PC 力ードを取り扱うときは、あらかじめ金属製のものに触れて、静電気 
を逃がしてくださし、。 PC 力ードやコネクタ部に静電気が流れると、故障 
することがあります。 

> PC 力ードは、電源を切らずにおき差しすることができます。ただし、省電 
カモード時は PC 力ードのおき差しを行わないでくださし、。システムが 
正常に動作しなくなる場合があります。 


PC カードのセット 


PC カードは、次の手順でセツトします。 


ス□ツトにダミーカードびセツトされている場合は、 P .97「 PC カード 
の取り外し」を参照してダミーカードを取り外します。 

ダミーカードは PC カードを使用しないときに、 スロッ トにセットしてお 
きます。 
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PC カードを PC カードス□ットに挿入します。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押しをみます。 



3 コンピュータの電源び切れている場合は、電源を入れます。 

4 認識されると PC カードび使用できます。 

正しく PC 力ードがセットされると認識音が鳴り、タスクバーに 「 PC 力一 
ド」アイコンが表示されます。 

图 匯 

く Windows 2000 > く Windows XP> 


PC カードによっては r 新しいハードウエアの追加ウィザード」または「デバ 
イスドライバウィザード」が起動します。メッセージに従ってデバイスドラ 
イバを選択、またはインストールしてください。インストール中に 
「Windows CD- 民 OM」 を要求された場合は、 P.50 「デバイスドライバをイン 
ストールするときは」を参照して、フォルダを指定してください。 



PC カードの内容の確認 


タスク バーに ある 「PC カード」アイコ ンをダブルク リツ クし、 「ハードウェア 
の健全な）取り外し」画面で[プロパティ]をクリツクすると、: PC カー ドの内 
容を確認することができます。 


















PC 力ードの取 0 外し 


PC カードは、次の手順で取り外します。 


fk 

制限 


本機にセットされていた PC 力ードは、高温になっている可能性がありま 
す。义傷にを意して取り外してください。 


2 


3 


「 PC 力ードの終了処理」を行うか、またはコンピユータの電源を切りま 
す。 

• PC カード終了処理 

〇タスクバーの 「PC 力ード」 アイコンをダブルクリックします。 
©取り外す PC カードを選択して [停止] をクリックします。 

©画面の指示にしたがいます。 「安全に取り外すことができます。」 と 
表示されたら、: PC カードの終了処理は完了です。 

イジェクトボタンを押すと、イジェクトボタンび出ます。 


イジ 


再びイジエクトボタンを押します。 





















PC カードび出てきた！5、まっすぐに引き抜きます。 

取り外した PC カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。 PC カードをセットしない場合はダミーカードをセットしておきま 
す。 



コンパクトフラッシュカ-ドを使う 


本機の左側面にはコンパクトフラッシュカードスロットが装備されていま 
す〇本機では 、 CompactFlash Standard に準拠した Type I および Type II のコン 
パクトフラッシュカード（な降 CF カード）を装着することができます。 

CF カードは、コンピュータの電源が入っている状態で抜き差しすることがで 
きます。 



CF 力ードのセツトと取り外し 


CF カードのセツ 


Jl^ 

制限 


参 CF 力ードを取り扱うときは、あらかじめ金属製のものに触れて、静電気 
を逃がしてくださし、。 CF カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障 
することがあります。 

♦ CF 力ードは、電源を切らずにおき差しすることができます。ただし、省電 
カモード時は CF 力ードのおき差しを巧わないでくださし、。システムが 
正常に動作しなくなる場合があります。 


CF カードは、次の手順でセツトします。 


CF 力ードス□ツトにダミーカードびセツトされている場合は、 P .1 01 
rcF カードの取り外し」を参照してダミーカードを取り外します。 

ダミーカードは CF カードを使用しないときに、 スロッ トにセットしてお 
きます。 
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CF カードを CF カードス□ットに挿入します。 

CF カードの表面を上にして、奥までしっかりと押しをみます。 



コンピュータの電源び切れている場合は、電源を入れます。 

認識されると CF カードび使用できます。 

正しく CF 力ードがセットされると認識音が鳴り、タスクバーに 「 PC 力一 
ド」アイコンが表示されます。 

CF カードによっては r 新しいハードウエアの追加ウィザード」または「デバ 
イスドライバウィザード」が起動します。メッセージに従ってデバイスドラ 
イバを選択、またはインストールしてください。インストール中に 
「Windows CD- 民 0M」 を要求された場合は、 P.50 「デバイスドライバをイン 
ストールするときは」を参照して、フォルダを指定してください。 











CF 力ードの取り夕卡し 


CF カードは、次の手順で取り外します。 


制限 


本機にセットされていた CF 力ードは、高温になっている可能性がありま 
す。义傷にを意して取り外してください。 


2 


「 CF カードの終了処理」を行うか、またはコンピュータの電源を切りま 
す。 

• CF 力ード終了処理 

〇タスクバーの PC 力ードアイコンをクリックします。 

©取り外す CF 力ードを選択して[停止]をクリックします。 

©画面の指示に従います。「安全に取り外すことができます。」と表示 
されたら、 CF 力ードの終了処理は完了です。 

パソコンの前面を少し持ち上げます。 

CF カードのイジェクトボタンは本機の底面にあります。 
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CF カードを取り出します。 

〇本機底面のイジ I クトボタンを奧側へスライドさせます。 

CF カードが少し出てきます。 



©CF 力ードをまつすくに引きおきます。 

取り外した CF カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してく 
ださい。 

CF カードを取り外したあとは、ダミーカードをセットしておきます。 
















表示装置を使う 


本章では、使用可能な表示装置とその切り替え方法について説明します。 
本機で表示可能な表示装置は次のとおりです。 

• LCD ユニット（本体） 

• 夕 M 寸けデイスプレイ（アナログタイプのみ） 


LCD ユニット 


本機は、1 2. 1型 TFT XGA LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 


制限 


LCD の表示中に、々の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD 
の特性で起きるもので故障ではありません。 

♦ 液晶ディスプレイは、高精度な巧術を駆使して230万!^ソ上の画素から作 
られていますが、画面の一部に常時点灯あるいは常時消灯する画素が存 
在することがあります。 

♦ 色の境界線上に筋のようなものが現れることがあります。 

参 Windows の背景の模様や色、壁紙などによってちらついてみえることが 
あります。この現象は巿松模様や横縮模様といった特殊なパターンで、 
背景が中間色の場合に発生しやすくなります。 


明るさの調整 


画面の明るさの調整は次のキーでれいます0 


キー操作 


Fn 1 + [ F7 J I▲なI 


r Fn ) + [ F6 J I ▼な I 


状態 


明るくなる 


暗くなる 
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LCD 画面表示の OFF 


本機を使用していない間、バックライトを消灯したり LCD 画面の電源を切る 
ことで消費電力を抑えることができます。手順は次のとおりです。 

• 店 iD 目を押す： LCD 画面の電源を切ります。もう一度押すと、 

LCD 画面の電源が入ります。 

♦ LCD ユニットを閉じる： バックライトを消灯します。再び LCD ユニッ 

卜を開くとバックライトが点灯します。本機 
では LCD ユニットを閉じたときの動作を設 
定できます。 

LCD ユニットを閉じたときの動作 

LCD ユニットを閉じたときに、バックライトを消す、スタンバイモードや休 
止状態に移るなどの動作を設定できます。初期値は r バックライトを消す」で 
す。 

設定は次のプロパティ画面から行います。 

Windows 2000 :[スタート]-「設定」一「コントロールパネル」一「電源オプ 
シヨン」一「詳細」タブ 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」一「電源オプション」一「詳細設定」タブ 



LCD ユニッ トを閉じた 
とぎの重 M 乍を設定します。 
「なし」はバックライト 
を消します。 


(Windows 2000の場合〉 
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^ 外付けディスプレイ 


ディスプレイの接続 

本機では、添付の VGA ケーブルを使用して、外付けディスプレイ（アナログタ 
イプのみ）を接続して使用できます。ディスプレイの接続は、次の手順で行い 
ます。 


已 


ビデオプロジェクタへの接続 

本機にビデオプロジ卫クタを接続して表示することができます。接続方法や 
表示装置の切り替え手順は、外付けデイスプレイの場合と同様です。プロ 
ジェクタに添付の マニュアル もあわせてご覧ください。 



本機と外付けディスプレイの電源を切ります。 

外付けディスプレイの接続コードを VGA ケーブルに接続します。 



VGA ケーブル 


ネジ外付けディスプレイの 
接続コード 


本機左側面の VGA コネクタのカバーを開けます。 

使い終わったあとは必ずカバーを元どおり閉じておいてください。 

VGA ケーブルを本機の VGA コネクタ （EXT) に接続します。 

アナログ CRT ディスプレイ 
/アナログ液晶ディスプレイ 



本機と外付けディスプレイの電源を入れます。 


□nnnnnnnnnn 
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^ 外付けディスプレイに表示ずるには 


本機に夕 M 寸けデイスプレイを接続したときは、次のような組み合わせで画面 
を表示することができます。 


参 LCD 画面のみ 
参外付けディスプレイのみ 
参 LCD 画面と外付けディスプレイ 

両方に同じ画面を表示したり、マルチモニタ機能を使用して、大きな1つ 
の画面を LCD 画面と外付けディスプレイで分割して仮想的に並べて表示 
することができます。 

とすご P .108 「マルチ モニタ 機能」 

表示装置の切り替え方法 

表示装置の切り替えは、次の方法で行います。 

参キーボードで操作する 

〔豆〕+〔星](圓）を押すたびに表示装置が切り替わります。表示は次の 
組み合わせで行うことができますが、接続している表示装置を自動的に認 
識するため、接続していない表示装置には切り替わりません。 

表示装置の組み合わせ 
- LCD 画面のみに表示 
-外付けディスプレイのみに表示 

.LCD 画面と外付けディスプレイに表示（同じ内容を表示） 


制限 


♦ マルチモニタ機能への切り替えはキーボードで操作できません。 

とすご p .108 「マルチモニタ機能」 

♦動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードの操作で表示装 
置の切り替えができないことがあります。 
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参画面で操作する 

表示装置を切り替えるには、タスクバーにある次の 「Intel (民） Graphics 
Technology」 アイコンをクリックし、表示されるメニューの「グラフィック 
オプション」-「出力先」から選択します。 

y 

< Intel (R) Graphics Technolo 呂 y アイコン > 


表 w 装置 

出力先 

LCD 画面のみ 

「ノートブック」 

夕 M 寸けディスプレイのみ 

「PC モニタ」 

LCD 画面+外付けディスプレイ 

(同じ内容を表示） 

「 Intel Dual Display Clone J -「PC モニタ 

+ ノー トブック」 

LCD 画面+外付けディスプレイ 

(マルチモニタ機能） 

「拡張デスクトップ」をクリック 

P .108 「マルチモニタ機能」 








マルチモニタ機能を使用すると、本機の LCD 画面と外付けディスプレイを仮 
想的に上下左右に並べて表示できます。このため、2つのアプリケーシヨンを 
別々の画面で表示することができます。 


マルチモニタ機能の設慰よ、次の手順で行います。 


タスクバーのなアイコンをクリックします。 

r グラフィックオプション」 一r グラフィックのプ□パティ」をクリックし 
ます。 

「 Intel (民 ） Extreme Graphics Controller のプロパティ」画面が表示されま 

す。 

r 拡張デスクトップ」をクリックし、 r プライマリデバイス」、 r セカンダリ 
デバイス」を設定します。 



「ノ ートブック」は 
LCD 画面、 「 PC モ 
二夕」は外付けデ 
ィスプレイに表示 
します。 


「プライマリデバイス」には、[スタート]やタスクバーが表示されます。 

[0K] をクリックします。 

確認画面がプライマリデバイス側のディスプレイに表示されます。 

確認画面で [0K] をクリックします。 
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4 已 




















解像度や表示色を変更する 


本機の画面の解像度や表示を数の変更や、そのほか表示に関する設定につい 
て説明します。変更時には、 Windows のヘルプも参照してください。 


跡 


セー フモー ドでの起動 

本機のディスプレイ機能で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再 
起動したときに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こること 
があります。このような場合は、 セーフモー ドで起動して再設をを行ってく 
ださい。 

が p .221「 LCD の不具合」 


解像度や表示色の変更方法 


Windows 2000の場合 


2 

3 


[スタート] 一 r 設定」一「コント□—ルパネル」 一 r 画面」アイコンをタブル 
クリックします。 

「設定」タブをクリックします。 

r 画面の領域」、 r 画面の色」などの項目を設定したい内容に変更します。 




••1 。ド —- n-j 卜 I パむ I h I M Wn I 
と* 正* KStJVT じ MdBUUK 抑 〇 化、 


表示色を 
設定します。 



•解像度を 
設定します。 


nnnnnnnnnnn 
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4 


項目を変更した!5、[適風をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
します。 


Windows XP の場合 


2 


3 


[スタート]—「コント□—ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」一 
r 画面解像度を変更する」をクリックします。 

r 画面の解像度」、 r 画面の色」などの項目を設定したい内容に変更します。 


表示色を 
設定します。 


項目を変更した5、[適開をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
します。 


解像度を / 
設定します C 


- ， -* ，でで初 -;■ け -_ け 1 ン n 
t !r h 正曜 -^^ 片ぶじ 〜 gWiLtHThlHik 



r prfS II … Su I 


110 




















^ 表示でをる解像度と表示色 


本機で表示可能な解像度と表示をは次のとおりです。 

LCD と外付けディスプレイと同時表示にした場合は、同じ設定でしか表示で 
きません。 

マルチモニタ機能を使用する場合は、 LCD と外付けディスプレイで別の解像 
度で表示できます。 

p .106 「外付けディスプレイに表示するには」 


制限 


♦ 下記必外の設定を選がすることもできますが、それらの設定に関しては 
動作イ呆証していません。 

♦接続する外付けディスプレイの仕様により、下記の解像度や表示色を設 
定できない場合があります。 

♦ 解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するときに、正常 
に表示できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示 
色を下げてみてください。 


Windows 2000の場合 

LC D または外付けディスプレイのみに表示/マルチモニタ機能使用時 


表示装置 

表示色 

解像度 

256色 

HighColor 

(16 ビット） 

TmeColor 

(32 ビット） 


LCD 

640x480 ドット 

〇 

〇 

〇 

800 X 600ドット 

〇 

〇 

〇 

1024x768 ドット 

〇 

〇 

〇 

外付けディスプレイ 

1280x 1024 ドット 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200ドット 

か 

か 

0* 


* マルチモニタ機能使用時は、夕 M 寸けデイスプレイをプライマリデバイスと 
して設定している場合のみ表示可能 


LCD と外付けディスプレイに同時表示 


表示装置 

表示色 

解像度 

256色 

HighColor 

(16 ビット） 

imeCoior 

(32 ビット） 

LCD/ 

外付けディスプレイ 

640x480 ドット 

〇 

〇 

〇 

800 X 600ドット 

〇 

〇 

〇 

1024x768 ドット 

〇 

〇 

〇 


























Windows XP の場合 


LC D または外付けディスプレイのみに表示/マルチモニタ機能使用時 


表示装置 

表示を 

解像度 - 

中 

(16 ビット） 

最高 

(32 ビット） 



640 x 480 ドット 

〇 

〇 


LCD 

800 X 600ドット 

〇 

〇 



1024 x 768 ドット 

〇 

〇 

外付けディスプレイ 

1280 x 1024 ドット 

〇 

〇 

1600 X 1200ドット 

か 

か 


* マルチモニタ機能使用時は、夕 M 寸けデイスプレイをプライマリデバイスと 
して設定している場合のみ表示可能 


LCD と外付けディスプレイに同時表示 


表示装置 

表示色 

解像度 \\ 

中 

(16 ビット） 

最高 

(32 ビット） 

LCD / 

外付けディスプレイ 

640 x 480 ドット 

〇 

〇 

800 X 600ドット 

〇 

〇 

1024 x 768 ドット 

〇 

〇 




I サウンド機能を使う 


会 


内蔵スピーカ 

本機の底面には、スピーカ（モノラル）が内蔵されています。この内蔵スピーカ 
を使って、音源からの音声を出力することができます。 
p .33 「底耐 

音量の調節 

スピーカの音量の調節は次の方法で行います。 

[Fn ) + [ F3 ) (氏亟 )） ：音量が小さくなります。 
r 7^ + r 7^( ra ): 音量が大きくなります。 


fk 

制限 


音を鳴5したり、録音したりずるには 

Windows 標準のサウンドユーテイリテイを使用します。音楽 CD 、 WAVE ファ 
イル、 MIDI ファイルの再生や、 WAVE ファイルの作成なども可能です。 

サウンドユーテイリテイは[スタート]-「（すべての）プログラム」-「アクセ 
サリ」-「エンターテイメント」フォルダに登録されています。 


PC カードや、アプリケーションによっては前述の方までは音量調節がで 
きないものがあります。詳しくは PC 力ードや、アプリケーシヨンに添付の 
マニュアルを ご覧ください。 


本機には、サウンド機能が搭載されています。 


♦ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、 
接続後に音量を調節してくださし、。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わぬ大音量が聴覚障害の原 
因となります。 


nnnnnnnnnnn 
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^ 外部才ーディオ機器などの接続 


本機の右側には、オーデイオ機器、外部スピーカやマイクなどを接続するため 
のコネクタが標準で装備されています。各コネクタの位置と使い方は、次のと 


おりです。 



スピーカの 接続 


スピーカを接続すると内蔵スピーカの機能は自動的に無効になります。 


- 


— 

^ @〇 9^^ 

口危 

□□□□□□ 


-マイク乂カコネクタタ'^ 

マイクと接続して、音声を本機に入力する 
ための コネクタです。入力した音声は、本 
機のサウンド機能により録音、再生を行う 
ことができます。 

へッドフオン出カコネクタ广） 

スピーカやへッドフォンなどを接続して内蔵スピーカから出力され 
る音声を外部に出力するためのコネクタです。 
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FAX モデムを使う 

本機には 56 Kbps ( V .90 対応）の通信速度にが応した FAX モデムが搭載されて 
います。 


金 


♦ FAX モデムを々の回線に接続しないでください。発熱し义災の原因とな 
ります。 

-構内交換機 (PBX) 

. 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-に DN が応公衆電話のデジタル側ジャック 


^お使いになる前に 


使用回線について 

本機は、ダイヤル回線でも、プッシュ回線でも使用できます。使用している回 
線がどちらかわからないときは、 NTT へお問い合わせください。ダイヤル回 
線、プッシュ回線の選択は、添付されている通信ソフトや、 Windows 上で設定 
することができます。 

参ダイヤル回線(パルス）：回転式ダイヤル電話のように、ダイヤルの戻る時 

間によりダイヤルパルス信号を送り、相手につな 
げる方式の電話回線のことです。 

参プッシュ回線（トーン）：押しボタン電話機のように、 r ピ.ポ•パ..」とトー 

ンによる信号を送り、相手につなげる方式の電話 
回線のことです。 


特殊な電話機 • 回線での使用 

• PBX やホームテレホン回線への接続 

本機の FAX モデムは、構内交換機 ( PBX ) や ホームテレホン、 ビジネス ホン 
などの2線式でない回線および ISDN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 
に接続して使用できません。モデムに必要な上の電流が流れ、故障の原因 
になります。これらの回線には接続しないでください。 





♦ キャッチホンサービスについて 

NTT のキャッチホンサービスや他社の類似サービスを利用 している 場合、 
キャッチホンの呼び出し音によって通信中の回線が切断されます。モデム 
を接続する回線では、キャッチホンサービスの利用は避けてください。な 
お、この現象を回避できるサービス について は、 NTT または、類似サービス 
の供給元へお問い合わせください。 

通信速度の制限 

本機のモデム機能は、 V .90* 通信方式により、最大受信速度（プロバイダなど 
の相手側から本機側への方向）は、56000 bps 、 最大送信速度(本機からプロバ 
イダなどの相手側への方向）は、33600 bps になります。 

ただし、この最大送受信速度は、接続先のプロバイダやアクセスポイントなど 
の電話回線状沉、モデムの性能や送出レベルなどにより変化します。また、接 
続先のプロバイダなどが同じ規格にが応しており、お客様の電話回線がつな 
力 S る電話局の交換機とプロバイダまでの通信経路がデジタル化されている必 
要があります。 

* V .90 : ITU - T 国際電気通信連合が制定した通信規格 

データ通信や FAX 通信を行う 

モデム機能を使って、データ通信や FAX 機能を使用するには、別途通信ソフ 
トウ卫アが必要です。通信ソフトウ卫アのインストール方法や使い方につい 
ては、通信ソフトウエアに添付のマニュアルをご覧ください。 

AT コマンドについて 

本機のモデム機能では、モデム制御コマンドとして、 「 AT コマンド」を採用し 
ています。 AT コマンドの詳細については、次のフォルダの 「 index . html 」 をご覧 
ください。 

C:¥DRIVERS¥MODEM 

修理交換 

FAX モデムの修理交換の際は、修理センターまでお問い合わせください。 
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インターネットに接続するには 


インターネットのホームページを見たり、メールを交換するには、インター 
ネットへの接続が必要です 。 FAX モデムを使用してインターネットに接続す 
る場合の作業の流れは次のとおりです。 



プ□バイダとの契約とアカウントの登録 

個人でインターネットを利用するには、インターネット•サービス•プロバ 
イダ(な降プロバイダ）と契約して、接続のための各種設定を行います。 

契約方法には、大きく分けて次の2っの方法があります。 

オンラインで契約する。 

電話回線を使用してプロバイダと契約します。インターネットに接続 
している状態で契約を行うため、画面の指示に従って情報を入力して 
いくと、インターネット接続のための設定が自動的に行われます。そ 
の場で契約してすぐにインターネットを使えますが、支払いに ついて 
はクレジットカード決済になります。 

V_ J 

八ガキゃ電話で申し込み、契約する。 

プロバイダにハガキゃ電話で申し込みをすると、インターネットに接 
続するための資料が送付されます。資料の内容をもとにインターネッ 
卜接続のための設定を各自で行います（ダイヤルアップ接続の設定)。 
支払いについては、銀行振込などが利用できます。 

と^ p .120 「手動でダイヤルアップ接続の設定をする」 





心線接続前の設定 (Windows XP のみ） 

Windows XP で使用する場合に必要な設定をします。 
P .125 「回線接続前の設定 (WindowsXP のみ）」 



言続 

インターネットに接続します。ブラウジング（インターネット閲覧）や、 


メール交換が可能になります。 


本書では、ブラウジングソフトとして 「Internet Explorer (インターネット 
エクスプローラ）」、メールソフトとして「 Outlook Express (アウトルック 
エクスプレス）」を使用することを前提に記載しています。 


ご ^^? P. 127 「 Internet Explorer と Outlook Express の使い方」 



モデムを使わずにインターネットに接続する 

FAX モデムを使わずに、次の方法でインターネットに接続することができま 
す。 

• に DN 回線を利用する 

FAX モデムの代わりに TA (ターミナルアダプタ）を使用します。接続方法 
は TA の取扱説明書をご覧ください。 

•ネットワークを利用する 

インターネットに接続された LAN などに接続します。お使いになるネッ 
トワーク機器に添付のマニュアルゃネットワーク管理者の指示に従って 
ください。 

♦ ケーブルテレビの回線を利用する 

詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 

• ADSL を利用する 

詳しくは ADSL サービス会社にお問い合わせください。 




プ□バイダの選択 


プロバイダは、サービスや料金体系、使用頻度やアクセスポイントなどを考慮 
して、使い方に合わせて選びます。不明点はプロバイダにご確認ください。 


インターネットにかかる費用 

インターネットを利用する場合に発生する費用はな下のとおりです。 

• 初期費用：プロバイダへ契約時に支おいます。 

入会費、登録料のようなものです。無料の場合もあります。 

♦ 基本料金：月または年ごとにプロバイダへ支おいます。 

通信の有無に関わらず請求される一定の料金です。基本料金だ 
けで数時間は無料で使用できます。使用時間別や通話料金をみ、 
使い放題などのコースがあります。 

♦ 追加課金：基本料金でのが応時間を超えた分だけプロバイダへ支払いま 
す。基本料金で使用できる時間を超えると、分あたりいくらとい 
う追加料金が加算されます。 

♦ 通話料金：プロバイダのアクセスポイントまでの通話料金です。契約して 
いる電話会社へ支払います。 

アクセス ポイントとは、 プロ バイダが用意している接続地点で 
す。 プロ バイダへ支払う料金が割安でも、 アクセス ポイントが市 
内通話 エリア にないと通話料金が割高になります。料金無料の 
プロ バイダもあります 力 S 、 アクセス ポイントが遠いときは、別の 
プロ バイダを選んだ方が良い場合もあります。市内通話 エリア 
内に プロ バイダの アクセス ポイントがあるかどうかを確認して 
おきましょつ 0 

インターネットを使う上での注意 

インターネットや電子メールを利用すると、簡単に情報が得られたり、メッ 
セージを手軽に送ったりすることができますが、その反面注意しなければな 
らないこともあります。次の点に気をつけて使用してください。 

• インターネット上の情報は、すべてが正しいとは限りません。正しい情報 
であることを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• メールは途中経路の障害などにより、必ずしも届くとは限りません。 

• メールは 世界中の多くのコンピュータを経由して届けられるため、セキュ 
リティカ 《 確保されません。第呈者が内容を見る可能性があります。 


• ウイルスに感染したメールを受信したり、気づかずに送信してしまうこと 
があります。 

と易ご P.140 「コンピュータウイルスの検索•駆除」 

^ダイヤルずるための準備 


ダイヤル情報の設定 

モデムの設定をしていない場合は、市外局番やダイヤル方法などの設定を行 
います。 


1 ダイヤル情報の設定画面を表示します。 

Windows 2000 -[スターり一「設定」一「コントロールパネル」一「電話 
とモデムのオプション」 

Windows XP :[スターり一「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
のイ也のハードウエア」一「電話とモデムのオプション」 

P 「登録名」、 r 国名/地域」、 r 市外局番」、 r が線発信番号」や r ダイヤル方法」な 

どを設定します。 


^手動でダイヤルアップ接続の設定をずる 


はがきや電話で加入申し込みをした場合は、プロバイダから提示された資料 
に基づいて各種設定を行います（ダイヤルアップ接続の設定)。本書の手順は 
設定方法の一例です。プロバイダから設定方法資料が提供されている場合は、 
そちらを参照してください。 
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接続に関する用語一覧 

プロバイダによって設定項目の呼びかたが異なる場合があります。本書での 
記述とプロバイダが使用する類似名称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

接続ユーザー名 

ユーザ名、コネクションの、: PPP ログイン名、アカウン 

卜名、アカウント、の、接続の、の番号、接続アカウン 

卜、ダイアルアップログイン名 

接続パスワード 

PPP パスワード、パスワード、ダイヤルアップパスワー 

ド、初期パスワード、コネクションパスワード 

メールアカウント 

Mail アカウント名、メールボックス名、メールボック 

ス、メールアカウント名、 Mail アカウント、アカウント 

名 

メールパスワード 

Mai レくスワード、パスワード、初期パスワード 

受信メ ール サーバ 

メールサーバ、受信メールサーバ (POP3) 

送信メ ール サーバ 

メールサーバ、送信メールサーバ （SMTP) 


ダイヤルアップ接続の設定をする (Windows 2000) 

手動でダイヤルアップ接続の設定を行う手順は、次のとおりです。 

1 [スタートトロ □グラム」 - r アクセサリ」 - r 通信」-「インターネット 
接続ウィザード」をクリックします。 

〇 「インターネット接続ウィザードの開始」び表示された! 5、 r インターネッ 
卜接続を手動で設定するか、…」にチェックを付けて[次へ]をクリック 
します。 

つ 「インターネット接続の設定」び表示された! 5、 r 電話回線とモデムを使っ 
てインターネットに接続します」にチェックを付けて、[次へ]をクリック 
します。 

4 「ステップ1:インターネットアカウントの接続情報」び表示された！5、ア 
クセスポイント電話番号を入力します。 



プ□バイダか！ 5 DNS (ネーム)サーバのアドレスを指定されている場合 
は[詳細設定]をクリックして次の設定を行います。 

〇「詳細接続プロパティ」画面が表示されたら、「アドレス」タブをクリッ 
クします。 

〇 nsp による DNS ( ドメインネームサービス）アドレスの自動項目割り 
当て」項目の「常に使用する設定」にチェックを付けます。 
©「プライマリ DNS サーバー」、「別の DNS サーバー」に、プロバイダから 
指定されている DNS (ネーム）サーバのアドレスを入力し、 [0 K ] をク 
リックします。 

r ステップ1」画面で[次へ]をクリックします。 

r ステップ2:インターネットアカウントの□グオン情報」び表示された 
5、プ□バイダか！5指定されている r ユーザー名」、 r パスワード」を入力 
し、[次へ]をクリックします。 

r ステップ3:コンピュータの設定」び表示された5、任意の r 接続名」を入 
力し、[次へ]をクリックします。 

r インターネットメールアカウントの設定」び表示された！ 5、 r はしりに 
チェックを付けて[次へ]をクリックします。 

プ□バイダか5の資料をもとに次の設定を行います。 

〇「表示名」にコンピュータ上の任意の名前を入力して、[々へ]をクリッ 
クします。 

〇 「電子 メ ールアドレス」 を入力して [々へ] をクリックします。 

© 「受信メ ールサーバー」と「送信メ ールサーバー」を入力して[次へ]を 
クリックします。 

〇「アカウント名」と「パスワード」を入力して[々へ]をクリックします。 

r インターネット接続ウィザードを終了します」と表示された！5院了]を 
クリックします。 

「今す ぐイ ンターネットに •“」 にチェックが 付いている と Internet 
Explorer が起動して、「ダイヤルアップの接続」画面が表示されます。 
P .127 r Internet Explorer と Outlook Express の使い方」に進みます。 


ダイヤルアップ接続の設定をする (Windows XP ) 

手動でダイヤルアップ接続の設定を行う手順は、次のとおりです。 

1 [スタート] - r すべてのプ□グラム」 一 r アクセサリ」 一 r 通信」一「新しい 

接続ウイザード」をクリックします。 

〇 r 新しい接続ウイザードの開始」と表示された！5、[次へ]をクリックしま 

す。 

3 「ネットワーク接続の種類」と表示された! 5、 r インターネットに接続す 
る」にチェックび付いている状態で[次へ]をクリックします。 

4 「準備」と表示された!5、「接続を手動でセットアップする」にチェックを 
付けて[次へ]をクリックします。 

R 「インターネット接続」と表示された！5、 r ダイヤルアップモデムを使用し 

て接続する」にチェックを付けて[次へ]をクリックします。 

0 r 接続名」と表示された！5、アクセスポイントの名前を入力して[次へ]を 

クリックします。 

7 「ダイヤルする電話番号」と表示された5、アクセスポイントの電話番号 

を入力して[次へ]をクリックします。 

Q 「インターネットアカウント情報」と表示された!5、プ□バイダか！5指定 

されている r ユーザー名」、 r ノ（スワード」をそれぞれの項目に入力して[次 
へ]をクリックします。 

g r 新しい接続ウイザードの完了」と表示された！5、[完了]をクリックしま 

す。 

]Q [スタート] - r 接続」 一 r (手順目で設定したアクセスポイントの名前)」を 

クリックします。 


[プ□パテイ]をクリックします。 


プ□バイダか！ 5 DNS (ネーム)サーバのアドレスを指定されている場合 
は次の設定を行います。 

〇「ネットワーク」タブの「インターネットプロトコル( TCP / IP )」の[プ 
ロパティ]をクリックします。 

〇「々の DNS サーバーのアドレスを使う」にチェックを付けます。 

〇「優先 DNS サーバー」、「代替 DNS サーバー」に、プロバイダから指定さ 
れている DNS (ネーム）サーバのアドレスを入力し、 [0 K ] をクリック 
します。 

恰般」タブ ー r ダイヤル情報を使う」にチェックを付けて [0 K ] をクリッ 
クします。 

[キャンセ J レ]をクリックします。 

p.125 「回線接続前の設定 (Windows XP のみ）」に進みます。 


^ 回線接続前の設定 (Windows XP のみ ) 


接続に関する設定 


Windows XP では回線に接続する前に、次の設定をれいます。 

参接続に関する設定 
参 Outlook Express の初期設定： 


接続に関する設定は次のとおりです。 

• 接続方まの設定 

Internet Explorer を起動した際に、電話回線を使用してインターネットに 
接続するように設定をします。 

参切断画面の設定 

Internet E 邓 lorer を終了した際に、インターネットとの切断画面を表示す 
るように設定します。 


接続に関する設定は、次の手順で行います。 


2 

3 

4 

已 

6 


[スタート]—「コント□—ルパネル」 一 r ネットワークとインターネット 
接続」 一 r インターネットオプション」 一 r 接続」タブをクリックします。 

「通常の接続でダイヤルする」にチェックを付けます。 

(接続方法の設定） 

[設定]-[詳細設定]をクリックします。 

r 接続び必要なくなったとき切断する」にチェックを付けて[日 K ] をク 
リックします。 （切断画面の設定） 

r (接続巧の名前)の設定」画面で [0 K ] をクリックします。 

「インターネットのプ□パティ」画面で [0 K ] をクリックします。これで接 
続に関する設定は終了です。 
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Outlook Express の初期設定 

Outlook Express を初めて起動した際には、メールアドレスなどいくつかの情 
報を入力する必要があります。オンライン契約ではこの設定が必要ない場合 
があります。 

初期設定は、次の手順で行います。 


2 

3 

4 

已 

6 


[スタート]-「すべてのプ□グラム」一 「Outlook Express 」 をクリック 
します。 

r インターネット接続ウイザード」画面で r 名前」と表示された！5、名前を 
入力して[次へ]をクリックします。 

r インターネット電子メールアドレス」と表示された！5、プ□バイダか5 
取得したメールアドレスを入力して[次へ]をクリックします。 

「電子メールサーバー名」と表示された!5、プ□バイダか5指定されてい 
る受信メール ヴーノ くと送信メール ヴーノ くを入力して[次へ]をクリックし 
ます。 

r インターネットメール□グオン」と表示された!5、プ□バイダか！5指定 
されているメールアカウントとメールパスワードを入力して[次へ]をク 
リックします。 

r 設定完了」と表示された!5、院了]をクリックします。 



初期設定をあとから行う 


「OutlookExpress」 の次の場所から設定を行うことができます0 

「ツール」メニュー-「アカウント」一 [追加]- 「メール」 
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■ Internet Explorer と 
Outlook Express の使いち 

この章では、インターネットを利用するためのソフトウェアの使ぃ方につぃ 
て簡単に説明してぃます。詳しぃ使ぃ方は、各ソフトウェアのオンラインヘル 
プをご覧くださぃ。 

• Internet Explorer (インターネットエクスプローラ） 

インターネットのホームページを閲覧するためのソフトウェアです。 

参 Outlook Express (アウトルックエクスプレス） 

メールを書ぃたり、送受信するためのソフトウェアです。 

起動方法 


起動方法は、次のとおりです。 


1 ソフトウェアを起動します。 

参 Internet Explorer 

[スタート ] -r (すベての）プログラム 」-「 Internet Explorer 」 

参 Outlook Express 

[スタート ] -r (すベての）プログラム 」 - 「 Outlook Express 」 

Outlook Express を起動したときに、「オンラインに切り替えますか？」 
と表示されることがあります。インターネットに接続する場合は、[は 
い]をクリックします。 

Windows XP で初期設定を行っていない場合は、初期設定を巧います。 
尸す^ P .126 「0加 00 k Express の初期設定」 

P 「ダイヤルアップの接続」画面び表示されます。 r 接続巧」 r ユーザー名」「パ 

スワード」を入力します。 

自動的に入力されている項目もあります。 






3 


入力内容を確認して[接続]をクリックします。 



[接続]をクリックすると接続状態が表示されます 


4 接続するとユーザー名や、パスワードの確認び行われます。接続び完了す 
ると、タスクノ く一に次の接続アイコンび表示されます。 




♦ ダイヤルアップネットワークから接続する 

インターネットへの接続は次の方法でも行えます。 

Windows 2000 :[スターり一「設定」一「ネットワークとダイヤルアッ 

プ接続」 一 「(接続先の名前)」をダブルクリック 
Windows XP :[スターり一「接続」一「(接続先の名前)」をクリック 

この場合は、接続完了後にソフトゥ卫アを起動します。 

♦ メールソフトウエア使用時のインターネット接続 

インターネット接続されていないとメールの送受信はできませんが、 
メー ルの作成時や受信メールを読むときは、インターネットに接続され 
ている必要はありません。 




























Outlook Express の場合 

Outlook Express の終了方法は、次のとおりです。 

インターネットに接続している場合は、 r ファイル」 一 r オフライン作業」 
をクリックします。 

P 「オフラインが態にする前に、モデム回線を切断しますか」と表示された 

5 [はい]をクリックします。 


3 


画面も上の図をクリックして 、 「Outlook Express 」 を終了します。 


^ 終了方法 


Internet Explorer の場合 

Internet Explorer の終了方法は、次のとおりです。 


画面ち上の図をクリックして 、 「Internet Explorer 」 を終了します。 
r 自動切断」画面び表示されます。[今すぐ切断する]をクリックします。 


12 
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^ Internet Explorer の使い方 


アドレスバー 


ステータスバー 

※画面の内容は予告なく変更する場合があります。 

参見たいホームぺージを開くには 

.アドレスバーにアドレス （ URL ) を入力して nrn を押します。 

•キーワードを使って検索します。[検索]ボタンを押して、検索画面で 
キーワードを入力します。 

参「お気に入り」にぺージを登録する 

よく見るページは「お気に入り」に登録しておくと、すぐにアクセスできま 
す。 

-登録：「お気に入り」 - r お気に入りの追力日」をクリックして登録します。 

. 登録したお気に入りにアクセスする：「お気に入り」をクリックすると、 
一覧が表示されます。 



[検索]ボタン 


「お気に入り」 
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• リンクしているページにジャンプする 

ホームページの画面上でマウスポインタが!;^からむに変わる場所があ 
ります。そこでクリックすると、リンク先のページ（ステータスバーに表示 
されているアドレス）にアクセスできます。 


も Outlook Express の使い方 


使い方 


ボタン- 
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接続の状態を表示します。 

オンライン：インターネットに接続しています。 
オフライン：インターネットに接続していません。 



メールの作成とインターネット接続 


インターネット接続されていないとメールの送受信はできませんが、メール 
の作成時や受信メールを読むときはインターネットに接続されている必要 
はありません oOutlook Express 使用時にインターネットを切断するには、 
「ファイル」-「オフライン作業」をクリックします。 
































メールを送信する(オンラインの場合) 


2 

3 


[新しいメール ] (Windows XP では[メールの作成])をクリックして 
メール作成画面を表示します。 

必要事項 r 宛巧」 r 件名」 r 本文」を入力してメールを作成します。 

[送信]ボタンをクリックします。 


メールを送信する（オフラインの場合) 


2 

3 

4 


上記手順 r メールを送信する（オンラインの場合)」1、2を参照して、メー 
ルを作成します。 

陪信]をクリックすると、 r 送信トレイ」フオルダにメールび一時保存さ 
れます。 

複数のメー ルを作成し、一度に送信することができます。 

陪受信]をクリックして、 r •••オンラインに切り換えますか？」と表示さ 
れた！5 [はい]をクリックします。 

r ダイヤルアップ接続」画面で腊続]をクリックします。 

接続が完了すると、「送信トレイ」に保存されていたメールが送信されま 
す。 
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メールを 受信する 



[アドレス]をクリックします。 

時斤規作成]をクリックして、 r 新しい連絡先」をクリックします。 

情報を登録します。 r 表示名」と r 電子メ ー J レアドレス」は必ず入力します。 


「Outlook Express 」 を起動してインターネットに接続すると自動的に 
受信します。 

インターネットに接続されていない場合は、[送受信]をクリックすると 
接続作業が行われます。 

受信したメールはフオルダの r 受信トレイ」に格納されます。 

慢信トレイ」をクリックすると、画面ち側に、受信メールの一覧と内容び 
表示されます。 
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I 省電力機能を使う 

省電力機能を使うと消費電力を抑えることができます。特にバッテリだけで 
使用する場合は、省電力機能を使うことで使用可能時間を延ばすことができ 
ます。 

本章では Windows の省電力機能について説明しています。 

^省電力機能の種類 


省電力機能には、次のモードがあり、状况に応じて使い分けることができま 
す。 

参 HDD / ディスプレイの電源を切る 

HDD やディスプレイの電源を切ります。省電力の効果は、スタンバイより 
低いですが、通常モードにすぐに復帰できます。 

参スタンバイ 

作業内容をメモリに保持した状態でコンピュータの動作を中断します。 
ディスプレイの電源が切れ、電源ランプが緑色に点滅します。通常モード 
へは、数十巧で復帰できます(使用環境により復帰時間は異なります）。 

参か止状態 

作業内容を HDD に保存して電源を切ります。電源スイッチを切った状態 
と同様に電力を消費しません。通常モードへの復帰には多少時間がかかり 
ます。 


□ーバツテリ省電力機能 

本機はローバッテリ省電力機能により、バッテリ残量が低下したときに上記 
の省電カモードに移行します。 


初期値は、次のとおり設定されています。 


項目 

Windows 2000 

Windows XP 

バッテリ残量低下を通知するバッテリ残量 

10% 

11% 

バッテリ切れを通知するバッテリ残量 

3% 

5% 

バッテリ切れのコンピュータの動作 

スタンバイモードに移行する 


バッテリ残量低下時の通知方法や、通知する残量の設定を変更することがで 
きます。 

P .63 「バッテリアラームの設定」 
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電源 LED の表示 

省電カモードの状態は、電源 LED の点灯または点滅によって確認できます。 


動作状態 

電源 LED の表示 

通常モード 

緑点灯 

HDD / ディスプレイの電源を切る 

緑点灯 

スタンバイ 

緑点滅 

休止状態 

消灯 

電源切断時 

消灯 


休止状態を有効にする 

「休止状態」タブの「休止状態をサポートする」にチ卫ックを付けると休止状態 
が有効になります。 

休止状態の設定は、次の画面で行います。 

Windows 2000 :[スタート]-「設定:」一「コントロールパネル」一「電源オプ 
シヨン」一「か止状態」タブ 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフオーマンスと 
メンテナンス」一「電源オプション」一「か止状態」タブ 



(Windows 2000の場合〉 
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^ 省電力機能使用時の制限 


省電力機能を使用する際には、次のような制限事項があります。省電力機能を 
使用する前に、必ず確認してください。 

参周辺機器を接続している場合やアプリケーシヨンを起動している場合な 
どに、省電力機能が動作しないことがあります。 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電カモードに移行すると、 
正常に通常モードへ復帰できない場合があります。 

♦ NetBEUI を使用してネットワークに接続している場合に、省電カモードに 
移行すると、省電カモードからの復帰時にサーバから切断されてしまうこ 
とがあります。 

このような場合は、次のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する。 

-省電カモードを無効にする。 

• 省電カモードに移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用 
中のデータ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

♦ FAX モデム、ネットワーク機能などを使って通信を行っている場合は、省電 
カモードに移行しないでください。通信が切断されることがあります。 

♦ サウンド機能を使って録音•再生している場合に、省電カモードに移行す 
るとサウンド機能が正常に動作しない可能性があります。 

♦ 省電カモード時に PC カードや CF カードの抜き差しを行わないでくださ 
い。システムが正常に動作しなくなる場合があります。 
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^ 実行方法 


省電力機能を実行するには、大きく分けて2つの方法があります。省電カモー 
ドを実行する場合は、万一正常に復帰できない場合に備え、使用中のデータ 
(作成中の文書など）は保存しておいてください。 

の時間経過で実行 

設定した時間を超えてコンピュータを使用しないとディスプレイの電源 
が切れたり、省電カモードに移行したりします。 

@直ちに実行 

席を外すときなどに、強制的に省電カモードに移行します。 

省電力に関する各種設定は、次の画面の各タブで行います。 

Windows 2000 :[スターり一「設定」一「コントロールパネル」一「電源オプ 

シヨン」 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「パフォーマンスと 
メンテナンス」 一 「電源オプシヨン」 

時間経過で実行 

省電カモードに移行する時間の設定は、 r 電源設定」タブで行います。 



設定した時間を超え 
てイ可も操作し なし、 と、 
各モードに移行しま 
す。 


(Windows 2000の場合〉 
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直ちに実行 


次の方法でスタンバイ、または休止状態に移行します。 

• [スタート]-「シャットダウン（終了オプション）」から選択、実行する。 

♦ LCD ユニットを閉じる。 

♦ 電源スイッチを押す。 

♦ 口の個）を押す。 

「 LCD ユニットを閉じる」、 r 電源スイッチを押す」、「 （ Fn ] + ( F12 ] を押す」方 
法で、どのモードに移行するかの設風よ、詳細（設定）タブで行います。 

購入時の設定は、次のとおりです。 

. LCD ユニットを閉じる：なし（バックライトの消灯） 

-電源スイッチを押す：シャットダウン 
- f Fn J + し F12 I を押す：スタンバイ 



(Windows 2000の場合〉 


LCD ユニッ トを閉じた 
ときの動作を設定しま 
す。 


電源スイッチを押した 
ときの動作を設定しま 
す。 


r Fn J + i F12 ] キーを 
押したときの動作を 
設定します。 
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心復帰方法 


省電カモードから復帰して通常モードに戻る方法は、次のとおりです。 


省電カモード 

電源 LED 

復帰方ま 

HDD 、 モニタの電源が 

切れている状態 

緑点灯 

参タッチパッド、キーボードを操作 

する（誤って電源スイッチを押さ 

ないでください）。 

スタンバイ 

緑点滅 

• 電源スイッチを押す。 

♦ キーボードを操作する。 

休止状態 

消灯 

♦ 電源スイッチを押す。 


オプシヨンのホイール付き USB マウスの操作では、省電カモードから復 
起しません。 


□nnnnnnnnnn 
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I コンむ-タウィルスの検索•睡 

本機にはコンピュータウィルスを検出し、駆除するためのソフトウェア 
[Norton AntiVirus 2003」が添付されています〇購入時には 「Norton AntiVims 
2003」がインストールされていませんので、インストールを行ってください。 
p .141 「インストールする前に」 

コンピュータウイルスとは 


第王者のプログラムやデータベースに対して意図的に何らかの被害を及ぼす 
ように作られたプログラムです。外部とデータをやり取りすることで感染す 
る危険があります。インターネットや電子メー ルの普及とともに、コンピュー 
タウィルスに感染する可能性はますます高くなってきています。 

^ J ^ J レスのるを胃になし、たお)に 


コンピュータウィルスの被害に遭わないために、次の内容を実施することを 
おすすめします。 

• ウィルス検出ソフトを使用し、データファイルは常に最新のものを使用す 
る。 

• メールの添付ファイルはウィルスチェックをしてから開く。 

♦ 外部から持ち込まれた FD やダウンロードしたファイルはウィルスチェッ 
クをしてから使用する。 

• 万一のウィルス被害に備えてデータのバックアップを取る。 

ウィルスに感染してしまった5 

コンピュータウィルスに感染してしまった場合は、感染被害の拡大と再発の 
防止のため、「情報処理振興事業協会」に届出を出してください。 

詳しくは、「情報処理振興事業協会」の下記アドレスを参照してください。 

http :// www . ipa . go.jp 
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^ インストールずる前に 


Norton AntiVims2003 をインストールする前に、ウイルス定義ファイルにつ 
いて必ずご確認ください。 

ウイルス定義ファイルとはウイルス情報が登録されているファイルです。 
Norton AntiVims2003 は、ウイルス定義ファイルを使用して、お使いのコン 
ピュータにウイルスが侵入しないように、常に監視します。新種のウイルスか 
らお使いのコンピュータを守るためには、最新のウイルス定義ファイルに更 
新していく必要があります。 

更新ずるためには 

ウイルス定義ファイルの更新は、 Norton Antivirus 2003の LiveUpdate 機能を 
使用して行います。 LiveUpdate 機能を使用するためには、インターネットへ 
の接続環境が必要です。 

LiveUpdate 機能についての詳細は、 Norton AntiVims 2003のヘルプ、または 
オンラインマニュアルをご覧ください。 

夕三 P .145「Norton AntiVims 2003の使い方」 

更新期限について 

ウイルス定義ファイルの更新には期限が定められています。本コンピュータ 
に添付の Norton Antivirus 2003は製品版ではありませんので、更新期限は、 
Norton AntiVims 2003をインストールしてから90日間になります。90日間 
は、無償でウイルス定義ファイルを更新することができます。 

90日経過な降にウイルス定義ファイルを更新する場合は、 Symantec 社に更 
新サービスの継続を申し込み、更新権を購入してください。 

更新権を購入する際は、次のアドレスをご覧ください。 
http :// shop . synnantec . co . jp / AttachnnentKey.asp 
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に夕ート] - r ファイル名を指定して実行」をクリックします。 

名前に次のとおり入力して [0 K ] をクリックします。 

C :¥ DRIVERS ¥ NAV 2003 ¥SETUP 

「Norton AntiVirus 2003 Installation Wizard へようこそ」と表示さ 
れます。[次へ]をクリックします。 

r 宛先フォルダ」と表示された！5、[次へ]をクリックします。 

r アプリケーションのインス!ル準備をする」と表示された5、[次へ] 
をクリックします。インストールび始まります。 

「 Readme 情報」と表示されたら、内容を確認して、[次へ]をクリックし 
ます。 


更新権び無効になる場合 

更新権を購入してウィルス定義ファイルの更新サービスを継続していても、 
次のような場合には、更新権が無効になります。継続して使用するには、再度 
更新権を購入する必要があります。あらかじめご了承ください。 

♦ Windows を再インストールする 
参 Windows をアップグレードする 
♦ リストア（システムを復元）する 

ウィルスを義ファイルの更新についての詳細は、 Symantec 社のホームページ 
でもご覧いただけます。 

http :// www . synnantec . co.jp 

^ Norton AntiVirus 2003のインストールとセットアップ 

Norton AntiVirus 2003では、インストールを行ったあとに、セットアップを行 
います。これらの作業は、 r コンピュータの管理者 (Administrator)」 権限があ 
る ユーザー 名でログオンして行ってください。 

インストール 

Norton AntiVirus2003 のインストール手順は、次のとおりです。 


12 3 4已 6 






7 「 No け on Antivirus 2003は、正常にインス I -ールされました。」と表示 

された！5、[終了]をクリックします。 

Q [スタート]メニューか！5コンピュータを再起動します。コンピュータび 

再起動すると、 No け on Antivirus 2003のインス I ルは終了です。 


セットアップ 

Norton AntiVims 2003のインストールが終了したら、セットアップを行いま 
す。セットアップ手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「(すべての）プ□グラム」一 「Norton AntiVirusJ - 
rNorton AntiVims 2003」をクリックします。 

2 「 No け on Antivirus 情報ウイザード」画面び表示された5、[次へ]をク 
リックします。 

3 「使用許諾契約」と表示された!5、契約内容に同意するかしないかを設定 
します。 

4 「更新サービス」と表示された!5、内容をよくお読みになり[次へ]をク 
リックします。 

ここでは、ウイルス定義ファイルの更新に関する重要な内容が表示され 
ます。必ずお読みください。 

5 「インストール後のタスク」と表示されます。実行したい各項目にチエッ 
クを付けて[次へ]をクリックします。 

LiveUpdate を実行する場合は、インターネット接続環境が必要です。イ 
ンターネット接続環境が整っていない場合は、チ卫ックを外します。 

0 「概略」と表示された！ 5、 r インストール後のタスク」と r 設定」の内容を確 
認して[完了]をクリックします。 

7 手順5で設定したタスクび実行されます。於降は、画面の指示に従って 
セットアップを行ってくださし>。タスクび終了すると 、 Norton Anti - 
Virus 2003のセツトアップは終了です。 
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^ Norton AntiVirus 2003使用時の注意 


Norton Anti Vims 2003がインストールされている状態で、新しくデバイスド 
ライバやソフトウェアをインストールすると、インストール中に r 警告」画面 
が表示されることがあります。このような場合は、下記を参照して対処してく 
ださい。 

参薛社より提供のドライバやソフトウ I アをインストールしている場合 

インストール作業を続行してください。メッセージ内の「処理」欄から、 r ス 
クリプト全体を1回許可する」を選択し、 [ OK ] をクリックして、インストー 
ル作業を続行します。 

弊社より提供のドライバやソフトウ卫アには、主に次のようなものがあり 
ます。 

. 本機のリカバリイメージに登録されているドライバやソフトウェア 
. 弊社ホームページよりダウンロー ドしたドライバやソフトウェア 

参磬社製じ(外のドライバやソフトウてアをインストールしている場合 

インストールを中止してください。その後、ドライバやソフトウェアの製 
造元にお問い合わせください。 

弊社製な外のドライバやソフトウェアには、主に次のようなものがありま 
す。 

. 弊社な外から購入した製品に添付されているドライバやソフトウェア 
. ホームページ上のソフトウェア 
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^ Norton AntiVirus 2003の使い方 


Norton AntiVims 2003の詳しい使用方法や操作方法などについては 、 Norton 
Antivirus 2003のヘルプやオンラインマニュアルをご覧ください。 

参 Norton AntiVirus 2003のヘルプ 

「Norton AntiVims 2003」を起動して「ヘルプ」をクリックすると、ご覧いた 
だけます。 

参オンラインマニュアル 

次のフォルダに、 PDF ファイルで登録されています。マイコンピュータや 
エクスプローラな どで PDF ファイルを開いてご覧ください。 

C :¥ DRIVERS ¥ NAV 2003 ¥MANUAL 



PDF ファイルをコピーする 

デスクトツプ上にオンラインマニュアルをコピーしておくと、な降は PDF 
ファイルのアイコンをダブルクリツクするだけで、マニュアルを見る ことが 
できます。 
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I ネットワ - ク ( 有線 LAN ) を使う 

ネットワーク機能(有線 LAN) について説明します。ワイヤレス LAN 機能を使 
用する場合は、 P.148 「ワイヤレス LAN (無線 LAN) を使う」をご覧ください。 


fk 

制限 


本機では、ネットワーク機能佑線 LAN ) とワイヤレス LAN (無線 LAN ) を同 
時に使用した場合の動作について、イ呆証していません。 


ネットワークコネクタを使う 


本機右側面には、 lOBase-T/lOOBase-TX にが応したネットワーク機能が標準 
で搭載されています。本機の LAN コネクタを使用してネットワークを構築す 
るには、ほかのコンピュータと接続するために、ネットワークケーブルやハブ 
(サーバ）などが必要です0そのほかに、 Windows 上で、ネットワーク接続に必 
要なプロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築は、ネットワーク機器に添付のマニュアルや、ネットワー 
ク管理者の指示に従って行ってください。 


fk 

制限 


♦ Ne 旧 EUI を使用してネットワークに接続している場合に、省電カモード 
に入ると、省電カモードからの復帰時にサーバから切断されてしまうこ 
とがあります。 

このような場合は次のいずれかの方まをとってください。 

-再起動する。 

* 省電カモードを無効にする。 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電カモードに移 
行すると、通常モードへ復帰できない場合があります。 


Windows XP の場合、設定したネットワーク環境をブロー ドバンドチェン 
ジャーに登録することができます。自をや会社など複数のネットワークに接 
続する場合は、利用状况に応じて、ネットワーク設定を切り替えることができ 
ます。 

仁^^ p.l65 「ブロー ドバンドチェンジヤーを使う」 
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リモートブート機能について 

本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、リモートブート機能 
を使用できます。 

• リモートブート 

リモートブートを使用すると、コンピュータ側の HDD に 0 S がインストー 
ルされてぃなくても、ネットワークを介して、サーバー上から 0 S をインス 
トールすることができます。 

リモートブートを行う場合は、ネットワーク管理者の指示に従ってくださ 

い0 
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ワイヤレス LAN 撫線 LAN ) を使う 

ワイヤレス LAN 機能について説明します。ネットワーク機能(有線 LAN) を使 
用する場合は、 P. 146「ネットワーク（有線 LAN) を使う」をご覧ください。 


fk 

制限 

本機には、圧 EE802. 1 lb に準拠したワイヤレス LAN 機能が搭載されていま 
す。ワイヤレス LAN (無線 LAN) とは、電波などを利用して通信を巧うネット 
ワークのことです。 

本章では、ワイヤレス LAN 機能を使用して、次のようなネットワークに接続 
する方法について説明します。 

•アクセスポイント（じ(下、 AP ) と呼ばれる機器を経由して、複数のコン 
ピュータが接続可能なネットワークに接続する場合（ワイヤレス LAN 環境 
が構築されている場合） 

参2台のコンピュータ同±を接続する場合 


fk 

制限 


♦ Ne 旧 EUI を使用してネットワークに接続している場合に、省電カモード 
に入ると、省電カモードからの復帰時にサーバから切断されてしまうこ 
とがあります。 

このような場合は々のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する。 

• 省電カモードを無効にする。 

•ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電カモードに移 
行すると、通常モードへ復帰できない場合があります。 

• ワイヤレス LAN 機能は、リモートブートにが応していません。 


本機では、ネットワーク機能(有線 LAN ) とワイヤレス LAN (無線 LAN ) を同 
時に使用した場合の動作について、イ呆証していません。 



^ ワイヤレス LAN 機能をお使いの前に 


A 

警告 


♦航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか、電 
ぶを停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。また、自動 
的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源 
を切ってください。 

♦植込み型ん、臓ぺー スメーカ および植込み型除細動器を装着されている 
場合は、装着部から本製品を 22 cm じ(上離して使用してくださし、。 

電ぶにより植込み型ん、臓ぺースメーカおよび植込み型除細動器の作動 
に影響を与える場合があります。 

♦ 医療機関の屋内では々のことをずってください。 

-手術室、集中治療室 OCU ) 、冠状動脈疾患監視室に CU ) には、本機を持 
ち込まないでくださし、。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

-ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源 
を切るか電波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場 
合は、その医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか 
ら電源を切ってください。 

•自宅療養など医療機関ソ外で、植込み型ん、臓ペースメーカおよび植込み 
型除細動器を使用する場合には、電ぶの影響について個別に医用電気機 
器メーカなどにご確認ください。 


特長 

本機に搭載しているワイヤレス LAN の特長は、次のとおりです。 
-無線通信で使用する周波帯域は 2.4GHz です。 

-最大 11Mbps でのデータ 転送が可能です。 





電波に関する注意事項 

ワイヤレス LAN をお使いの前に、下記の電波に関する注意事項をお読みくだ 
さレ、 0 

♦ 本機のワイヤレス LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信システム 
の無線局の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。従って、本 
機のワイヤレス LAN 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありませ 
ん。なお、日本国内でのみ使用できます。 

•本機のワイヤレス LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、な 
下の事項を巧うと法律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

. 本機の裏面に貼ってある証明ラベルをはがす 

• 本機のワイヤレス LAN 機能は、電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が 
発生するところでは、使用しないでください（環境により電波が届かない 
場合があります)。 

《 2.4GHz 付近の電波を使用している無線装置など他製品の近くで使用す 
ると、双方の処理速度が落ちる場合があります。 

• 本機のワイヤレス LAN 機能の使用する無線チャンネルが出荷時設定な外 
の場合は、下記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあります。 

. 産業•科学•医療用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
® 構内無線局(免許を要する無線局） 

@特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

万一、本機のワイヤレス LAN 機能から移動体識別用の構内無線局に対し 
て電波干渉の事例が発生した場合は、ワイヤレス LAN 機能の使用チャン 
ネルを速やかに変更して、電波干渉をしないようにしてください。 


^ セキュリティの確保 


ワイヤレス LAN は電波を使用して通信するため、第呈者に電波を傍受され、 
ネットワークに不正に進入される恐れがあります。このため、お使いになる前 
に、セキュリティの確保を行う必要があります。ワイヤレス LAN では、セキュ 
リティを確認するために、 WEP キーを設定できます。 

WEP キー 

WEP キーとは、ネットワーク内の通信を暗号化して行うかどうかを設定する 
パスワードのようなものです。 WEP キーを設定すると、ネットワーク内の 
データ通信が暗号化され、データが傍受されにく くなります。 

WEP キーを使用すると、通信速度のパフォーマンスは低下します力 S、 プライ 
バシーを守るためには、設定することをおすすめします。 


^ ワイヤレス LAN (無線 LAN ) の各種設定 


ワイヤレス LAN 設定ユーティリティ （Windows 2000のみ） 

Windows 2000インストールモデルの場合、ワイヤレス LAN 設定ユーティリ 
ティを使用すると、 WEP キーの登録などができます。 

ワイヤレス LAN 設定ユーティリティを起動するには、タスクバーの「ワイヤ 
レス LAN アイコン」をクリックします。 

□ 

くワイヤレス LAN アイコン> 

* アイコンの形状は、ネットワークや電波の状態によって異なります。 
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ワイヤレス LAN アンテナの設定 

ワイヤレス LAN 機能を使用する場合は、ワイヤレス LAN アンテナを有効にし 
ます。購入時は、ワイヤレス LAN アンテナは無効の設定になっています。 
ワイヤレス LAN アンテナの有効/無効の切り替えは+ rrn 個)で 
行います。 

ワイヤレス LAN の状態は、ワイヤレス LAN LED ((ザ)） で確認します。 


ワイヤレス LAN の状態 

ワイヤレス LAN LED 

アンテナが有効 

緑点灯 

アンテナが無効 

消灯 



アンテナ 


電波の使用を禁止された区域などでは、ワイヤレス LAN のアンテナからの電 
波を停止してください。 
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^ 構築されたワイヤレス LAN 環境を利用ずる場ち 


タスクバーの r ワイヤレス LAN アイコン」をクリックします。 
r 設定」タブーロイヤレス LAN 設定名」に任意の名前を入力します。 

「ネッ I ワーク名 (ESS ID )」 を入力します。 

ネットワーク名とは、接続するワイヤレス LAN のグループ名のことで 
す。 AP 側で設定しているネットワーク名を入力します。 

r 暗号キ ー( WEP ) の設定」か SWObit / 目4りけ」または n 28 bit 」 を選択 
します。 

AP に登録されている义字数により選択してください。 

r キーのあ式」を指定します。 r 英数字 ( ASCII ) を使用」、「1目進数を使胤 
か！5選択します。 

r 使用する暗号キー」に、暗号化するときに使用する暗号キーを、キ ー0 〜3 
か5指定します。 


AP との接続方法 

ここでは、 AP を経由して、すでに構築されたワイヤレス LAN 環境に接続する 
方法を説明します。 

ワイヤレス LAN のアンテナが無効の設定になっている場合は、〔こ互〕+ rpn で 
アンテナを有効に設定してから行ってください。 

P.152 「ワイヤレス LAN アンテナの設定」 

なお、ワイヤレス LAN 環境に接続するには、 AP 側での設定や、 Windows 上で 
の IP アドレス、ワークグループ名などの設定が必要です。これらの設定は 、 AP 
に添付のマニュアルやネットワーク管理者の指示に従って行ってください。 

参 Windows 2000の場合 

AP 側に WEP キーが設定されていない場合は、自動的に接続可能な AP を検 
出して接続します。 AP 側で WEP キーを設定している場合は、次の手順で 
WEP キーをあらかじめ登録してください。 
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手順目で指定したキー(キー〇〜 3) に WEP キーを入力します。 

WEP キーは、最大で4個まで登録できます。 

[適用]をクリックします。 

[隠す]をクリックして r ワイヤレス LAN 設定ユーティリティ」画面を閱 
じます。 

これで WEP キーの登録は終了です。 


[スタート] — r 接続」 一 r すべての接続の表示」をクリックします。 

r ワイヤレスネットワーク接続」アイコンをちクリックして、表示される 
メニューか5「利用できるワイヤレスネットワークの表示」をクリックし 
ます。 

r ワイヤレスネットワーク接続」画面の r 利用できるワイヤレスネット 
ワーク」項目で接続したいネットワークを選択します。 

WEP キーが登録されている場合と、されていない場合で設定できる項目 
が異なります。 

AP に WEP キーび登録されている場合 

〇「ネットワークキー」に WEP キーを入力します。 

© 「ネットワークキーの確認入力」にもう一度 WEP キーを入力して、[接 
続]をクリックします。 

AP に WEP キーび登録されていない場合 

「セキュリティでイ呆護されていなくても"•」にチェックを付けて、[接続] 
をクリックします。 

これで AP との接続の設定は終了です。 


Windows XP の場合、設定したネットワーク環境をブロー ドバンドチェン 
ジャーに登録することができます。自をや会社など複数のネットワークに接 
続する場合は、利用状况に応じて、ネットワーク設定を切り替えることができ 
ます。 

と^^^ p . l 65 「ブロー ドバンドチェンジヤーを使う」 


♦ Windows XP の場合 

Windows XP ではじめてネットワークに接続する際は、次の設定を行っ て 
ください。 
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チャンネルの切り替え 

本機のワイヤレス LAN 機能から発信する電波が、ほかのワイヤレス LAN の環 
境と干渉してしまった場合は、 AP で使用チャンネルを変更してください。使 
用チャンネルの変更方法は、お使いになる AP により異なります。詳しくは、お 
使いの AP に添付のマニュアルをご覧ください。 

本機は、変更した AP のチャンネルを自動的に検出するため、特に設定を変更 
する必要はありません。 


MAC アドレスの確認 

MAC アドレスとは、各ネットワーク製品に割り当てられている固有の番号の 
ことです。 AP 側に MAC アドレスを登録しておけば、登録されていない MAC 
アドレスからのアクセスは AP 側で受け付けません。 

本機のワイヤレス LAN 機能の MAC アドレスは、次の場所で確認できます。 

• Windows 2000 の場合 

タスクバーのワイヤレス LAN アイ コンを クリックして、ワイヤレス LAN 
設定ユーテイリテイを表示します。「状態」タブ- 「 MAC アドレス」で確認 
します。 


• Windows XP の場合 

[スタート]-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-「システムツール」 
-「システム情報」をクリックして、 r システム情報」画面を表示します。右 
側の画面で「コンポーネント」-「ネットワーク」-「アダプタ」をクリック 
します。左側の画面の次の項目の r MAC アドレス」で確認します。 


LAN-Express IEEE 802.11 PCI Adapter 


^ コンピユータ間で通信を行う場合 


本機のワイヤレス LAN 機能を使用して、ワイヤレス LAN 機能を持つ別のコン 
ピュータと通信を行うことができます。 

ここでは、ワイヤレス LAN 機能を使用して、2台のコンピュータ間で通信を行 
うように IP アドレスやワークグループ名などを設定する方法を説明します。 
設定は次の順番で行います。 

〇 TCP / IP アドレスの設定： 

〇コンピュータ名とワークグループの設を 

©ワイヤレス LAN 設定:ユーテイリテイの設定 : (Windows 2000のみ） 

通信する2台のコンピュータで、それぞれ設定を行ってください。 

ワイヤレス LAN のアンテナが無効の設定になっている場合は 、 r 品 n + r^n 
でアンテナを有効に設定してから行ってください。 

P.152 「ワイヤレス LAN アンテナの設定」 


Windows 2000の場合 

Windows 2000でコンピュータ間で通信を行うように設定する手順は、次の 
とおりです。 


参 TCP / IP アドレスの設定 

次の手順で、 TCP / IP アドレスを設定します。 


2 

3 


[スタート]-「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリック 
します。 

r □一カルエリア接続2」アイコンをちクリックして、表示されるメ 
ニューか5「プ□パティ」を選択します。 

r 全般」タブ ー r インターネットプ □ トコル( TCP / IP )」をクリックして選 
択して、[プ□パティ]をクリックします。 










4 「次の IP アドレスを使う」をチェックを付け、 IP アドレスとサブネットマ 
スクに次のとおり入力します。 

IP アドレス： 

192.168 .1.2 から192.168 .1.254 の間で通信相手と同じアドレスにならな 
いように設定してください。 

サブネットマスク： 

255.2が.255.0と入力します 

「デフォルトゲートウェイ」には、何も入力しません。 

5 にのをクリックして、開いているすべての画面を閱じます。 


参コンピュータ名とワークグループの設定 

次の手順で、「コンピュータ名」と r ワークグループ」を設定します。 

「コンピュータ名」とは、コンピュータを識別するための名前です。それぞ 
れのコンピュータで違う名前を つけて ください。 r ワークグループ」は、接 
続するコンピュータ同±で同じ名前を設定してください。 


2 

3 

4 
己 

6 


[スタート] — r 設赴—「コント□—ルパネル」 — r システム」をタブルク 
リックします。 

「システムのプ□パティ」画面一「ネットワークの」タブー[プ□パティ] 
をクリックします。 

「識別の変動画面でロンピュータ名」に任意のコンピュータ名を、 r ワー 
クグループ」にワークグループ名を入力します。 

[ OK ] をクリックして、 r 識別の変更」画面を閱じます。 

「•• •ワ—クグル—プへようこそ。」と表示された5にのをクリックしま 
す。 

「変更を有効にするには、コンピュータを再起動してください。」と表示さ 
れた！5 [ OK ] をクリックします。 


7 [日 K ] をクリックして、 r システムのプ□パティ」画面を閉じます。 

な降は、画面のメッセージに従ってコンピュータを再起動します。 

参ワイヤレス LAN 設定:ユーティリティの設定 

次の手順で、 r ネットワーク名」や 「 WEP キー」などを設定します。 


タスクバーの r ワイヤレス LAN アイコン」をクリックします。 

r ワイヤレス LAN 設定ユーティリティ」画面 一 r 設定」タブをクリックし 
ます。 

r ワイヤレス LAN 設定名」に任意の名前を入力します。 

r ワイヤレス LAN 通信モード」項目の r パソコン間」にチェックを付け、 
「ネットワーク名に SSID )」 に任意のネットワーク名を入力します。 

「ネットワーク名」は、通信する相手側でも同じ名前に設定してください。 

WEP キーを設定する場合は、次の設定を行ってください。 

〇「暗号キー ( WEP ) の設定」から「 40 bit /64 bitJ または「1 28 bit 」 を選がし 
ます。 

AP に登録されている文字数により選択してください。 

〇 「キーの形式」を指定します。「英数字 ( ASCII ) を使用」、「16進数を使胤 
から選がします。 

〇「使用する暗号キ ー 」に、暗号化するときに使用する暗号キーを、キ ー 0〜3 
から指をします。 

〇手順©で指定したキー(キ ー0 〜 3) に WEP キーを入力します。 

WEP キーは、最大で4個まで登録できます。 

〇 [適用]をクリックします。 
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[隠す]をクリックして r ワイヤレス LAN 設定ユーティリティ」画面を閱 
じます。 

これで、ワイヤレス LAN 設定ユーテイリテイの設定は終了です。 



Windows XP の場合 


Windows XP でコンヒュータ間で通信を行うように設定する手順は、次のと 
おりです。 

♦ TCP / IP アドレスの設定： 

次の手順で、 TCP / IP アドレスを設定します。 


[スタートト r 接続」一 r すべての接続の表示」をクリックします。 

「ワイヤレスネットワーク接続」アイコンをちクリックして、表示される 
メニューか！5「プ□パティ」を選択します。 

r 全般」タブ ー r インターネットプ □ トコル( TCP / IP )」をクリックして選 
択して、[プ□パティ]をクリックします。 

r 次の IP アドレスを使う」をチェックを付け、 IP アドレスとサブネットマ 
スクに次のとおり入力します。 

IP アドレス： 

192.168 .1.2 から192.168 .1.254 の間で通信相手と同じアドレスにならな 
いように設定してください。 

サブネットマスク： 

255.2が.255.0と入力します 

「デフォルトゲートウェイ」には、何も入力しません。 

[ OK ] をクリックします。 

r ワイヤレスネットワーク」タブー[詳細設定]をクリックします。 

r コンピュータ相互 (ad hoc ) のネットワークのみ」にチェックを付け、 
[閉じる]をクリックします。 

r 優先するネットワーク」項目の[追力日]をクリックます。 
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r アソシエーション」タブの r ネットワーク名 ( ssiD )」 に任意のネット 
ワーク名を入力します。 

「ネットワーク名」は、通信する相手側でも同じ名前に設定してください。 

WEP キーを設定する場合は、次の設定を行ってください。 

〇「データの暗号化 (WEP 有効)」にチ I ックを付けます。 

©「ネットワーク認証（共有モード)」にチェックを付けます。 

〇 「キーは自動的に提供される」のチェックを外します。 

〇「ネットワークキー」と「ネットワークキーの確認入力」に WEP キーを 
入力します。 

©「キーのインデックス（詳細）」で WEP キーを 1 〜 4 のいずれに割り当 
てるかを指定します。 

キーは最大4個まで登録できます。 

[0 K ] をクリックして、 r 詳細設定」画面を閱じます。 

[0 K ] をクリックして r ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面 
を閉じます。 


♦ コンピュータ名とワークグループの設定 

次の手順で、 r コンピュータ名」と r ワークグループ」を設定します。 

「コンピュータ名」とは、コンピュータを識別するための名前です。それそ、 
れのコンピュータで違う名前をつけてください。 r ワークグループ」は、接 
続するコンピュータ同±で同じ名前を設定してください0 


2 


3 


4 


[スタート] - r コント□ールパネル」 一 r パフオーマンスとメンテナンス」 
一 r システム」をク U ックします。 

「システムのプ□パティ」画面 一 r コンピュータ名」タブー[変更]をクリッ 
クします。 

「コンピュータ名」に任意のコンピュータ名を、 r ワークグループ」にワー 
クグループ名を入力します。 

[0 K ] をクリックして、 r コンピュータ名の変更」画面を閉じます。 



5 「•• •ワークグループへようこそ。」と表示された！ 5[0 K ] をクリックしま 
す。 

0 「変更を有効にするには、コンピュータを再起動してください。」と表示さ 
れた！ 5 [0 K ] をクリックします。 

7 [日 K ] をクリックして、 r システムのプ□パティ」画面を閉じます。 

な降は、画面のメッセージに従ってコンピュータを再起動します。 
コンピュータが再起動したら、設定は終了です。 

Windows XP の場合、設定したネットワーク環境をブロー ドバンドチェン 
ジャーに登録することができます。自宅や会社など複数のネットワークに接 
続する場合は、利用状がに応じてネットワーク設定を切り替えることができ 
ます。 

p . l 65 「ブロー ドバンドチェンジヤーを使う」 

ワークグループへの接続 

ワイヤレス LAN の通信範囲内に2台のコンピュータを設置すると、自動的に 
設定されているワークグループに接続します。ワークグループに接続してい 
る通信先コンピュータを確認する方法は、次のとおりです。 

参 Windows 2000 の場合 

[マイネットワーク]-[近くのコンピュータ]をダブルクリックすると、同 
じワークグループに接続しているコンピュータが表示されます。 

参 Windows XP の場合 


[スタート]—[マイコンピュータ]をクリックします。 

r マイコンピュータ」画面び表示された！5、画面左側の r その他」項目一「マ 
イネットワーク」をクリックします。 
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「ネットワークタスク」項目一 r ワークグループのコンピュータを表示す 
る」をクリックします。 

同じワークグループに接続しているコンピュータが表不されます0 



ファイルやフォルダを共有する 

ファイルやフォルダを共有するように設定すると、接続している相手側のコ 
ンピュータのファイルやフォルダを参照できるようになります。詳細につい 
ては、 Windows のヘルプを参照してください。 
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^ネットワーク機能の切り替え 


本機右側面のネットワークコネクタを使用した有線 LAN に接続を切り替え 
たい場合は、ワイヤレス LAN 機能を無効に設定する必要があります。また、有 
線 LAN の接続を、ワイヤレス LAN の接続に切り替える場合も同様です。 


制限 

ネットワーク機能(有線 LAN ) を使う 

本機背面の LAN コネクタにネットワークケーブルを接続します。ケーブルを 
外すと、ネットワーク機能は無効になります。 

ワイヤレス LAN 機能撫線 LAN ) を使う 

ワイヤレス LAN アンテナを有効にすると、ワイヤレス LAN 機能を使用できま 
す。使用しない場合は、アンテナを無効に設定してください。 

P.152 「ワイヤレス LAN アンテナの設定」 


本機では、ネットワーク機能庙線 LAN ) とワイヤレス LAN 機能(無線 LAN ) 
を同時に使用した場合の動作について、イ呆証していません。 
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ブ□-ドバンドチ I ンジヤ-を使う 

(Windows XP のみ） 

ブロー ドバンドチェンジヤーを使うと、利用環境に応じてネットワークの設 
定を保存することができます。本機を会社や自宅、外出先で使ったりする場合 
などに、簡単に利用環境を切り替えることができます。 


制限 


ブロー ドバンドチェンジャーを使用する際は、ネットワークに接続できる 
状態で巧ってください。 


^ ネットワーク設定の取り込み 


まず、ブロードバンドチェンジヤーにネットワーク設定を取りをみます。 


制限 


登録できるネットワーク設定は、最大20までです。 


設定を取りをむ手順は、次のとおりです。取りをみを行うネットワークに接続 
できる状態で行ってください。 


2 


[スタート] — r すべてのプ□グラム」 一 r ブ□—ドバンドチェンジャ ー 」一 
「ブ□ー ドバンドチェンジャー」をクリックします。 

確認画面が表示された場合は、 [ OK ] をクリックします。 

「ブ□ー ドバンドチェンジヤー」画面で fee 口をクリックします。 


1 ^ 


B 四-け 


□ Lj 1 1 」口 
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r アイコンとネットワーク名の登録」画面び表示された5、ボタンに割り 
付けるアイコンを選択し、ネットワーク名称を入力して [0 K ] をクリック 
します。 



クリックして一覧か 
ら割り付けるアイコ 
ンを選がすることが 


このネットワーク設 
をの名称を入力しま 
す。 















^ ネットワーク環境の切り替え 


制限 


登録したネットワーク環境を切り替える手順は、次のとおりです。 


2 


3 


設定の変更や削除 

ネットワーク設定の変更や削除を行うには、 r ブロー ドバンドチェンジャー」 
画面で、変更または削除したいアイコンを右クリックします。 

設定を変更する場合は「設定の確認•変更」、削除する場合は「設定内容の削除」 
をクリックします。 


[スタート] — r すべてのプ□グラム」 一 「ブロードバンドチェンジヤー」一 
r ブ□ー ドバンドチェンジヤー」をクリツクします。 

確認画面が表示された場合は、 [0 K ] をクリックします。 

「ブ□ー ドバンドチェンジヤー」画面で、利用したいネットワーク環境の 
アイコンをクリックします。 



[0 K ] をクリックします。 

選択したネットワーク環境の設定に切り替わります。 


ネットワーク環境を取り込んだあとに、ハードウエアやソフトウエアの構 
成を変更したときは、登録したネットワーク設定を正常に切り替えられな 
い場合があります。その場合は、いったん設定を削除してから再度取り込 
みを行ってください。 



























I そのほかの機能 

^ USB コネクタを使う 


本機右側面には USB 2.0 に対応した USB コネクタう S 2 個用意されています。 
USB コネクタには USB 対応の機器を接続します。2個のコネクタは同じ機能 
ですので、どちらのコネクタを使用してもかまいません。接続する機器によつ 
ては、デバイスドライバが必要な場合があります。詳しくは、接続する機器の 
マニュアルを ご覧ください。 


接続と取り外し 

USB 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。ただ 
し、タスクバーにアイコン （「 PC カード」アイコンなど）が表示される場合は、 
Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器のマニュアルを 
ご覧ください。 


転送速度 

USB 2.0 のデータの転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 
USB 2.0 コントロー ラに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、 
転送速度は接続する周辺機器が増えると低下します。 


^ IEEE 1 394コネクタを使う 


本機右側面には IEEE 1394 コネクタ （4 ピン）が用意されています。 IEEE 1394 
コネクタには IEEE 1394 対応の機器を接続します。 


接続と取り外し 

IEEE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。 
ただし、タスクバーにアイコン （「 PC カード」アイコンなど）が表示される場合 
は、 Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 
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占 じ： T 才編集をする (Symphomovie インストールモデル) 


rSymphomovie 」 を使用すると、デジタルビデオからの画像の取りをみ、編集 
を行うことができます。デジタルビデオとの接続や、編集方法など Sympho - 
movie の詳しい使用方法は、 『 Symphomovie ユーザーズ マニュアル』 をご覧く 
ださい。 

なお、 rSymphomovie 」 の再インストールを行う場合は、添付の CD - 民 OM から 
インストールするためオプシヨンの薄型ドライブが必要です。 


nnnnnnnnnnn 
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システムの拡張 

メモリの増設方法やコンピュータに接続で 
きる装置について説明しまず。 



拡張でをる装置 

本機内部には、次の装置を増設•交換して、機能を拡張することができます。 



メモリモジュール 

本機には2日 6 MB の内蔵メモ U と、増設用メ 
モ U ス□ット]本び用意されています。増設用 
メモ U ス□ットはタッチパッドの下にありま 
す。胃^己] 21\/1巳(2己61\/1巨内)1メモし1+2己61\/1巨 
増設メモ U ) までメモ U を拡張でさます。 
が P .173 「メモ U モジュールの増設」 



メモリモジュールの増設 

メモリモジュールの 増設作業は コンピュータ 内部の精密部品に触れる可能 
性があるので十分に注意して作業を行ってください。 






メモリモジュールの増設 

本機には 256 MB のメモリが内蔵されています。また、増設用のメモリスロツ 
卜う n 本用意されていて、メモリを増設または交換することができます。 

本機に搭載可能な最大メモリ容量は 512 MB (256 MB 内蔵メモリ +256 MB 増 
設メモリ）です。 


制限 

メモリを増設する場合は、下記仕様と一致する Micro DIMM を、弊社のオプ 
ションー覧より選択してください。 

♦ PC 133 Micro DIMM (Micro SDRAM 使用、 144 ピン） 

参メモリ容量* 128 MB .256 MB 

♦ Non ECC 

* 今後、新しい容量のメモリを取り扱う場合があります。 

最新のオプションー覧は、ホームページに掲載しています。下記 URL のホー 
ムページをご覧ください。 

http://www.epsondirect.co.jp 

^作業時のま意 


Micro DIMM を増設、交換する場合は、次の点に注意してください。 


A 

警告 


金 


♦ Mic の DIMM の増設.交換は本製品の内部が高温になっている際には行わ 
ないでください。义傷の危険があります。作業は電源を切って10 ノ tH ソ上 
待ち、内部が十分冷めてから行ってください。 

•不安定な場所（ぐらついた化の上や、傾いた巧など）で、作業をしないで 
くださし、。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


参電源コンセントに電源プラグを接続したまま、あるいはバッテリパック 
をセットしたままで分解しないでくださし、。感電•义傷の原因となりま 
す。 

♦マニュアルで 指示されている じ (外の分解や改造はしないで くださし、。 け 
がや感電•义災の原因となります。 


本機では、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。メイン 
メモリ容量の表示は、ビデオメモリの容量を差し引いて表示されます。 











本機の電源を切ります。 

接続しているすべてのケーブルを外します。 

本機底面を上にして置き、バッテリを取り外します。 

と^ P .66 r バッテリの交換」 

本機の LDC ユニット側を上にして置き、 LCD ユニットを開きます。 


fk 

制限 


♦ 本機は電源を切っても、コンピュータ内部に微少な電源が流れていま 
す。必ず電源コンセントから電源プラグを外し、バッテリをおいてくだ 
さし、。 

♦作業を巧う前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてくださし、。 
Micro DIMM やコンピュータに静電気が流れると、基板上の部品が壊れ 
るおそれがあります。 

参 Micro DIMM を持つときは、 Micro DIMM の端子部や素子に触れないでく 
ださし、。 Micro DIMM の破損や接触不良による誤動作の原因になりま 
す。 

♦装着する方向を間違えないでくださし、。 Mic の DIMM が抜けなくなるなど 
故障の原因になります。 

参 Micro DIMM を落とさないようにを意してください。強い衝撃が、破損の 
原因になります。 

参 Mic の DIMM の着脱は、頻繁に行わないでください。必要じ(上に着脱を線 
り返すと、端子部などに負担がかかり、故障の原因になります。 


^ メモリの増設 


メモリの増設は、次の手順で行います。 


Micro DIMM の取り付け 


12 3 4 
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Micro DIMM を差し込みます。 

〇切り夕きを突起に合わせます。 

〇 Micro DIMM を約20度の角度でメモリソケットに差し込みます。 
この際、 Micro DIMM の端子部や素子に触れないようにしてください。 



Micro DIMM を静かに倒します。正しく装着すると r カチッ」と音びしま 
す。 



固定タブ 

(反が側にもあります） 












8 


9 

10 


タッチパッドを取り付けます。 

〇タッチパッドを垂直に起こします。 

©タッチ パッドをゆつくりとキーボード側に倒します。 
©タツ チパッドがロックするまで押し込みます。 



コンピュータを使用できるように取り外したバッテリと、ケーブル類を 
もとに戻します。 

P .66 r バッテリの 交換」 

「BIOS Setup ユーティリティ」を起動して、総メモリ容量を確認します。 

〇コンピュータの電源を入れて、 fTTl を押し 、 「BIOS Setup ューティリ 
ティ」を起動します。 

P.183 「BIOS Setup ユーティリティの起動」 

〇 「 Main メニュー画面」一 「Extended Memory 」 で総メモリ容量を確認し 
ます。 

本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。装着して 
いる総メモリ容量から、ビデオメモリで使用するメモリ容量を引いた容 
量が表示されます。 

装着した容量だけ、メモリ容量が増えていれば作業は完了です 。 「BIOS 
Setup ューティリティ」を終了します。容量が増えていない場合は 、 Micro 
DIMM が正しく装着されていないことが考えられます。電源を切ってか 
ら装着し直してください。 
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メモリの取り外し 
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I 外付け可能な周辺機器 

本機には、次のような周辺機器を取り付けることができます。各コネクタへの 
接続方法は、本書または接続する周辺機器のマニュアルをご覧ください。 



□□□□□□口 
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BIOS の設定 

コンピュータの基本状態を管理しているプ 
□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する方法に 
ついて説明します。 



BIOS の設定を始める前に 

BIOS は、コンピュータの基本状態を管理しているプログラムです。このプロ 
グラムは、メインボード上に民 0M として搭載されています。 

BIOS の設定は、 「BIOS Se 叫)ユーティリティ」で変更できます力^'、購入時のシ 
ステム構成に合わせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあ 
りません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
• マウスを使う場合 
参パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。 

設定値をよく確認してから変更を行ってください。 BIOS Setup ユーティリ 
ティで変更した内容は、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメモリ領域に保存さ 
れます。このメモリはリチウム電池によってバツクアツプされているため、コ 
ンピュータの電源を切ったり、リセットしても消去されることはありません。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Setup ユーテイリテイの内容は、リチウム電池で保持しています。本機 
のリチウム電池の寿命は数年です。日付や時間が異常になったり、設定した 
値が変わってしまうことが頻発するような場合には、リチウム電池の寿命が 
考えられます。修理センターまでご連絡ください。 


制限 


♦ 設定値を変更して、動作が不安定になったり、リチウム電池の寿命で内 
容をイ呆持できなくなった場合に備えて、必ず購入時の設定と変更後の設 
定値を記録しておいてください。 

P.196「BIOS Setup ユーテイリテイの設定値」 

• 設定を変更後に、万一動作が不安定になった場合は 、「 Load Setup Defaults ] 
(初期値に戻す）または 「Discard Changes 」 （前回イ呆存した設定値に戻 
す）を実行することでもとの値に戻すことができます。 

P.186 「設定値をもとに戻すには」 

♦エプソンダイレクト製じ(外の BIOS を使用すると、 Windows が正常に動 
作しなくなる場合があります。 エプソンダイレクト製必外の BIOS への 
アッ_プグレードは絶がに狂わないでください a 



I BIOS Setup ：!- ティリティの操作 

達 BIOS Setup ユーティリテイの起動 


2 


3 


仕様び前回と異なるとさ 

コンピュータの状態う 《 、前回使用していたときと異なる場合には次のメツ 
セージが表示されます。 

Press F 1 to continue , F 2 to enter SETUP 

このメツセージが表示されたら [_ F 2 Iを押して BIOS Setup ユーテイリテイ 
を起動します。通常はそのまま r Exit Saving Changes」 を実行して終了しま 
す。 

p.187「BIOS Setup ユーテイリテイの終了」 
rm を押すとシステムが起動しますが、動作中に問題が発生する可能性が 
あります。 


コンピュータの電源を入れます。すでに電源び入っている場合はリセッ 
卜します。 

黒い画面の下の方に次のメッ 
セージび表示されている間に 


キーボードのを押しま 
す。 

表示される時間は短いです。 

Press F2 to enter SETUP - ^ 

このメ ツ セージが 表示 されている 


EPSON DIRECT 


I Press F2 to enter SETUP 


間に r F2 ] を押さないと Windows 
が起動します。 

「BIOS Setup ユーテ イリテイ」 
び起動して Main メニュー画面 
び表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

System Time: [22:32:3 刮 

System Date; [10/08/1998] 

Diskette A: 1.44MB 

► IDE Adapter Master [3242MB] 

► Secondary Master [CD-ROM] 

Video Display Device: [LCD & CRT] 

Memory Cache; [Enabled] 

System Memory 640 KB 

Extended Memory 31680 KB 

Item Specific Help 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

<Ent6r> selects field . 

Help Select Item 巧^^ Change Values Setup Defaults 

Exit Select Menu Select ► Sub-Menu Save and Exit 


BIOS Setup ユーテイリテイ画面（イメ ージ） 


B -。^ □□日 



























^BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


「BIOS Setup ユーテイリテイ」の操作は、キーボードで行います。 

操作は、次の順番で行います。 

© I 「処理メニュー」を選が I 一②[「設叔頁§」を選択卜③ I 「設定値」を選が 

詳しい操作方法は、次のとおりです。なお、各設定項目の説明は、 P.188「BIOS 
Setup ユーテイ リ テイの設定項目」をご覧ください。 


くメニュー画面> 


■ Main 

System Time: [22:32:39] 

System Date: [10/08/1998] 

Diskette A; 1.44MB 

►却 Adapter Master [3242MB] 

V ► タム ondary Master [CD-ROM] 

Video Display Device: [LCD & CRT] 

Item Specific Help 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

<Enter> selects field. 

System Memory 640 Kl 

Extended Memory 31680 

3 

KB 



T 1 麻; J ■じ貼 


I I 「処理メニュー」を選が I 
[ — ►][ < — ] で' 変更します。 

起動直後は、 rMain メニュー画面」が表示されてい 
ます。 


②「設定項目」を選が 


m m で変更します。 


が Values Setup Defaults 

a ► Sub-Menu . Save and Exit 


③「設定値」を選が 


黒字表示されていると、設定変更可能です。 
□ □(スぺ-スキ-)/に豆〕 + GZD を巧す 
と値が変わります。 

〇□を巧すと「選がウィンドウ」が表示さ 
れます。 


く選がウィンドウ >- 


選がウィンドウ内の設定値を m m で変 
更し、 W で設定します。 


Primary IDE [FUJITSU MHM 2100 AT] 


Item Specific Help 


Cylinders: 

Head 
Sector 

Maximum I.BA Capcity 

Multi-Sector Transfers 
SMART Monitoring 
PIO Mode 
ULTRA DMA Mode 



any sectors per bl 
s drive supports 


Help Select Item 化品 Change Values 

Exit Select Menu •ホ— Select ► Sub-Mem 


Setup Defaults 
Save and Exit 


J 


► マークの付いている設定項目を選がして nrn を押すと、「サブメニ- 
れます。 


-画面」が表ホさ 


くサブメニュー画面> 


PhoenixBIOS Setup Utility 

IDE Adapter Master [3242MB] 

Item Specific Help 

Type: [Auto] 

Cylinders: ’ e に’ 

Heads (1 j 

Sectors: [巧 

Maximum Capacity: 3242MB 

Multi-Sector Transfers: \1' 

LBA Mode Control: 

32 刖 1 伯： [Enabled] 

Transfer Mode: た:.‘ PO 

Ultra DMA Mode: い -, t っ、’.-却 

Auto = autotypes 
hard-disk drive 

installed here. 

None = force setting no 

IDE device. 

CD-ROM = fl CD-ROM 

drive is installed here. 

User = you enter 
parameters of hard-disk 
drive installed at this 

connection. 

Help Select Item Change Values Setup Defaults 

Exit Select Menu Select ► Sub-M 即 u Save and Exit 


「サブメニュー 画面」 での 設定方法は、 「メニュー 画面」 で 
の設定方法と同様です。 

を巧すとく メニュー画面>に戻ります。 






















































キー操作一覧 


キー 

操作できる内容 

( F 1 し （Alt 川 H ) 

ヘルプを表示します。 

(Esc ) 

「 EXIT 画面」を表示します。 

サブメニュー画面からメニュー画面に戻りま 

す。 

(午しい J 

設定を変更する項目を選択します。 

(户 ） 5 ( —►) 

処理メニューを選択します。 

[Fn い （ -) 

( ](： スペースキー） 

項目の値を変更します。 

い） 

• メニュー画面中の►マークの付いている項 

目で押すとサブメニューを表示します。 

-選択項目の選択ウィンドウを表示します。 

-設定値を選択します。 

I F 9 ) 

全設定項目の値を初期値に戻します。 

( F 10 ) 

変更した設定値を保存して終了します。 

( PgUp ), [ Home ) 

表示されているメニューの中の最初の項目に 

移動します。 

(PgDn し [ Fn ) + ( End I 

表示されているメニュー画面の中の最後の項 

目に移動します。 




^ 設定値をもとに戻ずには 


BIOS Setup ユーテイリテイの設定を間違えてしまい、万ーコンピュータの動 
作が不安定になってしまった場合などには、 BIOS Setup ユーテイリテイの設 
定を初期値や前回保存した値に戻すことができます。 


初期値に戻す (Load Setup Defaults ) 

BIOS Setup ユーテイリテイの設定を、 BIOS の初期値に変更します。 


1 [ F 9 ) を押す、または 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load Setup Defaults 」 を 

選択すると次のメッセージび表示されます。 

Setup confirmation 
Load deiault configuration now ? 

[Yes] [No] 


2 BIOS の設定を変更する場合は、 [ Yes ] を選択してを押します。 

変更しない場合は [ No ] を選択して[のを押します。 


前回保存した設定値に戻ず （Discard Changes ) 

BIOS Setup ユーテイリテイを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 


1 「 Ex け」メニュー画面一 「Discard Chan 呂 es 」 を選択すると、次のメッ 

セージび表示されます。 

Setup confirmation 
Load previous coniiguration now ? 

[Yes] [No] 


2 BIOS の設定を前回保存した値に戻す場合は、 [ Yes ] を選択して nri 
を押します。 
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^ BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


変更した内容を保をし、終了する （Exit Saving Changes ) 

BIOS Setup ユーテイリテイを終了するには、次の2通りの方法があります。 


2 


3 


を押す、またはを押し、 「 Exit 」 メニュー画面を選択し 

ます。 


「Exit Savin 呂 Chan 呂 es 」 を選択しを押します。次のメッセージ 
び表示されます。 


Setup coniirmation 


Save configuration changes ana exit now ? 
[Yes] [No] 


変更した設定値を保巧して終了する場合は [ Yes ] を選択し、のを押 
します。 


変更した内容を破棄し、終了する (Exit Discarding Changes ) 


2 


3 


を押す、または厂 

ます。 


〕を押し、 「 Exit 」 メニュー画面を選択し 


「Exit Discarding Chan 呂 es 」 を選択し、 [ ^ ) を押します。 

設定値が変更されていなければ、そのまま BIOS Setup ユーティリティが 
終了し、システムが起動します。 

設定値び変更されている場合は次のメッセージび表示されます。 


Setup Warning 


Configuration has not been saved! 
Save before exiting ? 

[Yes] [No] 


変更した設定値を保巧せずに終了する場合は [ No ] を選択し、を押 
します。 


B -0 O □□日 
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■ BIOS S 加 pi - ティリティの設定項目 

本章では、 BIOS Se 叫)ユーティリティで設定できる項目と、設定方法などに 
ついて説明します oBIOS Setup ユーティリティのメニュー画面には、次の；5つ 
のメニューがあります。 

参 Main メニュー画面 参 Security メニュー画面 

参 Advanced メニュー画面 参 Boot メニュー画面 

参 Exit メニュー画面 

^ Main メニュー画面 


「Main」 メニユー画面では、次の設定を行います。 
♦ 日付と時刻の設定 
♦ 起動時の状態の設定 


設定項目と詳細は、次のとおりです。 ※は表示のみ 

は初期値 


System Time (hh:mm:ss) 時間の設定 

時刻を設定します。 

System Date (mm:dd:yy) H 付の設定 

日付を設定します。 

Hard Disk Type《 

接続している HDD の型番を表示します。 

Internal Numlock 

起動時の Num Lock の状態を設定します。 

Enabled : Num Lock が押された状態にします。 

Disabled : Num Lock が押されていない状態にします。 

C3 State 

CPU が処理を行っていないときに、消費電力を大幅に抑える機能を使用す 

るかどうかを設定します。 

Enabled :消費電力を抑える機能を使用します。 

Disabled :消費電力を扣Iえる機能を使用しません。 

Quick Boot 

システム起動時のメモリチ卫ック等を省略して、起動時間を短縮するかど 

うかを設定します。 

Enabled :起動時間を短縮します。 

Disabled :起動時間を短縮しません。 

CPU Information 《 

装着している CPU の情報を表示します。 

External Memory 《 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。本機はメインメモリ 

の一部をビデオメモリとして使用します。ビデオメモリの容量を引いた容 

量が表示されます。 

CLKRUN 

各デバイスが動作していないときに CPU クロック制御を停止し、消費電力 

を抑えるかどうかを設定します。 

Enabled : CPU クロック制御を停止して消費電力を抑えます。 

Disabled : CPU クロック制御を停止して消費電力を抑えません。 













^ Advanced メニュー画面 


「Advanced」 メニュー画面では、タツチパッドに関する設ぉをイ子います0 


設定項目と詳細は、次のとおりです。 


LPT Port 

初期値 [ Auto ] のまま使用してください。 

Mode 《 

LPT Port のモードが表示されます。 

Internal ibuchpad 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 

外付けマウスのみを使用する場合は、 [ Disabled ] を選択します。 

Disabled :タッチパッドを使用しません。 

Enabled :タッチパッドを使用します。 
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^ Security メ ニュー画面 


「 Security 」 メニュー画面では、次のような内容に関する設定を行います。 
• パスワードの設定 

♦ オンボードの各種デバイスに関する設定 


Set Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] が表示されている状態でに口を押すとパスワード設定ウィンドウ 

が表示されます。 

User Password は、 Supervisor Password を設定すると、パスワード設定が可 
能になります。 

Password on boot 

システム起動時にパスワード入力を要求するかしないかを設定します。 

Disabled :要求しません。 

Enabled :要求します。 

Hard Disk boot Sector 

HDD のブート領域への書きをみを禁止にするかどうかを設定します。 HDD 
のフォーマツトや再インストールを行うときは、 [Normal] に設定してくだ 

さレ、 0 

Normal :書き込みを許可します。 

Write Protect :書きをみを禁止します。 

Device 

Configuration 

USB Port 

USB 機能を使用するかどうかを設定します。 

Enabled : U 沈機能を使用します。 

Disabled : USB 機能を使用しません。 

Audio 

サウンド機能を使用するかどうかを設定します。 

Enabled :サウンド機能を使用します。 

Disabled :サウンド機能を使用しません。 

Modem 

FAX モデム機能を使用するかどうかを設定します。 

Enabled : FAX モデム機能を使用します。 

Disabled : FAX モデム機能を使用しません。 

LAN 

メインボード上の LAN 機能を使用するかどうかを設定します。 

Enabled : メインボード上の LAN 機能を使用します。 

Disabled : メインボード上の LAN 機能を使用しません。 

PC Card/ 

圧 EE 1394 

PC カード/ CF カード/ IEEE1394 機能を使用するかどうかを設定します。 
Enabled : PC カード/ CF カード/旺邸 1394 機能を使用します。 

Disabled : PC カード/ CF カード/ IEEE 13 94 機能を使用しません。 

Wireless LAN 

ワイヤレス LAN 機能を使用するかどうかを設定します。 

Enabled :ワイヤレス LAN 機能を使用します。 

Disabled :ワイヤレス LAN 機能を使用しません。 
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パスワードの設定 


パスワードを設定しておくと、他人に無断でコンヒュータを使用されたり、 
BIOS の設定を変更されたりするのを防ぐことができます。 

パスワードの設定は、次の手順で巧います。手順は Supervisor パスワードをも 
とに記載していますが、 User パスワードも同様の手順で行います。 


2 

3 


4 


制限 


パスワードの設定方法は、次のとおりです。 

に6* Supervisor Password 」 項目で、 （ ^ ] を押します。次の画面び 
表示されます。 

Setup Supervisor Password: 

Enter New Password [ ] 

Confirm New Password [ ] 


「Enter New Password 」 欄にパスワードを入力し、 （^ ) を押します。 
パスワードは8文字まで入力できます。 

「Confirm New Password 」 欄に、確認のため手順2と同じパスワード 
を入力し、を押します。同じパスワードを入力しないと、エラーに 
なります。 

「Changes have been saved 」 とメッセージび表示された!5、 
liContinue ] び選択されている状態でにのを押します。これでパスワー 
ドの設定は終了です。 


登録したパスワードは、書き移してイ呆管するなどして忘れないようにして 
くださし、。パスワードを忘れると、 Windows の起動および BIOS の設定変更 
ができなくなります。 

万一、パスワードを忘れた場合は、修理センターまでご連絡ください。 
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BIOS Setup ユーテイリテイ起動時に要求されるパスワード入力画面で 、 User 
Password を入力した場合は 、 BIOS Setup ユーテイリテイで設定できる項目 
が下記の項目に限定されます。 

参「 Main 」 メニュー画面 - 「 System Time」， 「 System Date 」 

参「 Security 」 メニュー画が - 「Set User Password 」 

• rbxit 」 メニュー画面 一 「 Exit Saving Changes」， 「 Exit Discarding Changes 」 


パスワード入力時の注意 

パスワード設定時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえ 
ば、数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモード 
ではない状態でパスワードを入力するとエラーになります。 


パスワードの変更 

パスワードの変更方法は、次のとおりです。 


2 

3 

4 
己 


に61 Supervisor Password 」 項目で、 （夺 i 1 を押します。次の画面び 
表示されます。 


Setup Supervisor Password : 

Enter Current i^assword 

[ 

] 

Enter New Password 

[ 

] 

Confirm New Password 

[ 

] 


[Enter Current Password 」 欄に今まで使用していたパスワードを入 
力しを押します。 

「Enter New Password 」 欄に新しく設定したいパスワードを入力し 
厂;^を押します。 

「Confirm New Password 」 欄に、確認のため手順3と同じパスワード 
を入力し、を押します。 

「Changes have been saved 」 とメッセージび表示された!5、 
l ： Continue ] び選択されている状態でを押します。これでパスヮー 
ドの変更は終了です。 
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パスワードの解除 


パスワードの解除方法は、次のとおりです。 
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^ Boot メニュー画面 


「 Boot 」 メニュー画面では、システムを起動するドライブの順番を設定しま 
す。コンピュータが 「Boot Sequence 」 で設定されたドライブの順番にシステ 
ムを検出して、システムが見つかったドライブから起動します。初期設定は、 

出 ard Disk Drive] 、 [Floppy Disk Drive ] 、 [ CD-ROM Drive] 、 [Network Boot ] 

です。 

ドライブを選択して [1 (スペース キー）を押すと、そのドライブの順番が 
1つ上がります。 

ドライブを選択して〔品^ + nn を押すと、そのドライブの順番が1つ下 
がります。 


Boot 

Sequence 

Hard Disk Drive 

HDD から起動します。 

Floppy Disk Drive 

オプションの USB FDD から起動します。 

CD-ROM Drive 

オプションの USB 接続の薄型ドライブから起動します。 

Network Boot 

有線 LAN を使用して、接続しているサーバー上の OS を起動します。 

USB FDD 

オプションの USB 接続の FDD や薄型ドライブから起動するかどうかを設定 

します。 

Enabled : Boot Sequence の設定にしたがつて、 USB 接続の FDD また 

は薄型ドライブから起動します。 

Disabled : USB 接続の FDD または薄型ドライブから起動しません。 

LAN Boot 

リモートブートを行う場合に Enabled に設定します。 

Enabled : 有効にします。 

Disabled : 無効にします。 
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^ Exit メニュー画面 


に xit 」 メニュー画面は、 BIOS Setup ユーテイリテイをどのように終了するか 
を設定する場合に使用します。設定項目と詳細は、次のとおりです。 


Exit Saving Changes 

変更した内容 ( 設定働を保存してから、 BIOS Setup ユーテイリテイを終了 
します。 

Exit Discaramg Changes 

変更した内容 ( 設定働を保存せずに、 BIOS Setup ユーテイリテイを終了し 
ます。 

Load Setup Defaults 

BIOS Setup ユーテイリテイの設定値を、 BIOS の初期値に戻します。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーテイリテイを終了させずに、変更した設定値を前回保存し 
た設定値に戻します。 

Save Changes 

変更した内容 ( 設定値）を BIOS Setup ユーテイリテイを終了させずに保存し 
ます。 
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^BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Setup プログラムで設定を変更した場合は、変更内容を下表に記録して 
おくと便利です。購入時の設定および変更した内容は必ず記録しておいてく 
ださい。 


Main メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal NumLock 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

C3 State 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Quick Boot 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

CLKRUN 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 


Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 


Security メニュー画回— 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Hard Disk boot Sector 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Device 

USB Port 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Co 打 fig- 

Audio 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

uration 

Modem 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 


LAN 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 


PC Card/ 圧邸 1394 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 


Wireless LAN 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Disabled 


Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot 

Sequence 

1 



2 



3 



4 



USB FDD 

Enabled Disabled 

Enabled Disabled 

LAN Boot 

Enabled Disabled 

Enabled Disabled 



































ソフトウェアの 
再インストール 

ソフトウェアを再インス I ^ールする手順に 
ついて説明しまず。 



I 再インスト-ルずる Eg ず輸みください 

ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきたい情報に 
ついて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows やデバイスドライバなどのソフトウエ 
アを新しくインストールしなおす作業のことを、本書では、 r リカバリ」と記載 
します。 


^リカバリび必要な場合 


リカバリはなんらかの原因で Windows が起動しなくなった場合などに行い 
ます。通常は必要ありません。 


^ -重要事項 


リカバリを行う前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

♦ エプソンダイレクト製な外の BIOS に、絶対にアツプデートしないでくだ 
さい。弊社製な外の BIOS にアツプデートすると、リカバリができなくなり 
ます。 


♦ 次のようなことを行うと 、 HDD からリカバリを実行することができなくな 
ります。絶対に行わないでください。 

. 別の OS をインストールした場合 

. HDD のブート領域の情報を変更できるような市販のアプリケーションを 
使用して、ブート領域を書き換えた場合 
. MS - DOS の 「 FDISKD / MB 民」（□はスペース）コマンドを実行した場合 
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• Norton Anti Vims 2003で、 90 日経過後に更新権を購入してウイルス定義ファ 
イルの更新サービスを継続している場合、再インストールを行うと更新権 
が無効になります。この場合、再度更新権を購入していただく必要があり 
ます。あらかじめご了承ください。 

P . 140 「コンピュータウイルスの 検索.駆除」 

•インストール方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場 
合があります。栖包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順 
に従って作業をすすめてください。 


♦ HDD 上の重要なデータは D ドライブ、または別のメディアに、必ずバック 
アップしておいてください。リカバリを実行すると、 HDD をフォーマット 
するため、 C ドライブのデータはすべて消去されます。 


I ソフトウ I アの再インスト-ルを巧う 


本章では、再インストールの方法について記載しています。 

本機では、次のいずれかの方法でリカバリを行うことができます。 

参 HDD のリカバリイメ ージからリカバリを実行（推奨） 

HDD のリカバリイメー ジを使用してリカバリを行います。高速に 
Windows やデバイスドライバを再インストールすることができます （約け 
分 )0 


牌 


リカバリイメージからリカバリ を実行すると、リカバリ CD を作成するこ 


とはできなくなります。 

制限 



参リカバリ CD からリカバリを実行 

「 Bootable CD Creator 」 で作成したリカバリ CD からリカバリを実行しま 
す。リカバリ CD を使用する場合には、本機専用オプシヨンの薄型ドライブ 
が必要です。また、リカバリには約1時間かかります。 

リカバリ CD を作成していない場合は、リカバリを実行する前にリカバリ 
CD を作成しておいてください。 

P.208 「リカバリ CD の作成」 


制限 


リカバリ CD を作成すると、 HDD からのリカバリは実行できなくなりま 
す。 


必要なメディア 


Windows のインストールに必要なメディアは、リカバリ方法によって異なり 
ます。 

参 HDD のリカバリイメ ージを使用する場合 

Windows のインストールには、 CD - 民 0 M や FD などの特別なメディアは必 
要ありません。 
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• リカバリ CD を使用する場合 

r Bootable CD Creator」 で作成したリカバリ CD を使用します〇 Windows 
2000用は2枚組、 Windows XP 用は3枚組です。 

また、本機専用オプションの薄型ドライブも必要です。 

Symp] 10 movie インストールモデルや Office XP インストールモデルの場合、 
アプリケーシヨンの再インストールには添付の CD- 民 OM を使用します。 

またお使いのシステム構成によっては、 CD-ROM などのメディアが必要にな 
る場合もあります。詳しくは、アプリケーションや周辺機器に添付のマニユア 
ルをご覧ください。 

なお、 CD- 民 OM や FD を使用する場合は、オプションの薄型ドライブ、または 
USB FDD が必要です。 


インストールの順番 


再インストールは、次の順番で行います。 



な P.204 「リカバリの実行」または、 
^^ p .210 「リカバリ CD によるリカバリの実行」 


P.44 「 Windows のセツトアップ」 


が P .140 r コンピュータウィルスの検索•駆除」 


な P.206 「そのほかの作業」 




201 











^ インストール作業における確認事項 



再インストールを始める前に、下記の点をご確認ください。 

制限 

リカバリを実行すると、 Windows とドライバ類を同時にインストールし 

ます。 Windows のみをインストールすることはできません。 

インストール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 

ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことを 

おすすめします D 


HDD のファイルシステム 

NTFS を使用して領域を作成し、 Windows をインストールします。 


ドライブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 

C ドライブ: HDD ( Windows がインストールされている領域） 

D ドライブ: HDD (残りの領域） 

入力文字 

インストール手順中の入力义字の表記は、すべて大文字で記載していますが、 

入力する際は大文字•小文字のどちらで入力してもかまいません。 


管理者権限で□グイン 

アプリケーシヨンや周辺機器に添付のデバイスドライバのインストール作業 
などは、「コンピュータの管理者 ( Administrator ) 」権限でログインして行って 
ください。 
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Windows CD - ROM を要求された 5 

デバイスドライバのインストール時に 「 WindowsCD - 民 OM 」 を要求されるこ 
とがあります。このような場合には、次のフォルダ名を指定してください。 

Windows 2000: C :¥ I 386 (¥1386の I はアルファベット） 

Windows XP : C :¥ WIND 0 WS ¥ I 386(¥ I 386 の I はア J レファベット） 


各種設定の確認 

ネットワークやモデム、インターネットなど使用している場合は 、 Windows 
をインストールすると、再設定が必要になります。設定を書き移しておいてく 
ださい。 


^ リカバリの実行 


ここでは、 HDD のリカバリイメー ジから Windows を再インストールする手 
順について説明します。 

[Bootable CD Creator」 で作成したリカバリ CD からリカバリを実行する場合 
は、 P.210 「リカバリ CD によるリカバリの実行」を参照してください。 


2 

3 

4 
己 

6 

7 


コンピュータの電源を入れます。すでに電源び入っている場合はコン 
ピュータを再起動します。 

次のメッセージび表示された5店立]を押します。 

「 EPSON DI 民 ECT」 画面が表示された直後にこのメッセージが表示され 
ます。 

Press F10 to Recover 

「 EasyRestore 」 画面び表示された!5、[続ける]をクリックします。 

「警告」画面び表示されます。[はい]をクリックします。 

ファイルのコピーび始まります。ファイルのコピーには、数分程かかりま 
す。 

「Press any key to continue ..」 と表示された!5、どれかキーを押しま 
す。 

コンピュータび再起動して Windows のセットアップび始まります。こ 
れでリカバリの実行は終了です。 
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^ Windows のセツトアップ 


Windows のセットアップを斤います。 

p .44「 Windows のセットアップ」 

^ Norton Antivirus 2003のインスト ー J レ 


NortonAntiVirus 2003をインストールします 0 

p .140 「コンピュータウイルスの検索•駆除」 
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インストールは、次の手順で行います。 


に夕ート] - r ファイル名を指定して実行」をクリックします。 

「名前」に次のとおり入力して、 [0 K ] をクリックします。 
C :¥ DRIVERS ¥ WXP ¥ SBSI ¥ SETUP¥SETUP 

「ようこそ」画面び表示された！5、[次へ]をクリックします。 

r 製品ライセンス契約」画面び表示された5、[はい]をクリックします。 

「 Microsoft インタラクテイブトレーニング」画面び表示された！5、「名 
前」と哈社名」を入力して[次へ]をクリックします。 

にの登録情報は正しいですか？」と表示されたら、入力した r 名前」と哈 
社名」を確認して[はい]をクリックします。 

「セットアップび完了しました。…」と表示された!5、院了]をクリック 
します。 

「 Readme 」 ファイルび表示されます。内容を確認した5ち上にある図を 
クリックします。 

Windows を再起動します。 Windows び再起動した5、ステップバイス 
テツプインタラクテイブのインス I ルは終了です。 


^ そのほかの作業 


SBSI のインストール (Windows XP のみ） 

WindowsXP の使い方の詳細がデスクトツプ上でいつでも見られるよう L 
rSBSI (ステップバイステップインタラクテイブ）」をインストールします。 



インストール中に「警告」が表示された場合には 

Norton AntiVims 2003がインストールされている場合は、インストール中に 
「警告」画面が表示されることがあります。このような場合は、 P.144 [Norton 
Antivirus 2003使用時の注意」を参照してが処してください。 
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各種ドライバのインストール 


お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーティリティ、アプリケー 
シヨンなどのインストールが必要です。インストールは、あらかじめオプシヨ 
ン類に添付されていたメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使い 
になるオプシヨン類に添付のマニュアルをご覧ください。 

なお、 CD や FD のメディアを使用する場合は、オプシヨンの薄型ドライブや 
USB FDD が必要です。 


インストールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイ 
が必要になります。 

♦ USB 対応機器を使用する場合 ： USB 機器に添付のドライバ 

♦ プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


アプリケーションのインストール 

Symp] 10 movie インストールモデルや Office XP インストールモデルの場合に 
は、アプリケーションのインストールを行います。インストール方法の詳細に 
ついては、アプリケーションに添付のマニュアルをご覧ください。 


四 


これらのアプリケーシヨンのインストール用データは、 CD - ROM に登録 
されています。アプリケーシヨンのインストールを行うには、オプシヨン 
の薄型ドライブが必要です。 
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^ リカバリ CD の作成 


本機では、 「Bootable CD Creator」 を使用して、 HDD のリカバリイメージを 
CD- 民にコピーして、リカバリ CD を一度だけ作成することができます。リカ 
バリ CD は、 Windows を再インストールするために使用します。 

本機では、通常 HDD のリカバリイメージを使用して、約15分で Windows を再 
インストールすることができます。リカバリ CD を使用してリカバリを実行 
すると約1時間かかるため、リカバリ CD 作成は必要に応じて行ってくださ 

い 0 

なお、リカバリ CD を作成すると、 HDD からのリカバリは実行できません。 


fk 

制限 


♦ リカバリ CD を作成する前に、 HDD からリカバリを実行すると、リカバ 
リ C D を作成することができなくなります。 

♦ リカバリ CD は、一度しか作成できません。 

♦あらかじめ、すべてのアプリケーシヨンを終了させてから、リカバリ CD 
の作成を行ってくださし、。また、リカバリ CD 作成中は、イ也のアプリケー 
ションを実行しないでください。 

♦リカバリ CD を作成する場合や、作成したリカバリ CD を使用してリカバ 
リを実行する場合は、必ず本機専用オプションの薄型ドライブを使用し 
てください。 

♦ リカバリ CD を作成する際は、必ず AC アダプタを接続して行ってくださ 

い。 

♦ 作成したリカバリ CD は、本機じ(外では使用できません。 

♦リカバリを実行する場合は、省電力機能をあらかじめ無効に設定してく 
ださい。 

p .134 「省電力機能を使う」 
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リカバリ CD の作成方法 

リカバリ CD の作成には、書き込み可能な CD- 民メディアろ S'、Windows 2000の 
場合は2枚、 Windows XP の場合は3枚必要です。リカバリ CD 作成を行う前に、 
あらかじめ準備をしておいてください。 

リカバリ CD を作成する手順は、次のとおりです。 

1 オプシヨンの薄型ドライブを接続して、書き込み可能な CD-R メディア 

をセットします。 

〇 [スタートト r (すべての）プ□グラム」一 「NetJapan BCDC 」 をクリッ 

クします。 

3 「Bootable CD Creator SE 1.0」 画面び表示された！5、[リカバリ CD 
の作成]をクリックします。 

4 「リカバリ CD は一度しか作成できません。続けますか？」と表示された 
5、[はい]をクリックします。 

5 「空の書き込み可能な CD - R び2枚 (Windows XP の場合は3枚)必要で 
す。続けますか？」と表示された！5、 [ OK ] をクリックします。 

CD- 民への書きをみが開始します。 

0 「ブランクディスクを入れてください。」と表示された！ 5、 CD - R を入れ替 

えて [ OK ] をクリックします。 

Windows XP の場合、2枚目の CD- 民への書き込みが終了すると、このメッ 
セージが再度表示されます。 

7 rCD の作成び終了しました。」と表示された!5、 [ OK ] をクリックします。 

Q [終了]をクリックして、画面を閱じます。 

g Windows を再起動します。 

これで、リカバリ CD 作成は完了です。作成したリカバリ CD には、それぞ 
れ「リカバリ CD Disci」、r リカバリ CD Disc2J (Windows XP の場合は「リ 
カバリ CD Discs 」）と明記して、大切に保管してください。 

リカバリ CD を利用してリカバリを実行する方法については、 P.210 「リカバ 
リ CD によるリカバリの実行」を参照してください。 
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^ リカバリ CD によるリカバリの実行 


ここでは、 r Bootable CD Creator」 で作成したリカバリ CD を使用してリカバ 
リを実行する手順について説明します。 HDD のリカバリイメージからリカバ 
リを実行する場合は P.204 「リカバリの実行」を参照してください。 


fk 

制限 


リカバリ CD を使用してリカバリを実行する際は、かず本機専用オプショ 
ンの薄型ドライブを使用してくださし、。専用オプションじ(外の薄型ドライ 
ブを使用した場合、リカバリ CD は動作しません。 


リカバリ CD を使用して、リカバリを実行する手順は次のとおりです。 
リカバリの所要時間は、約1時間です。 


2 

3 


4 


已 


オプションの薄型ドライブをコンピュータに接続して、「リカバリ CD 
Disci 」 をセツトします。 

コンピュータを再起動します。 

「BIOS Setup ユーティリティ」を起動して、薄型ドライブの起動順位を 
1番に変更します。 

〇を押し 、 「BIOS Setup ューティリティ」を起動します。 

Q を数回押して、 「 Boot ! メニュー画面を表示します。 

© 「 Boot Sequence 」 を選がして、い ] を押します。 

〇に0-的1\/1 Drive 」 を選がし 、 f ] (スぺースキー)を押し、 「 CD-ROM 
Drive 」 を一番上に移動します。 

〇 を押して 「 Boot 」 メニュー画面に戻ります。 


「BIOS Setup ユーテイリテイ」を終了します。 

〇 [ — ► J を押して、 「 Exit 」 メニユー画面に移動し 、 「Exit Saving Changes 」 
が選がされている状態で〔三厂1を押します。 

0 「 Setup confirmationJ 画面が表示されたら、 [ Yes ] が選がされている状 
態で厂^を押します。 

コンピユータび起動して 「 EasyRestore 」 画面び表示された5、[続け 
る]をクリックします。 


























0 「警告」画面び表示されます。[はい]をクリックします。 

7 フアイルのコピーび始まります。 

フアイルのコピーには 約1時間かかります。処理が遅いよう に 見えても、 
不具合ではありません。そのままお待ちください。 

「フアイル" XXXX" が入っているメディア 2(3) をドライブ Q に挿入して 
ください。」と表示されたら、 r リカバリ CDDisc2(Disc3)」 をセットして、 
[0K] をクリックします。 

Q 「コンピュータの再起動」画面び表示された!5、薄型ドライブか5「リカバ 

U CD 」 を抜いて[再起動]をクリックし、コンピュータを再起動します。 

q コン ピュータの再起動時に 「BIOS Setup ユーテ ィリティ」を起動し、手 

順3で変更した 「 CD-ROM Drive 」 の起動順をもとに戻します。 

]Q コンピュータび起動すると Windows のセットアップび始まります。こ 

れでリカバリの実行は終了です。 


な降は、インストールの順番に従ってインストールを斤ってください。 
P.201 「インストールの順番」 
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こんなとをは 

困ったときの確認事項や対処方法について 
説明します。 



I 困ったとさに 

困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参 
考にしてください。 



ホ ー ムぺ ー ジのサポ ー ト情報に ついて 

エプソンダイレクトホームページには、お客様からよく寄せられる質問や技 
術情報などを掲載しています。本章の記述とあわせてご覧ください。 

〈エプソンダイレクト Web サイト〉 
http :// www . epsondirect . co . jp / 


^コンピュータ本体の不具合 


制限 


現象 起動時に電源ランプび点なしない。 

確認と対処 •バッテリだけで使用している場合は、バッテリが完全放電している可能性 

があります。 AC アダプタを接続してください。 

♦バッテリ、 AC アダプタが正しく接続されているか確認します。 

P.34 「ハードウェアをセットアップしましょう」 

♦ 電源コンセントに電源が供給されているか確認します。ほかの電気製品の 
電源コードを電源コンセントに接続して確認してください。 

♦ バッテリ、 AC アダプタ、電源コンセントに問題がない場合には、テクニカルセ 
ンターまで ご連絡ください。 


電源を切ってからもう一度入れ直す場合には、20秒程度の間隔を開けて 
ください。20秒じ(内に電源を入れ直すと、電源が異常と判断され、システ 
ムが正常に起動しなくなる場合があります。 
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現象 

確認と対処 


起動時に画面に警告メッセージび表示される、または起動しない。 

• 現象が発生する前に周辺機器の増設やアプリケーションのインストール 
を行った場合には、それらが原因となっている可能性があります。周辺機 
器の取り外しやアプリケーションの削除をして、現象の発生する前の状態 
に戻してください。 

参起動時の自己診断テスト終了後 (Windows の起動中）に警告メッセージが 
表示されている場合には、 Windows が正常に動作していなレ、可能性があり 
ます。警告メッセージの内容をメモして、テクニカルセンターまでご連絡 
ください。 

♦ 起動時に警告メッセージが表示される場合には、警告メッセージを確認し 
てください。起動時の自己診断テストの結果、ハードウ卫アに問題が発生 
している可能性があります。問題が解決できない場合には、テクニカルセ 
ンターまで ご連絡ください。 

が P.232 「警告メッセージが表示されたら」 

参 BIOS の設定う巧 E 常でない可能性があります。 「BIOS Setup ユーテイリテイ」 
で設定値を初期値に戻してください。 

P.186 「設定値をもとに戻すには」 

♦ ビープ音が鳴って起動中に止まってしまう場合は、起動時の自己診断テス 
卜にて異常が発見されています。音の種類、音の長さなどをメモして、テク 
ニカルセンターまでご連絡ください。 

• コンピュータの状態力 S'、 前回使用していたときと異なる場合は、次のよう 
なメッセージが表示されることがあります。 

Press F 1 to continue , F 2 to enter SETUP 


を巧 P して 「BIOS Setup ユーテイリテイ」を起動します。通常は、その 
まま「 Exit Saving Changes」 を実行して「 BIOS Setup ユーテイリテイ」を終 
了します。 

P.183 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 

[Tn を押すとシステムが起動しますが、動作中に問題が発生する可能性 


があります。 


現象 

確認と対処 

現象 

確認と対処 

現象 

確認と対処 

現象 

確認と対処 


起動時に次のようにパスワードの入力び要求される。また、パスワー 
ドを入力してら起動しない。 


Enter Password [ ] 


•「BIOS Setup ユーテイリテイ」でパスワードを設定してあります。正しいパ 
スワードを入力してください。 

P.190「Security メ ニュー画面」 

• パスワードを正しく入力しているか確認します。而^の状態により一部 
の キーが 数値 キーと して働きます。 

とすご P.81 「キーボードを使う」 

♦ パスワードを忘れてしまった場合には、修理センターにご相談ください。 

起動時に次のようなメッセージび表示されて、 Windows び起動しな 
い。 

- Operating System not found 

- DISK BOOT FAILURE，INSERT SYSTEM DISK AND PRESS ENTER 
- Invalid system disk Replace the disk，and then press any key 

• システムカ 《 登録されていない FD がオプシヨンの USB FDD にセットしてあ 
る場合は、 FD を抜いてどれかキーを押してください。 

ノ、ングアップしてしまし、、何も反応しない。 

参 [Ctrl ) + 厂品 n + 【Dele 局 を押してリセットします。 

♦ リセットしても反応がない場合には、電源スイッチを押して電源を切って 
から再起動してください。 

• 電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、5秒'な上電源スイッチを 
押してください。これで電源が切れます。 

とす"" p.52 「電源の切り方」 

「BIOS Setup ユーテイリテイ」の情報、日付、時間などの設定び変わって 
しまう。 

♦ 本体内部のリチウム電池の残量が少なくなり、データを保持できなくなっ 
ている可能性があります。修理センターまでご連絡ください。 











^ 省電力機能に関する不具ち 


現象 

確認と対処 


正しく省電カモードに移行できない。または省電カモードか5復帰で 
さない 

♦ 使用しているアプリケーションや常駐ソフト、増設している周辺機器の影 
響により省電力機能が正常に働かない可能性があります。アプリケーショ 
ンの削除や常駐ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電 
力機能が正常に働くか確認してください。 


♦ バッテリ残量が少なくなり、ローバッテリ省電カモードに入った場合は、 
AC アダプタを接続してから復帰させてみてください。 

参省電カモードから復帰できない場合は、 [Ctrl ] + 广刀广| + わ616马 を押してコ 
ンピュータを再起動してください。ただし、省電カモード移行前に作成し 
た未保存のデータはすべて消失します。 


参省電カモード時に PC カードや CF カードを抜き差しすると、正しく復帰で 
きません。 r5 品 i+r7in+[5 品為を押して、本機を再起動してください。た 
だし、省電カモード移行前に作成した未保存データは、すべて消失します。 



217 















^ ノ ( ッテリパック使用時の不具ち 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


巧電されない 

• バッテリ充電 LED 力 《 燈をに点滅している場合は、バッテリが正しく装着さ 
れていない可能性があります。バッテリを装着し直してみてください。 

• 電源コンセントに電源が供給されているかを確認します。ほかの電気製品 
を電源コンセントに接続してみます。 

♦ 本機ではバッテリの温度が上がると充電 LED が消灯して充電を停止しま 
す。この場合は、バッテリの温度が下がると充電が再開されます。 

参電源コンセントに問題がない場合は、 AC アダプタまたはコンピュータに 
問題があります。テクニカルセンターにご連絡ください。 

♦バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してか 
ら充電し直してください。 

p.65 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

ずぐにバツテリび終ってしまう。バツテリでの使用時間が短い。 

♦ バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。バッテリのリフ 
レッシュを行ってから充電し直してください。 

な p.65 r バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

参バッテリのリフレッシュを行っても問題が解消されないときは、バッテリ 
が寿命に達したと考えられます。新しいバッテリと交換してください。な 
お使用済みのバッテリは、所定の方法でリサイクルしてください。 

P.69 「使用済みバッテリの取り扱い」 
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^ キーボードの不具を 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


どのキーを押しても応答びない。 

• アプリケーションソフトが時間のかかる処理を実行している可能性もあ 
ります。アプリケーションソフトのマニュアルをご覧ください。 

♦タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もあり 
ます。 

♦ プログラムがハングアップしている可能性もあります。しばらく待っても 
反応がない場合は、リセットしてください。 
p.54 「リセット」 

キートップにある文字や記号が入力できない。 

• 直接入カモードで日本語を入力することはできません。 

な P.82 「文字を入力するには」 

• Windows 上でキーボードが正常に設定されていない可能性があります。 
Windows 上で次のキーボードが選択されていることを確認します。 

101/102英語キーボードまたは Microsoft Natural PS /2 キーボード 

確認方法は、次のとおりです。 

Windows 2000:[スタート]-「設定:」一「コントロールパネル」一「キー 
ボード」アイコンをダブルクリック 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
のイ也のハードウ エア」一 「キーボード」をクリック 



^ タッチパッドの不具を 

現象 ポインタの動きが悪い。 

確認と対処 • 手が濡れていたり、湿気を帯びていたりしないか確認してください。 

• LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、使用環境により湿度 
や温度の急激な変化があった場合に正常に動作しなくなることがありま 
す。一度電源を切って入れ直してください。 

♦タッチパッドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定を変更して 
みてください。 

P. 73「タッチパッドユーテイリテイを使う」 

V マウスの不具合(オプション) 

現象 マウスを動かしても、マウスポインタび動かない。 

確認と対処 參 マウスが正しく接続されているか確認します。 

な P.75 「マウスを使う」 

現象 マウスポインタの動きが悪い。 

石崔 I なと衣 f 処 • マウスのクリーニングを行ってみてください。 

とす ご P.234 「マウスのお手入れ（オプション）」 
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^ LCD の不具ち 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


LCD 画面に何ら表示されなし、。 


• 画面の明るさを調節してください。 （ Fn ] + ( F6 ) / 【 Fn j + PFTl で調節で 
きます。 

と^ P.103 「表示装置を使う」 

• LCD 画面の電源が切れていないか確認します。 （ Fn 1+ ( F11 Iを押してみ 
てください。 

参省電カモードになっている可能性があります。キーボードまたはタッチ 
パッドを操作してください。 

な P.139 「復帰方法」 

♦バッテリ使用時に、バッテリ残量が低下してもそのまま放置すると、スタ 
ンバイモードに移行します(購入時の設定)。 AC アダプタを接続してくだ 
さレ、。 

♦ 表示装置の設定が LCD 画面を表示する設定になっていない(夕 M 寸けデイス 
プレイのみに表示)可能性があります。表示装置の設定を変更してくださ 

い。 

な P.106 「表示装置の切り替え方法」 

参 コンピュータの 電源を切ってから20 巧な 内に電源を入れると、 システム 管 
理機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20巧 
な上待ってから電源を入れてみてください。 

♦ 起動時の自己診断テストにて異常が発見されました。ビープ音が鳴った場 
合は、音の種類、音の長さなどを確認した上で、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

画面びち5つく。 

♦ LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には、 BIOS Setup 
ユーテイリテイ画面でも同様の現象が発生するか確認してみてください。 
BIOS Setup ユーテイリテイ画面でも同様の現象が発生する場合には、テク 
ニカルセンターまでご連絡ください。 
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コンピュータの電源を切り、約 20 秒間放置したあとに電源を入れます。 

画面下に、次のメッセージび表示されます。このメッセージび表示されて 
いる間にを押します。押さない場合は通常モードで Windows び起 
動します。 

Windows 2000の問題解決と拡張オプションについては F 8 を押してく 
ださい。 

「Windows 2000掘;張オプションメニュー」び表示された！5、「セーフ 
モード」を選択し、にのを押します。 

じ(降は画面の指示にしたがってください。 


Windows XP の場合 

Windows XP をセーフモードで起動する方法は、次のとおりです。 


コンピュータの電源を切り、 20 f 少程放置した後、電源を入れます。 

電源を入れた直繳こ、を押し、そのまま離さずにしば!5く押し続け 
ます。 

「 Windows } 広張オプションメニュー」び表示された！ 5、 r セーフモード」 
を選択し、〔3を押します。 

じ(降は画面の指示にしたがってください。 


現象 画面の解像度などを変更したあと、画面び乱れたり何ら表示されなく 

なつた。 

確認と対処 • 使用中のディスプレイでは、表示できない解像度を選択した可能性があり 
ます。セーフモードで起動し直し、解像度を正しく選択してください。セー 
フモードは、 Windows を基本的な設定で起動するモードです。 

Windows 2000の場合 

Windows 2000をセーフモードで起動する方法は、次のとおりです。 
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^USB FDD の不具合(オプション) 


現象 

確認と対処 


FD に正常にアクセスでさない。 

参次のような エラーメ ッセージが表示される場合には、 FD ろ 《 正しくセットさ 
れていない可能性があります。正しくセットし直してください。 


A:¥ にアクセスできません。 
デバイスの準備ができていません。 
[再試行] [キャンセル] 


ディスクの挿入 

A: ドライブにディスクを挿入してくださし、。 
[キャンセル] 


• 次のようなエラーメッセージが表示される場合には、 FD がフォーマットさ 
れていないか、 DOS/V 機な外のコンピュータで使用している FD の可能性 
があります。 


ドライブ A のディスクはフォーマットされていません。 
今すぐフォーマットしますか？ 

[はい] [いいえ] 


• 使用している FD が本機で使用できるフォーマット形式でフォーマットさ 
れているか確認してください。 

♦ 別の FD で読み書きを行ってください。正常に読み書きできる場合は、読み 
書きできない FD に異常があることが考えられます。 

♦ システムう S 登録された FD から起動できるか確認してください。起動できな 
い場合、 FDD が故障している可能性があります。テクニカルセンターにご 
連絡ください。 
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現象 

FD に書き込みできない。 

確認と対処 

♦ ライトプロテクトされていないか確認します。 

とす "^ P.90 「ライトプロテクト （書き込み禁止)」 

現象 

FDD か5異常な音びする。 

確認と対処 

♦ テクニカルセンターにご連絡ください。 


HDD の不具ち 


現象 

それまで問題なく使用していた HDD び認識されなくなった。 

確認と対処 

• HDD に問題が発生している可能性があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」 

を実行して HD D の設定を確認してください。 

と ^ P.188 「 Main メニュー画面」 

現象 

特定のファイルのみ読み書さでさなくなった。 

確認と対処 

参ファイルのデータが壊れているおそれがあります。 HDD のメンテナンス 

ユーティリティなどを実行してください。 
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^ アプリケーシヨンソフトの不具ち 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


アプリケーションソフトの使用中に突然停止 ( A ングアップ）した。 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧低下などが発生した可能性があります。電源 
ノイズによる現象には、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止 
(ハングアップ）などが含まれます。アプリケーションソフトを再度実行し 
てみてください。 

♦ ケーブルの接続不良や、キーボード内のごみやホコリ、電源の出力不安定、 
もしくはその他の部品の不良によって不具合が発生する場合があります。 
点検を行ってみてください。 

♦ HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムがハン 
グアップする場合があります。 

アプリケーションソフトび起動しない。 

♦ アプリケーションソフトの 起動に必要とされる システムリソース（メモリ 
容量や HDD の使用可能な容量など)が整っているか確認してください。エ 
ラーメッセージな どが表示される場合は、 アプリケーションソフトのマ 
ニユアルを参照して必要な対処を行ってから、再度起動してみてくださ 

い。 

• アプリケーションソフトを正しい方法でインストールしたか、アプリケー 
ションソフトの起動手順を正しく実行しているか確認してください。 

参実行しようとしているディレクトリが正しいか確認してください。 FD や 
CD から起動しようとしている場合は、ドライブおよびディレクトリの指 
定が正しく行われているか確認してください。 

♦ アプリケーションソフトの使用許諾を受けていない場合(違法コピーな 
ど)、アプリケーションソフトが動作しないことがあります。アプリケー 
ションソフトの正式版を使用してください。 

参アプリケーションソフトの使用方法をもう一度確認してください。それで 
もアプリケーションソフトの不具合が解決できないときは、アプリケー 
ションソフトの販売元にお問い合わせください。 



^ メモリの不具ち 


現象 メモリチェックで表示されるメモリ容量が実際の容量と違っている。 

確認と対処 • Windows 上ではメモリ容量が正しく表示されないことがあります 。 BIOS 

Setup ユーテイリテイを実行し 、 r Main メニュー画面 」 - 「 Extended Memory 」 
でメモリ容量を確認してください。 

P.183 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 

本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。メモリ容 
量の表示は、ビデオメモリ容量を差し引いて表示されます。 

♦ メモリモジュールを増設または交換した場合は、メモリモジュールのタイ 
プが合っているう、、ソケットの奧までしっかりと差しをまれているか確認 
してください。 

♦ 購入時から不具合がある場合は、テクニカルセンターまでご連絡くださ 

い。 


^ PC 力ードの不具ち 


現象 PC カードをセツトしても、使用できない。 

確認と対処 • 本機で使用可能な PC カードかどうか確認してください。 

P.94 「PC カードを使う」 

参 PC カードスロットに正しく装着され、認識されているか確認してください。 
と^ p.94「PC カードを使う」 

♦ PC カードを使用するために必要なドライバやアプリケーシヨンソフトが 
インストールされているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付 
のマニュアルをご覧ください。 

• 外部機器を追加するために: PC カードを装着した場合、外部機器と PC カー 
ドの接続が正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してくださ 

い。 

詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 




^ CF 力ードの不具ち 


現象 CF カードをセットしても、使用できない。 

確認と対処 • 本機で使用可能な CF カードかどうか確認してください。 

P.99 「コンパクトフラッシュカードを使う」 

参 CF カードスロットに正しく装着され、認識されているか確認してください。 
P.99 「コンパクトフラッシュカードを使う」 

♦ CF カードを使用するためのに必要なドライバやアプリケーシヨンがイン 
ストールされているか確認してください。詳しくは、 CF カードに添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 


現象 CF カードをセツトすると画面び開いてしまう。 

確認と対処 • CF カードに登録されているデータの種類によっては、自動的に画面が表示 

されます。 Windows が実行する操作を選択して、 [ OK ] をクリックしてくだ 
さレ、 0 


V プリンタの不具を 

現象 EP 刷できない。 

確認と対処 •プリンタの電源および印刷するための準備が完了しているか確認してく 
ださい。 

参プリンタの設定が正しいかどうろ、、プリンタのマニュアルで確認してくだ 

さレ、。 

参 Windows ではプリンタドライバをインストールする必要があります〇プリ 
ンタドライバのインストール方法についてはプリンタに添付のマニユア 
ルをご覧ください。 
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^ 内蔵スピーカの不具ち 


現象 システムは正常に動作しているのに音びしない。 

確認と対処 • 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている可能性があります。ボ 
リユームを調節してください。 

と ^ P.113 「サウンド機能を使う」 

• 内蔵スピーカの不良が考えられます。 テクニカル センターまでご連絡くだ 
さレ、。 


^ インストール時の不具ち 


現象 インストールびマニュアルどおりにできない。 

確認と対処 •「BIOS Setup ューティリティ」で HDD のブート領域が書きをみ禁止の設定 

になっていないう、、確認してください。 

仁 ^ 手-* P.190 「 Security メニュー画面」- 「Hard Disk boot Sector」 

♦インストール方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場 
合があります。桐包品を確認してみてください。 
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^ FAX モデムの不具ち 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


r モデムび検出されませんでした。」とエラーメッセージが表示され、 
インターネットに接続できない。 

• 「モデムのプロパティ」で[詳細情報]または[モデムの照会]を実行してみ 

てください。モデムに問題がある場合は、エラーメッセージが表示されま 

す。 

Windows 2000:[スタート]-「設定」一「コントロールパネル」一「電話 
とモデムのオプ ショ ン」一「モデム」タブー[プロ パ 
ティ]-「診断」タブの[モデムの照会]をクリックしま 
す。 

Windows XP :[スターり一「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
のイ也のハードウエア」一「電話とモデムのオプション」 
-「モデム」タブー[プロパティ]-「診断」タブの[モデ 
ムの照会]をクリックします。 

インターネットへ接続でさない 

• モジュラケーブルが、モデムコネクタに接続されているかを確認します。 

• 次の場所で電話番号や、設定を再確認します。また、国番号と市外局番や、 

トーンとパルスの設定も確認します。 

Windows 2000:[スターり一「設定:」一「ネットワークとダイヤルアッ 
プ接続」 一 「接続先の名前」一[プロパティ]-[ダイヤル 
情漸 

Windows XP :[スターり一「接続」一「接続先の名前」一[プロパティ] 
一[ダイヤル情報] 
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• 次の方法でダイヤルの設定を変更してみてください。 

Windows 2000 :[スターり一「設定」一 「コン トロールパネル」一「電話 
とモデムのオプ ショ ン」一「モデム」タブー[プロパ 
ティ] 一「全般」タブー「ダイヤルの管理」項目 一「発信音 
を待ってからダイヤルする」のチェックを外します。 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとそ 
のイ也のハードウェア」一「電話とモデムのオプション」 
-「モデム」 タブー [プロパティ]-「モデム」 タブー 「ダ 
イヤルの管理」項目一「発信音を待ってからダイヤルす 
る」のチェックを外します。 

参接続ユーザー名や、接続パスワードが間違っている可能性があります0次 

の点を確認して入力してください。 

-全角の文字を使用していないか。全角文字は使用できません。 

-大文字と小文字をきちんと区別しているか。 

. 数字とアルファべットを間違えていないか。数字の0とアルファベットの 

0など。 

* 接続ユーザー名とメールアカウントを混同していないか0 

* 接続パスワードとメールパスワードを混同していないか。 

• DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを入力した場合は設定が正しいか確認 

します。正しくない場合は修正します。 

次の手順で DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを確認します。 

- Windows 2000の場合 

〇 [スタート]-「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ」一「接続（任 
意の名前)」アイコンを右クリックして「プロパティ」を選がします。 

©「ネットワーク」タブー「インターネットプロトコル」一[プロパティ] 
で DNS (ネーム）サーバのアドレスをる隹認、します。 


現象 

確認と対処 


現象 

確認と対処 


- Windows XP の場合 

〇 [スターり一「接続」一「接続名饱意の名前)」一[プロパティ]をク 
リックします。 

©「ネットワーク」タブー「インターネットプロトコル( TCP / IP )」一[プ 
ロパテイ]で DNS (ネーム）サーバのアドレスをる售詔、します。 

♦ 原因不明で接続できない場合は、インターネット接続ウィザードを再実行 
してみます。これで接続できることもあります。 

♦ 接続してもすぐに切れたり、プロトコルが確立できないときは、アクセス 
ポイントを変更することによってインターネットへ接続できる場合もあ 
ります。同じ市内に複数のアクセスポイントがある場合はプロバイダの電 
話番号を変更してみてください。 

♦ 次の理由で接続できないことがあります。時間をおいて接続してみてくだ 
さレ、 0 

. 極端に混雑していると、アクセスを拒否されることがある。 

. 極端に混雑していると、接続はするがタイムアウトしてしまう。 

. プロバイダのサーバが停止している。 

V .90 通信方式で通信できない。 

参回線状がによって、 V.90 通信方式で接続できない場合があります oV.90 通 
信方式のほかには x2 方式があります。 x2 方式のモデムとは、 V34 通信方式 
(33600bps ) な下で接続します。またお使いになっている、最寄りの電話局 
の交換機からプロバイダなどの相手側までの電話回線の通信経路が、すべ 
てデジタル化されている必要があります。デジタルからアナログへの交換 
機切り替えが、この通信経路で1度だけ行われる場合にのみ、 V.90 通信方式 
で接続することができます。 

♦ PBX 回線では、 V90 通信方式では接続できません。 V.34 通信方式 (33600bps) 
な下で接続します。 

V .90、 V .34 通信方式で通信中に、通信速度び下びる。 

• V.90、V.34 通信方式では、安定して確実な通信を行うために、モデム機能が 
回線状がによって自動的に調整を行い、通信速度を下げて接続する場合が 
あります。 



警告 メッ セージが表示された6 

本機は、起動時に本体内蔵の自己診断テストを行い、内部ハードウ卫アの状態 
を診断します。起動時に次の警告メッセージが表示された場合には、各警告 
メ ッセージの処置を行ってください。それでも直らない場合には、 テクニカル 
センターまでご連絡ください。 


警告メッセージ 

説明 

System CMOS checksum bad - 
configuration used 

CMOS RAM のデータが壊れている力、、不正な値が設定されています。 
BIOS Setup ユーティリティを起動して値を再設定してください。 

Failure Fixed Disk 

HDD が動作していない力、、正しく認識されていません。 BIOS Setup 
ユーティリティを起動して HDD が正しく認識されているか確認しま 

す。 

Keyboard error 

キーボードにエラーが発生しました。電源を入れ直し、システムを再 

起動してください。 

Operating system not found 

オペレーティングシステムが見つかりません。 HDD から起動する場 
合は、 BIOS Setup ユーティリティを起動して HDD が正しく認識され 
ているか確認します。 FDD から起動する設定になっている場合は、挿 
入したフロッピーディスクがシステムディスクではない可能性があ 

ります。 

System RAM Failed at offset 

システム RAM のオフセットアドレスでエラーが発生しました。電源 

を入れ直し、システムを再起動してください。 

Shadow RAM Failed at offset 

シャドウ RAM のオフセットアドレスでエラーが発生しました。電源 

を入れ直し、システムを再起動してください。 

Extended RAM Failed at address line 

拡張メモリに不具合があるか、正しく認識されていません。 BIOS 
Setup ユーティリティを起動してメモリを再検出します。 

Previous boot incomplete - Default 
configuration used 

前回の自己診断テストでのエラーがそのままです。セットアップには 

前回の値を使用するため、値が不正確な場合、このまま起動しても再 
度エラーになります。 BIOS Setup ユーティリティを起動して設定値 
を確認します。間違いがあれば訂正します。 

System cache error - Cache disabled 

キャッシュメモリにエラーが発生しました。テクニカルセンターまで 

ご連絡ください。 

System timer error 

システムタイマーでエラーが発生しました。テクニカルセンターまで 

ご連絡ください。 

Real time clock error 

内蔵クロックにエラーが発生しました。テクニカルセンターまでご連 

絡ください。 




付録 

お手入れ方法や仕様などについて説明して 
います。 



I ぉ手入れ 

^本機のお手入れ 


コンピュータ本体の外装の汚れを拭き取るときは、柔らかいホに中性洗剤を 
滴らない程度に染みをませて、軽く拭き取ってください。 


fk 

制限 


ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでくださし、。変色や変形の可能 
性があります。 


LCD パネルのお手入れ 

L C D パネルは乾いた布やティッシュペーパーなどで拭いてください。水や洗 
剤などは使わないでください。 


^ マウスのお手入れ(オプション) 


マウスを長い間使っていると、マウスボールにホコリやゴミろ 《 付着します。マ 
ウスボールの汚れをそのままにして使い続けると、誤操作や故障の原因とな 
ります。マウスボールが汚れてきたらクリーニングを行ってください。 
クリーニングはコンピュータ本体の電源を切ったあと、マウスをコンピュー 
夕う、ら取り外した状態で行ってください。 


制限 


参 小さなお子様の手の届くところに、 マウスボール や フレー ムを取り外し 
たまま放置しないでくださし、。口に入れたりすると窒息する危険があり 
ます。 

参マウスボー ルは、絶がにおけないで くださし、。マウスボー ルの芯には鋼 
巧が入っていますので、人に当たるとけがをする危険があります。 
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リーニングの手順は、次のとおりです。 


マウス底面の ボール フ レームを 外します。 

ボ ールフレー ムの滑り止め部分に親指を置いて、左回りに回します。 



マウスボールを取り出します。 

マウス底面を静かに下に向けると、ボールフレームとマウスボールが外 
れます。 

マウスボールの巧れを乾いた巧で拭き取ります。 

♦マウスボールの巧れがひどい場合は、中性洗剤をうすめた溶液で洗 
し、、水でよくすすぎます。水洗い後は、マウスボールを乾いた布で拭 
き、十分乾燥させてから装着します。 

•クリーニング中は、マウス本体内部にゴミなどが入らないようにを意 
してくださし、。 

マウスボールをマウス底面の穴に入れます。 

ボールフレームを もとどおりに取り付けます。 

右回りに回してマウス本体に装着します。 


マウスボールの着脱を必要ソ上に繰り返さないでください。故障の原因と 
なります。 





リチウム電池の交換 

BIOS セットアップユーテイリテイで設定した情報は、本体内部のリチウム 
電池によって保持されています。本機のリチウム電池の寿命は数年です。日付 
や時間が異常になったり設定した値が変わってしまうことが頻発するような 
場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

修理センターへご連絡ください。 


I AT コマンドの使用 

AT コマンドについて 

コンピュータから FAX モデム機能にがしてさまざまなコマンドを送り、モデ 
ムの動作を制御することができます。本モデムではモデム制御コマンドに 
「AT コマンド」を採用してぃます。 

本機で使える AT コマンドの一覧は、次のフォルダの 「index.html」 をご覧くだ 
さレ、 0 

C :¥ DRIVERS¥MODEM 

AT コマンドの使用 

通信ソフトウェア (Internet Explorer や011 tlook Express など）で モデム を動作 
させる場合は、通常 コマン ドを使用する必要はありません。しかし、 「モデムの 
プロパティ」画面の「追加設定」に AT コマン ドを入力することで、不具合を解 
消したり、初期的な設定を行うことができます。 

次のような現象の場合は、 r 追加設定」の欄にコマンドを入力してみてくださ 

ぃ。 

「追加設定」は次の場所にあります。 

Windows 2000 :[スターり一「設定」一 「コン トロールパネル」一「電話とモ 
デムのオプション」一「モデム」タブー[プロパティ]—「詳 
細」タブの「追加設定」 

Windows XP :[スタート]-「コントロールパネル」一「プリンタとそのイ也 
のハードウエア」一「電話とモデムのオプション」一「モデ 
ム」タブー[プロパティ]-「詳細」タブの「追加設封 
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現象 

AT コマンド 

ダイヤル音やネゴシエーシヨン音を消したい。 

TATMOJ 

ダイヤル音やネゴシエーシヨン音を小さくした 

い。 

「 ATL 0」 

「トーンが検出できません」などのエラーメッセー 

ジが表示されインターネットに接続できない。 

「 ATX 3」 

モデムの設定を工場出荷時の状態にする。 

「 AT & F 」 

ダイヤル回線(パルスダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATP 」 

プッシュ回線（トーンダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATT 」 

「互換性のあるネットワークプロトコルを処理で 

きない」などのエラーメッセージが表示されイン 

ターネットに接続できない。 

「 AT + MS = V 34」( V .34) 
「 AT + MS = V 90」( V .90) 

使用したい通信方式に応じて 

設定。 

接続が不安定 （10 回に3回しかつながらない/途中 
で切断されてしまう） 

パスワード認証のあと、 r 接続が確立できませんで 
した。」などのエラーメッセージが表示されイン 

ターネットに接続できない。 


複数のコマンドを入力したいときは2番目な降のコマンドの AT は付けずに連 
続して入力します。例: ATM0X3 (ATM0+ATX3) 




機能仕様-覽 


CPU 

モバイルインテル Celeron LV プロセッサ 

メモリ 

ROM 

AWARD BIOS 

メインメモリ 

内蔵メモリ 256MB 

Micro DIMM (Micro SDRAM) を使用して 

最大5 12MB まで増設可能 (Micro DIMM ソケット x1) 

ビデオメモリ 

メインメモリより最大 48MB を使用 

ビデオ 

コントローラ 

インテル i830MG 

パス 

AGP バス 

画面表示 

液晶タイプ 

12.1 型 XGA カラー液晶1024 X 768ドット True Color (32 ビット ）*1 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ドット 、Tme Color (32 ビット） 

サウンド 

コントローラ 

Realtek ALC201 AC’97 州芯 

パス 

PC レ、 ス 

キーボード 

OADG 準拠日本語対応85キー (Windows キー付き） 

ポインティングデバイス 

タッチパッド（スクロー ル機能付き） 

記憶装置 

HDD 

2.5 型 IDE HDD1 基内蔵 

インタ 

フェース 

VGA 

専用コネクタ1 

(添付の VGA ケーブルを使用してアナログ 民 GB ミニ D-SUB 15ピン 
に変換） 

サウンド 

モノラルスピーカ内蔵 

へッ ドフォン出カコネクタ X し マイク入カコネクタX1 

USB 

2(USB2.0 対応） 

IEEE 1394 

1(4 ピン） 

FAX モデム 

1(RJ-11 V.90 対応)* 2 

ネットワーク 

1 (RJ-45 lOBase-T/lOOBase-TX 自動認識） 

ワイヤレスし AN 

ワイヤレス LAN (圧 EE802. 1 lb 対応、 2.4GHz、 1 1 Mbps ) *3 

PC カードスロット 

1スロット Typell X 1 PC Card Standard 準拠 (CardBus 対応） 

CF カードスロット 

1 スロット Typel または Typell X 1 CompactFlash Standard 準拠 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 

入力 AC100V 〜 240V+ 10 o / o *4、1.0A (50/60 Hz ) 、 出力 20V、2.0A 
重量 220g 

1800 mAh バッテリパック 

容量1800 mAh 

Li-ion 14.8V 

動作時間約 2.5 時間 JEITA 測定方法 Verl.O 

3600 mAh バッテリパック 

容量；3600 mAh 

Li-ion 14.8V 

動作時間約 5.0 時間 JEITA 測定方法 Ver.1.0 

温湿度条件 

温度：10〜35む 

湿度:20-80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体:約286(幅） X 232(奧行） X 18.5-23.2 搞さ） mm 侠起部除く） 

質量 

本体:約1 .42Kg ( 1 800mAh ノ くッテリ装着時） 

約 1.59Kg(3600mAh バッテリ装着時） 

消費電力 

定格消費電力 

55WAC 

待機時消費電力 

1.1 WAC 


グラフイックアクセラレータのデイザリング機能により実現しています。 


*2 機器名と認証番号は次のとおりです。 

機器名： T 60 H 418 

認証番号：貞ホ団法人電気通信端末機器審査協会 A 02-0115 JP 
巧 認証番号 ラベルはコンピュータ の背面 に 貼付 されています。 

*4 標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕様)です。本製品は国内専用ですので海外でお使いの場合は保証が象外と 
なります。 



オプション 


外付け FDD 

USB 接続 3.5 型 FDD 

マウス 

USB 接続ホイール付きマウス 


ワイヤレス LAN 


データ転送速度 

llM/5.5M/2M/lM(bps) (自動切替)*^ 

準拠規格 

ARIB STD-T66 (小電カデータ通信システム規格） 

圧 EE 802.1 lb(2.4GHz ワイヤレス LAN 標準プロトコル） 

伝送方式 

DS-SS 方式 

伝送距離(理論値） 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時* 2 

1Mbps :115m 

2Mbps : 40〜 90m 

11Mbps : 25〜 50m 

セキユリテイ 

128/40bit WEP 対応 

使用無線チャンネル 

1 〜 llch 

民 F 周波数帯域 

2.4GHz 帯全域 (2.4 〜2.4835 GHz) 


*1 距邸802.1 lb 規格による速度烟論値）であり、実効速度とは異なります。 

つ実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 OS などの使用条件によって短くなります。 




用語集 

本書で使用している用語やコンピュータに関する基本的な用語を簡単に解説し 
ます。詳細については、市販の書籍などを利用してください。 


• ACPI 

Advanced Configuration and Power Interlace 

の略。コンピュータの電力の状態を、 
Windows のアプリケーシヨンからコント 
ロールするための電源管理機能の規格です。 

• AGP 

CPU とビデオチツプを接続するための拡張 
ポート。 pa バスのデータ転送方法を最大限 
に残し、ビデオ関係の性能を強化していま 
す。 

• BIOS (バイオス） 

Basic Input Output System の略。コンピュー 

夕の基本的な入出力を巧うプログラムを集 
めたもの。コンピュータ内部に 民 OM で提供 
されています。また BIOS Setup ユーティリ 
ティで設定する内容を含める場合もありま 
す。 

類義語 CMOS RAM 

• BIOS Setup ユーティリティ 

コンピュータの動作状態や BIOS の動作を設 
定したり変更するためのプログラム。 BIOS 
とセツトで民 OM で提供されています。 
BIOS Setup ユーティリティで設定した値は 
CMOS RAM に保存されます。 

• Boot (ブ—卜） 

コンピュータの電源を入れてコンピュータ 
を使用できる状態にすることです。 r 起動す 
る」とも言います。 


• CPU 

Central Processing Unit の略。コンピュータ 
の処理の中んを担う頭脳のようなものです。 

• DMA 転送 

Direct Memory Access の略 oCPU を介さず 

に、周辺装置とメモリ間で直接データ転送を 
行うことです。 

• DMA チャネル 

DMA でデータを転送する場合の通り道の 
こと。複数の DMA 転送を巧う装置が接続さ 
れている場合には、別々のチャネルを使用す 
るように設定する必要があります。 

• DRAM (ディーラム） 

メモリの種類 oDvnamic Random Access 
Memory の略。コンピュータで最も一般的に 
使用されるメモリです。 

メインメモリには、 DRAM 力 M 吏用されます。 
コンピュータの電源を切ると 、 DRAM の 
データは消失します。 

• FAT32 ファイルシステム 

Windows がデータの読み書きに利用してい 
るファイルの配置情報 (File Allocation Table) 
を 32 ビットに拡張したファイルシステム。 
2GB な上のディスク容量を 1 つのドライブ 
として使用することができます。 


• HDD 領域 

HDD の容量を用途に合わせて確保したス 
ペースの ことで、 パーテイ シヨンとも 呼び ま 
す。 HDD1 台に HDD 領域は複数作成するこ 
とができ、それぞれドライブとして利用でき 
ます。 

• I / O ポート （ Input / Output ポート） 

CPU とデバイスの間でデータをやりとりす 
るポートです0 

• IDE 

Integrated Device Electronics の略。コン 
ピュータ本体と HDD のデータの入出力方法 
(インタフ卫ース）を定めた規格の一種です。 

• IEEE 1394 

コンピュータと周辺機器をシリアル通信で 
接続するための規格のことです。 USB イン 
タフ卫ースより、データ転送速度が速く、大 
容量のデータ転送も可能です。 

• IRQ 

Interrupt 民 equest の略。周辺装置から CPU に 
対して処理を依頼するための信号。 DOS/V 
機では16本あり、コンピュータ内部や、拡張 
カードなどで使用されます。 

• 旧 Q 番号 

コンピュータには、ハードウエア割りを みを 
発生させる周辺機器が複数あるので、各機器 
からの割りをみを区別するために、識別番号 
が付いています。1民 Q 番号は、この識別番号 
のことです。I民 Q0 〜 IRQ15 の16種類が用意 
されています。 


• LAN 

Local Area Network の略で、会社内や学校内 
など比較的限られたエリア内のコンピュー 
夕同±をつなげた状態のことです。 

• Micro DIMM 

ノートパソコン用の小型の DIMM です。メ 
インボードの所定のソケットに差しをむこ 
とで、コンピュータのメモリを拡張できま 
す。 

• MIDI 

演奏データをやり取りするためのインタ 
フェース、または規格のことです。現在では、 
多くの電子楽器が MIDI 規格の端子を装備し 
ています。 

• NTFS 

NTFS は、 FAT フアイ ルシステム に比べて信 
頼性が高 く、セキュリティ に優れています。 
障害が発生したファイルの構造を復旧した 
り、ユーザー やグループ ごとに アクセス 権を 
設定することができます。 

• 0 S 

Operating System の略。コンピュータ全体を 
管理するソフトウェアのことです。 Windows 
や MS-DOS などのことです。 

• PCI バス 

拡張 バス の一種 0 —般的に採用されている拡 
張 バス。 ISA 拡張 バス に比べて高速、プラグ 
アンドプレイにが応など多くのメリットが 
あります。高速性を要求される拡張カードに 
使用されます。 


• RAM (Random Access Memory ) 

RAM には、 DRAM と SRAM の 2 種類のデー 

夕保存方式があります。どちらも自由に読み 
書きができるメモリですが、一度電源を切る 
とデータは消えてしまいます。主に、 DRAM 
はメインメモリに、 SRAM はキヤッシュメ 
モリに使われています。 

• ROM (Read Only Memory ) 

読み出し専用のメモリで、電源を切っても 
データを保持しつづけます。 BIOS など重要 
なデータは、あらかじめ民 0M に格納されて 
います。 

• RS 232 C 

シリアルインタフェースとして採用されて 
いる規格のことです。外付けモデムや T A 
(ターミナルアダプタ）などの周辺機器とコ 
ン ピュー タとの間で、データをやり取りする 
ときに用いられています。 

• SDRAM 

外部バスインタフ卫ースカミ'、一定周期のク 
ロック信号に同期して動作するように改良 
された DRAM です。 

• TA (ターミナルアダプタ） 

コンピュータ、モデム、電話機や FAX など、 
本来 ISDN 対応機能を持たない通信機器を 
ISDN 回線に接続するためのアダプタのこ 
とです。 


• USB 

Universal Serial Bus の略0周辺機器をシリ 
アル通信で接続するための規格。 USB が応 
機器を接続します。 USB2.0 は USB 1 . 1と完全 
互換ですが、 USB2.0 の動作速度で動作する 
には、コンピュータ、周辺機器の両方が 
USB2.0 に対応している必要があります。 

• アカウント 

ネットワーク上で利用者を識別するための 
名前(記号や番号)のことです。 

• アクセス 

データの読み書きなど、入出力動作一般のこ 
とです。 

• アクセスポイント 

インターネットに接続するために、プロバイ 
ダが用意している電話番号のことです。 

• アクセスランプ 

HDD や FDD にアクセスしていることを示 
すランプのことです。 

隹ァップロード 

手元のコンピュータにあるデータを、通信回 
線を利用して、遠隔地のコンピュータに転送 
することです。 

•アドレス 

メモリや I/O ポートに付けられた番地(場所) 
のことです。一般的に16進数で示されます。 
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• アプリケーシヨンソフト 

プログラムのなかで、ワードプロセッサや表 
計算などのようにユーザーが作業目的に応 
じて使うソフトウェアのことです。 

•インストール 

ソフトウェアをコンピュータで実行できる 
ように HDD などへコピーすることを言いま 
す。ソフトウェアごとに専用のインストール 
プログラムろ s' 付いているのが普通です。ソフ 
トウェアを「組みをむ」とも言います。 

• インタ フエー ス 

コンピュータと周辺装置の間でデータを入 
出力するための回路や手順などを定めた規 
格のことです。 

• オフライン 

コンピュータがネットワークとつながって 
いない状態のことです。オンラインの反が語 
として用いられています。 

• オンライン 

他のコンピュータとつながっている状態や、 
電話回線でインターネットに接続している 
状態などのことです。オンライン.シヨッピ 
ングなどの表現で、幅広く用いられていま 
す。 


• 外部キャッシュメモリ 

CPU とメインメモリ間のデータ転送を高速 
化し、コンピュータの処理速度を向上させる 
メモリです。 

類義語 キャッシュ 民 AM 、 L 2 キャッシュ、 2 
次キャッシュ 

• 力ーソル 

义字やデータなどが入力される場所を示す 
画面上の印です。 

• 起動する 

コンピュータの電源スイッチを入れて、コン 
ピュータを使用できる状態にすることを「起 
動する」と言います。 

類義語 立ち上げる。 

• キャッシュ処理、キャッシュ機能 

一度読みをんだデータを保持し、コンピュー 
夕の処理速度を上げるための機能です。 

• コマンド 

コンピュータに与える命令です。命令は、文 
字を入力したり、マウスによってアイコンを 
ダブルクリックしたりして行います。 

• コンパクトフラッシュカード （ CF 力ード） 
Compact Flash Card の略。主にデジタルカメ 
ラなどで利用される小型の記録メディアで 


• 解像度 す。小型 PC の一部ではデータ交換のメディ 

画面表示の細かさのことです。 アとしても利用されています。 


• サーバ 

ネットワークで結ばれたコンピュータに、さ 
まざまなサービスを提供するコンピュータ 
のことです。一般に、サーバと結ばれたコン 
ピュータのことを「クライアント」と呼びま 
す。 

• システム 

コンピュータ(:ハー ドウェア）、 0S、 アプリ 
ケー シヨ ン ソフト（ソフトウェア）など全体 
のことを示します。 

• ダイヤルアップ接続 

モデムを用い、電話回線を通じて離れた場所 
にある別のコンピュータに接続することで 
す。主に、インターネットを利用するために、 
プロバイダに接続することを言います。 

• ダウンロード 

遠隔地のコンピュータのデータなどを、通信 
回線を利用して、手元のコンピュータに転送 
することです。 

• ディザリング 

複数の画素を組み合わせて、1つの画素とみ 
なすことにより、人間に中間をのように見せ 
かける方法のことです。 

#ディスプレイ 

表示装置のことです。 

類義語 CRT デイスプレイ、モニタ 

•ドット 

表示画面のひとつひとつの点の単位です。 


• ドライブ レター 

FDD、HDD や CD-ROM ドライブに割り当て 

るアルファベットの1义字のことです。 

• 内部キヤッシュ 

CPU から周辺チップへのアクセスを減ら 
し、高速処理をするために CPU 内部に設け 
られたキヤッシュメモリのことです。演算用 
のデータなどを格納しておき、 CPU 内部で 
高速処理を行えるようにします。 

• バス 

コン ピュータ内部でデータの入出力を行う 
電気的な通り道およびデータの集合のこと 
です。拡張スロットのコネクタ部を指すこと 
もあります。 

• パラメータ 

コマンドや項目にがして付加する数値や、义 
字列などです。 

• ハングアップ 

コンピュータろ《暴走し、コマンドを受け付け 
ない状態になることです。 

• ヒー トシンク 

放熱板など動作中に発熱する素子を冷やす 
装置のこと。 CPU の発熱量は大きいため熱 
暴走しないようにヒートシンクが CPU 上部 
に付いています。ヒートシンクには、板状の 
もの（自然空冷)や放熱ファンを回す（強制空 
冷）のものがあります。 
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• ファイル 

コンピュータで扱うすべてのプログラムや 
データの総称です。 

• 物理ドライブ 

HDD1 台や、 CD- 民 0M ドライブ1台など、物 
理的なドライブ装置のことです。 

• ブラウザ 

インターネットに接続したときに、ホーム 
ページを見るためのソフトウエアで、米ネッ 
トエスケープ•コミュニケーシヨンズ社の 
「 NetScape 」 や、米マイクロソフト社の 
「 Internet Explorer」 などがあります。これら 
のソフトウエアでホームページをみること 
を「ブラウジング」といいます。 

• プラグアンドプレイ 

取り付ける （Plug) だけで動作する （Play) こ 
とです。: PnPJlug and Play などとも記載さ 

れます。 

拡張カードや周辺装置などをコンピュータ 
に取り付けるだけで、自動的に検出して使用 
できる状態にする機能のことです。 

• プログラム 

コンピュータで処理を行うための命令の集 
まりのことです。 

類義語 ソフトウェア、アプリケーションソ 
フト 


• プロトコル 

ネットワークで接続されたコンピュータ同 
±が、通信を巧うための「手段」や「規格」のこ 
とです。一般的に使用されるネットワークプ 

ロトコルは、 TCP/IP、 NetBEUI、AppleTalk 

などです。 

争ポート 

コネクタまたは、そのコネクタにがするイン 
タフ卫ース回路全般のことです。 

• ボリュームラべル 

HDD や FD につけた名称のことです。 

• メッセージ 

コンピュータが入力されたコマンドにかし 
て出力する回答のことです。 r 処理が正しく 
実行された」「このエラーが発生した」など種 
類はさまざまです。 

• メインメモリ 

メモリのなかで、最初にプログラムやデータ 
などが読み込まれるメモリのことです。主記 
憶。コンピュータのメモリ容量といえば、メ 
インメモリの容量のことを示します。 

• メモリ 

実行するプログラムや、データを一時的に保 
存する素子のことです。コンピュータは 
HDD などからプログラムやデータをメモリ 
に読みをみながら実行します。一般的にメモ 
リ容量が多ければより高速にコンピュータ 
を利用することができます。 


• メモリチェック 

コンピュータ起動時に装着されているメモ 
リに異常がないか検査する動作のことです。 

• モデム 

電話回線を通じてデータを送受信するため 
の周辺機器です。ほとんどの製品は FAX 機 
育 g が付加されています。 

• リソース 

拡張カードや周辺機器で使用する IRQ 、 
DMA 、 I /0 ポートアドレスなどをまとめて 
表現する用語のことです。 

類義語 システム資源 

• ログオン 

コンピュータシステムにアクセス可能な状 
態になることです。ログオン時には、ユー 
ザーアカウントとパスワードの入力が求め 
られます。「ログオン」とは逆に、コンピュー 
タシステムの利用を終えて、接続を切り離す 
ことを「ログオフ」と言います。 

類義語 ログイン/ログアウト 

#論理ドライブ 

0 S によって管理される論理的な区分けで 
す。 HDD には、1台の物理ドライブ上に複数 
の論理ドライブを作成することができます。 

• ワイヤレス LAN 

ネットワークケーブルを使わずに、電波など 
の無線で通信を行う LAN のことです。 
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